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最
近
の
お
も
な
出
来
事

１
月
19
日
（
金
）

▽
平
成
29
年
度
「
人
吉
市
子
ど
も
議
会
」

１
月
20
日
（
土
）

▽
熊
本
県
地
域
景
観
セ
ミ
ナ
ー
IN
八
代（
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）

１
月
21
日
（
日
）

▽
繊
月
カ
ッ
プ
男
子
テ
ニ
ス
ダ
ブ
ル
ス
大
会
（
人
吉
市
）

▽
新
春
・
七
つ
の
蔵
の
利
き
酒
と
味
祭
り
（
多
良
木
町
交
流
館
石
倉
）

１
月
27
日
（
土
）

▽
人
吉
市
東
西
コ
ミ
セ
ン
講
座
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
展
示
発
表
」

１
月
28
日
（
日
）

▽
人
吉
市
文
化
財
防
火
デ
ー
防
火
訓
練
（
老
神
神
社
）

▽
多
良
木
町
文
化
財
防
火
訓
練
（
太
田
家
住
宅
）

▽
人
吉
市
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
「
新
春
文
化
講
演
会
」（
青
井
阿
蘇
神
社
）

▽
山
頭
火
ゆ
か
り
の
「
宮
川
屋
」
跡
地
標
柱
除
幕
式
（
人
吉
市
上
青

井
町
の
出
町
橋
脇
）

２
月
１
日
（
木
）

▽「
人
吉
球
磨
は
、ひ
な
ま
つ
り
」オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト（
湯
前
駅
）

２
月
４
日
（
日
）

▽
く
ま
が
わ
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
第
24
回
定
期
演
奏
会
（
人
吉

市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

２
月
９
日
（
金
）

▽
水
防
災
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
１
８
in
球
磨
川

（
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

２
月
10
日
（
土
）

▽
第
８
回
球
磨
焼
酎
蔵
元
銘
酒
ま
つ
り
（
あ
さ
ぎ
り
町
ポ
ッ
ポ
ー
館
）

今
月
の
一
言

　『文
読
む
月
日
』（

　
　
　
　

   

）
よ
り

　
も
し
物
事
が
我
欲
を
離
れ
、
我
意
を
離
れ
て
な
さ

れ
る
な
ら
ば
、
何
も
か
も
容
易
に
、
何
も
か
も
う
ま

く
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

表
紙
写
真

　球
磨
川
の
「
オ
シ
ド
リ
」（
八
代
市
坂
本
町
に
て
）

　オ
シ
ド
リ
は
深
水
発
電
所
跡
や
段
駅
近
く
の
川
岸
で
観
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
北
海
道
や
本

州
中
部
以
北
で
繁
殖
し
、
冬
季
に

な
る
と
本
州
以
南
（
主
に
西
日
本
）

へ
南
下
し
て
越
冬
し
ま
す
。

撮
影
／
平
岡
健
三
（
八
代
市
）

レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
編
著

北

御

門

二

郎

訳



3  くまがわ春秋　Vol.23　2018.2.15 2くまがわ春秋　Vol.23　2018.2.15

巻頭言

　
　

国
宝
指
定
十
周
年
記
念
講
演
会 

　
「
球
磨
で
～
名
所
は
～
青
井
さ
ん
の
御
門
」
と
唄
わ
れ
る
球
磨
の
六
調
子
の
出
だ
し
に
登
場
す
る
青
井
阿
蘇
神
社
は
、
平
成
二
十
年

に
国
宝
指
定
さ
れ
今
年
で
十
年
目
を
迎
え
た
。「
こ
れ
ま
で
の
十
年
と
こ
れ
か
ら
の
十
年
」
と
題
し
て
宮
司
で
あ
る
福
川
義
文
さ
ん
の
講

演
を
聞
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
十
年
は
県
内
初
め
て
の
国
宝
指
定
に
翻
弄
さ
れ
る
毎
日
が
語
ら
れ
た
。

　
「
か
え
っ
て
お
金
が
無
く
て
良
か
っ
た
、
工
事
が
開
始
さ
れ
て
な
く
て
良
か
っ
た
。
神
さ
ん
の
お
陰
ば
い
」
と
物
事
が
進
ま
な
い
状
況

に
あ
っ
て
も
先
で
ち
ゃ
ん
と
神
様
が
導
い
て
下
さ
っ
た
と
、
宮
司
と
い
う
責
任
の
あ
る
重
圧
の
中
で
苦
労
さ
れ
た
お
姿
も
垣
間
み
え
た
。

　

昔
、
人
吉
藩
家
老
相
良
清
兵
衛
が
江
戸
へ
呼
ば
れ
津
軽
藩
弘
前
へ
流
さ
れ
た
。
残
っ
た
家
臣
百
二
十
一
名
が
人
吉
城
内
で
討
ち
死
に

に
あ
う
と
い
う
大
事
件
「
お
下
の
乱
」
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
翌
年
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）、
混
沌
と
し
た
相
良
城
下
の
青
井
神
社
へ
二
基
の
御
輿
が
奉
納
さ
れ
た
。
そ
の
御
輿
を
現
代
の

技
術
で
美
し
く
復
元
す
べ
く
京
都
へ
送
り
、
こ
の
度
復
元
さ
れ
て
神
社
へ
帰
っ
て
き
た
。
そ
の
御
輿
の
傍
ら
に
板
札
が
あ
り
、
そ
こ
に
書

か
れ
た
内
容
を
宮
司
は
熱
を
込
め
て
今
の
言
葉
に
読
み
替
え
た
。

　
「
我
々
の
願
い
は
今
の
幸
せ
が
い
つ
ま
で
も
続
き
神
様
へ
の
願
い
が
実
現
す
る
事
に
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
い
ろ
ん
な
人
々
が
力
を

合
わ
せ
雨
も
必
要
な
時
に
は
降
り
、
穏
や
か
な
日
が
続
き
ま
す
よ
う
に
。
そ
し
て
田
畑
の
作
物
が
実
り
御
領
内
が
平
和
に
治
ま
り
民
が

豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
」
と
願
い
を
込
め
た
板
札
だ
っ
た
。

　

続
け
て
宮
司
は
語
る
。

　
「
社

や
し
ろに

会
う
、
こ
れ
が
社
会
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
十
年
は
、
い
ろ
ん
な
人
達
が
集
う
所
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
の
世
に
生
き
る

老
い
も
若
き
も
、
そ
し
て
我
々
の
先
祖
様
も
、
そ
し
て
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
来
る
人
達
も
含
め
た
、『
過
去
・
現
在
・

未
来
』
の
神
社
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
形
に
し
た
の
が
、
過
去
に
感
謝
す
る
文
化
苑
、
社
殿
で
は
神
様
に
祈
願
し
、

新
し
く
出
来
る
参
集
殿
で
は
み
ん
な
で
焼
酎
を
飲
み
な
が
ら
大
い
に
未
来
を
語
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
締
め
く
く
っ
た
。　

 （
宮
原
信
晃
）

　

定
型
句
に
縛
ら
れ
ぬ
自
由
律
俳
句
を

詠
み
、「
放
浪
の
俳
人
」
と
も
称
さ
れ
る

種
田
山
頭
火
（
１
８
８
２
～
１
９
４
０

年
）
が
、
人
吉
を
訪
れ
た
際
に
泊
ま
っ
た

木
賃
宿
「
宮
川
屋
」
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の

か
︱
︱
。
長
年
そ
の
謎
を
追
っ
て
い
た
市

民
グ
ル
ー
プ
「
人
吉
・
球
磨　

山
頭
火

の
会
」（
早
川
亘
会
長
）
は
、
独
自
の
調

査
よ
り
市
内
中
心
部
の
山
田
川
を
ま
た

ぐ
出
町
橋
付
近
に
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
、

宮
川
屋
の
跡
地
を
示
し
た
標
柱
を
人
吉

市
上
青
井
町
の
出
町
橋
脇
に
設
置
し
、

１
月
28
日
に
は
除
幕
式
が
あ
っ
た
。

　

同
会
は
、
２
０
１
４
年
か
ら
人
吉
駅

前
や
山
頭
火
が
手
紙
を
受
け
取
っ
た
と

思
わ
れ
る
出
町
郵
便
局
跡
地
な
ど
、
山

頭
火
ゆ
か
り
の
場
所
に
顕
彰
碑
や
案
内

板
を
設
置
す
る
活
動
を
し
て
お
り
、
今

回
で
７
カ
所
目
と
な
る
。

　

除
幕
式
に
は
関
係
者
15
名
が
集
ま
り
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
近
く
の
ホ
テ

ル
に
場
所
を
移
し
て
祝
賀
会
も
開
か
れ

た
。

　

八
代
市
か
ら
参
加
し
た
前
山
光
則
さ

ん
は
、「
人
吉
に
新
た
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
出
来
て
感
無
量
。
今
後
は
球
磨
川
流

域
全
体
で
山
頭
火
の
足
跡
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
た
。

「
宮
川
屋
」
は
こ
こ
に
！
　
山
頭
火
ゆ
か
り
の
場
所
に
標
柱

関係者による「標柱」のテープカット（１月28日、人吉市上青井町）

標柱は高さ１ｍ40cm の木製



5  くまがわ春秋　Vol.23　2018.2.15 4くまがわ春秋　Vol.23　2018.2.15

　

さ
か
も
と
館
（
八
代
市
坂
本
町
荒
瀬
）

の
中
庭
部
分
に
交
流
施
設
が
設
置
さ
れ

る
。
厨
房
施
設
を
も
う
け「
鮎
や
な
食
堂
」

な
ど
が
利
用
す
る
予
定
。
ジ
ビ
エ
料
理
の

販
売
な
ど
計
画
し
て
い
る
が
、
詳
細
は
未

定
。

　

３
月
中
に
外
装
工
事
を
終
了
し
、
６

月
か
ら
運
用
開
始
。
坂
本
町
活
性
化
の

拠
点
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

本
施
設
に
つ
い
て
は
５
月
号
で
続
報
す

る
。

イ
ベ
ン
ト
交
流
新
施
設
、
建
設
中
！
　
道
の
駅
坂
本

交流施設のイメージ図

「さかもと館」全景

３月中に外装工事を終了し、６月から運用開始する

　

市
政
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
聞
く

「
人
吉
市
子
ど
も
議
会
」
が
１
月
19
日
、

仮
庁
舎
の
市
議
会
本
会
議
場
で
開
か
れ
、

市
内
の
小
学
校
６
校
の
児
童
代
表
が
産

業
や
観
光
の
振
興
策
な
ど
提
言
し
、
市

の
担
当
者
か
ら
の
答
弁
を
聞
い
た
。

　

同
議
会
は
、「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
人

吉
市
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
市
議
会
の
模

擬
体
験
を
通
し
て
市
民
生
活
と
政
治
と

の
関
わ
り
や
、
同
市
が
直
面
す
る
課
題
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
つ
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
。

城
の
石
垣
で
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
？

　

午
前
10
時
か
ら
始
ま
っ
た
同
議
会
は
、

市
内
の
小
学
校
６
校
か
ら
20
名
が
参

加
。
各
学
校
で
考
え
た
問
題
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
を
代
表
し
て
一
般
質
問
を

行
い
、
松
岡
隼
人
市
長
や
副
市
長
・
教

育
長
・
各
部

長
・
局
長
が

答
弁
。「
人
吉

の
経
済
産
業
の

活
性
化
」「
犬

童
球
渓
誕
生
祭

の
開
催
と
人
吉

城
の
復
元
」「
障

が
い
者
の
方
の

就
労
と
高
齢
者
の
方
の
移
動
手
段
」
な
ど

12
項
目
に
つ
い
て
提
言
を
交
え
な
が
ら
質

問
し
た
。

　

東
間
小
学
校
か
ら
は
「
人
吉
城
の
石

垣
を
活
用
し
た
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
は
ど
う

か
」
と
の
提
案
が
あ
り
、
歴
史
文
化
課
の

担
当
者
は
、「
人
吉
城
は
大
事
な
文
化
財

な
の
で
石
垣
で
の
競
技
は
無
理
だ
が
、
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
の
一
例
と
し
て
参
考
に

し
た
い
」
と
答
弁
し
た
。

経
済
活
性
化
や
観
光
振
興
な
ど
提
言
　
人
吉
市
子
ど
も
市
議
会

「人吉市子ども議会」で意見を述べる東間小学校の代表

議会中継システムによりネット配信されたが、
スマフォでは閲覧できなかった
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れ
た
そ
う
で
す
。
会
の
忘
年
会
で
伝
え
た

ら
、
三
和
建
設
の
佐
藤
社
長
か
ら
「
こ

の
賞
の
存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
な
か

な
か
取
れ
な
い
賞
で
す
よ
」
と
教
え
て
も

ら
い
、「
こ
れ
は
す
ご
い
こ
と
か
も
し
れ
な

い
」
と
、
賞
の
重
み
を
徐
々
に
感
じ
始
め

た
年
末
で
し
た
。

　

新
年
に
な
り
、
今
度
は
１
月
28
日
に

東
京
虎
ノ
門
の
発
明
会
館
で
開
催
さ
れ

る
「
手
作
り
郷
土
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
プ
レ

ゼ
ン
の
準
備
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
入

賞
し
た
団
体
か
ら
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
め
る

も
の
で
す
。
発
表
は
３
分
間
。
わ
ず
か
な

時
間
に
私
た
ち
の
思
い
を
詰
め
込
む
作
業

は
至
難
の
業
で
し
た
。

　

東
京
に
は
会
か
ら
６
名
、
上
水
樽
所

長
、
錦
町
役
場
企
画
観
光
課
ツ
ツ
ク
シ

イ
バ
ラ
係
の
大
村
さ
ん
が
行
く
こ
と
に
な

　

12
月
半
ば
頃
、
手
作
り
故
郷
賞
に
選

定
さ
れ
た
と
国
交
省
人
吉
出
張
所
の
上

水
樽
所
長
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

全
国
か
ら
一
般
部
門
（
初
め
て
応
募
す
る

団
体
）
が
16
団
体
、
大
賞
部
門
（
過
去

に
受
賞
し
た
団
体
）
３
団
体
が
選
定
さ

の
動
画
も
い
い
み
た
い
で
す
よ
」
と
国
交

省
八
代
の
山
本
課
長
か
ら
連
絡
が
あ
り
、

再
度
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
毎
年
ツ
ク
シ

イ
バ
ラ
の
花
の
中
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
「
ビ
エ
ン
ト
」
の
「
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
」

の
曲
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
作
り
ま
し
た
。

　

国
交
省
の
手
作
り
故ふ

る
さ
と郷
賞
に
応
募
し

て
み
ま
せ
ん
か
？　

と
い
う
お
誘
い
を
い

た
だ
い
た
の
は
、
８
月
初
め
の
暑
い
最
中

で
し
た
。「
地
域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化

を
生
か
し
た
、
全
国
の
優
れ
た
取
り
組

み
状
況
を
知
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
郷

土
の
あ
り
方
や
将
来
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
」
と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
す
。

　

ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
公
式
発
見
１
０
０
周
年

の
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
っ
た
の
で
、
応

募
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
球

磨
川
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
会
が
11
年
間
、
撮

り
た
め
て
い
た
す
ご
い
量
の
画
像
を
全
て

見
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

除
草
作
業
・
会
議
・
開
花
時
の
自
生

地
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
、
お
も
て
な
し
の
準
備
や
様
子
、

花
を
見
に
来
ら
れ
た
人
達
の
笑
顔
、
く
ま

川
鉄
道
の
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
里
・
木
上
駅

の
除
幕
式
、
く
ま
川
鉄
道
車
両
内
で
の
木

野
雅
之
氏
の
バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
や

ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
列
車
、
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
グ
ッ

ズ
な
ど
、
懐
か
し
い
画
像
が
出
て
き
ま
し

た
。
書
類
を
提
出
し
た
ら
「
３
分
以
内

球
磨
川
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
を
後
世
に

︱
使
命
を
胸
に
「
手
づ
く
り
郷
土
賞
」
に
挑
む
︱

　 

球
磨
川
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
会 

会
長　

桑
原
史
佳

●

東京虎ノ門の発明会館で開催された「手作り郷土グランプリ」
のプレゼン（１月28日）

参加した球磨川ツクシイバラの会のメンバー

５月中旬から６月初旬まで可憐な花を咲かせる球磨川河川敷の
ツクシイバラ（球磨郡錦町木上にて）
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表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
賞
は
、
除
草
作
業
・
お
も
て
な
し

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
私
た
ち
の
活
動
を
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
い
ろ

ん
な
方
面
か
ら
私
た
ち
の
活
動
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
町
や
県
や
地
元
の
国

交
省
の
職
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
い
た
だ

い
た
賞
で
す
。
心
か
ら
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
球
磨
川
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ

の
会
は
、
開
花
前
の
除
草
や
美
化
作
業
、

開
花
時
の
お
も
て
な
し
、
１
０
０
年
後

も
こ
の
光
景
が
ず
っ
と
続
く
よ
う
に
次
世

代
へ
伝
え
て
い
く
活
動
を
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
回
の
除
草
作
業
は
３
月
４
日
（
日
）

で
す
。

【
く
わ
は
ら
・
ふ
み
か
／
球
磨
郡
錦
町
】

　

ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
賞
は
、
会
場
で
発

表
を
聞
い
た
人
た
ち
の
投
票
で
決
ま

り
ま
す
。
な
に
よ
り
も
う
れ
し
い
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
ハ
ー
ト
の
花
び

ら
の
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
…
と
い
う
言
葉
に

入
れ
ま
し
た
よ
」「
開
始
前
に
練
習
し

て
い
る
姿
を
見
て
入
れ
ま
し
た
よ
」「
見

に
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
プ
レ
ゼ
ン
で

し
た
」
私
た
ち
の
球
磨
弁
会
話
を
聞

か
れ
て
「
熊
本
か
ら
で
す
か
？
」
と
声

を
か
け
ら
れ
た
方
た
ち
も
「
入
れ
ま

し
た
よ
」
と
、
笑
顔
で
言
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、「
い
つ
も
の
ま
ん
ま
、
そ

の
ま
ん
ま
で
い
こ
う
ね
」
で
の
発
表
で

し
た
が
、
地
道
な
活
動
を
評
価
し
て
も

ら
い
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

２
月
26
日
に
は
、
国
土
交
通
大
臣

席
に
戻
り
ま
し
た
。
ど
の
団
体
も
、
と
て

も
素
晴
ら
し
い
大
き
な
取
り
組
み
を
さ
れ

て
お
り
、
立
派
な
プ
レ
ゼ
ン
で
し
た
。

　

全
て
の
発
表
が
終
わ
り
、
審
査
員
の
会

議
が
始
ま
り
ま
す
。「
こ
こ
ま
で
き
た
け

ん
、
よ
か
た
い
」
と
、
自
分
自
身
に
言
い

聞
か
せ
な
が
ら
発
表
を
待
ち
ま
し
た
。

会
議
が
白
熱
し
た
よ
う
で
、
時
間
が
少

し
遅
れ
て
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
長
が
、
大
賞
部
門
、
一
般
部

門
の
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
賞
…
ツ
ク

シ
イ
バ
ラ
…
」
私
達
は
思
わ
ず
、「
え
っ
、

え
え
え
ー
っ
？
」
と
、
歓
声
を
上
げ
ま
し

た
。
審
査
員
か
ら「
素
朴
さ
と
手
作
り
感
、

華
や
か
さ
が
素
晴
ら
し
い
。
魅
力
的
で

愛
情
の
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
だ
っ
た
」
と
う
れ

し
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
グ
ラ
ン

プ
リ
賞
は
次
点
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

グ
ッ
ズ
は
由
美
子
さ
ん
、
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ

リ
キ
ュ
ー
ル
は
大
和
一
酒
造
元
か
ら
智
子

さ
ん
が
借
り
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
所
長

に
お
願
い
し
て
い
た
横
断
幕
は
事
務
局
長

の
遠
山
さ
ん
。
お
も
て
な
し
部
長
の
洋
子

さ
ん
は
、
い
つ
も
の
日
よ
け
帽
子
に
手
作

り
梅
干
し
と
紙
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
。
Ｐ
Ｃ

操
作
担
当
の
役
場
の
大
村
さ
ん
は
、
私
の

発
表
に
合
わ
せ
て
の
エ
ア
ー
ク
リ
ッ
ク
の

自
主
練
習
で
す
。

　

私
た
ち
の
プ
レ

ゼ
ン
は
13
番
目
。

待
つ
こ
と
お
よ
そ

１
時
間
半
。
み
ん

な
で
ス
テ
ー
ジ
に

立
ち
、
３
分
の
発

表
と
３
分
の
質
疑

応
答
を
終
え
、
会

場
の
指
定
さ
れ
た

り
ま
し
た
。

　

私
は
前
泊
、
そ
の
他
の
メ
ン
バ
ー
は
当

日
早
朝
５
時
出
発
で
東
京
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
当
日
、
球
磨
は
ま
さ
か

の
積
雪
。
心
配
し
ま
し
た
が
、
一
行
は
無

事
会
場
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

開
始
直
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
ロ
ビ
ー

の
隅
っ
こ
で
行
い
ま
し
た
。
ツ
ク
シ
イ
バ

ラ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ

ロビーの隅っこで打ち合わせ

発表する私
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記
念
碑
的
な
橋
を
種
山
石
工
が
手
掛
け

た
と
思
う
と
面
白
い
。

　

木
﨑
康
弘
氏
の
著
作
「
肥
後
と
球
磨
、

そ
の
原
史
世
界
に
魅
せ
ら
れ
し
人
々
」
の

な
か
に
、
高
知
の
考
古
学
者
・
寺
石
正

路
が
球
磨
を
訪
ね
る
途
中
、
こ
の
橋
を

渡
っ
た
こ
と
を
「
稿
本　

九
州
漫
遊
記
」

に
記
し
て
い
る
と
あ
る
。

　
「
行
ク
二
里
ニ
シ
テ
誓
橋
ニ
来
ル
是
ヨ

リ
以
往
ヲ
肥
後
国
ト
ス
」（
１
９
２
頁
よ

り
抜
粋
）

　

寺
石
は
橋
の
名
前
を
「
誓
橋
」
と
誤
っ

て
書
き
残
し
て
い
る
。
境
橋
に
は
、出
水
・

水
俣
側
の
両
方
に
変
体
仮
名
で
橋
名
が

記
し
て
あ
り
、
出
水
側
は
確
か
に
「
ち

可
以
は
し
」
に
見
え
る
。
ほ
ん
の
一
行
の
、

し
か
も
間
違
え
た
記
述
で
は
あ
る
が
、
こ

の
間
違
い
は
現
地
で
実
物
を
見
て
い
な
い

と
起
こ
り
え

な
い
。
寺
石

が
確
か
に
こ

の
橋
を
渡
っ

た
証
拠
で
あ
り
、
当
時
二
十
一
歳
の
青
年

考
古
学
者
が
、
そ
の
く
ら
い
球
磨
行
き

を
急
い
で
い
た
の
を
感
じ
ら
れ
る
。
ま
さ

に
、
球
磨
に
『
魅
せ
ら
れ
た
』
人
の
人
と

な
り
ま
で
感
じ
ら
れ
る
。

【
う
え
む
ら
・
か
ず
よ
／
水
俣
市
】

4

後
の
石
工
」
を
代
表
す
る
岩
永
三
五
郎

を
中
心
と
し
た
「
種
山
石
工
」
た
ち
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
境
橋
も
種
山
石
工
ま

た
は
そ
の
弟
子
筋
の
職
人
の
手
に
よ
る
も

の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
肥
後
と
薩
摩

の
国
境
と
い
う
長
年
緊
張
状
態
に
あ
っ
た

場
所
に
、
初
め
て
架
け
ら
れ
た
歴
史
的
・

境 

橋
水
俣
市
大
字
袋
町
神
川

　

旧
薩
摩
街
道
の
薩
摩
と
肥
後
の
国
境

の
川
に
架
か
る
。
西
南
戦
争
も
終
わ
り
、

国
内
も
落
ち
着
い
た
明
治
十
六
年
に
造

ら
れ
た
。
こ
れ
以
前
に
橋
は
な
く
、
川
幅

の
狭
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で
、石
伝
い
に
渡
っ

て
い
た
と
い
う
。

　

境
橋
に
は
ほ
か
の
石
橋
と
同
じ
く
架

橋
に
携
わ
っ
た
職
人
の
名
前
な
ど
は
残
っ

て
お
ら
ず
、
資
料
に
も
「
肥
後
の
石
工
」

と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
石
橋
の
組
み

方
に
は
、高
度
な
技
術
を
要
す
る
「
扇
積
」

が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
鹿
児

島
に
残
る
石
橋
に
よ
く
み
ら
れ
る
技
法

で
、
そ
の
石
橋
を
組
ん
だ
石
工
こ
そ
「
肥

「境橋」全景（川下側）。明治 16 年（1883）築造。橋長 13.5ｍ、
    橋幅 4.9ｍ。単眼アーチ橋。石工・不明。

橋の下川上から

「ち可以はし」とも読める出水側の
石柱

石橋を訪ねる ⑧

上村 和代
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つ
も
の
選
択

　

急
峻
な
山
に
か
こ
ま
れ
た
地
・
旧
栗
木
村
日
当
（
現
八
代
市

泉
町
日
当
）。
明
治
20
年
（
１
８
８
７
年
）
３
月
18
日
、
中
島

新
八
郎
・
ヨ
シ
の
次
女
と
し
て
、
つ
も
は
生
ま
れ
た
。
子
ど
も
時

代
、
少
女
時
代
に
、
つ
も
が
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
す
ご
し
た
の

か
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

明
治
40
年
（
１
９
０
７

年
）、
つ
も
は
杉
谷
新
造

と
結
婚
し
、
翌
年
長
ヨ
シ

エ
を
出
産
し
、
明
治
42
年

（
１
９
０
９
年
）、
二
人

は
栗
木
村
を
離
れ
て
八
代

郡
郡
築
に
入
植
し
た
。

　

八
代
郡
の
造
成
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
郡
築
」
と
よ
ば
れ
た

場
所
は
、八
代
郡
の
所
有
地
で
、入
植
者
は
八
代
郡
に
入
植
料
（
小

作
料
）
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
八
代
郡
は
田

畑
を
つ
く
っ
た
わ
け
で
な
い
。
堤
防
を
築
く
だ
け
で
、
塩
を
抜
き
、

牡
蠣
の
殻
を
除
去
し
、
用
水
路
を
つ
く
り
、
田
畑
に
す
る
作
業
は

入
植
者
が
す
べ
て
お
こ
な
っ
た
。
入
植
者
は
田
畑
を
つ
く
り
つ
つ

小
作
料
を
支
払
い
生
活
し
た
。

　

そ
う
し
た
事
情
を
十
分
に
承
知
し
て
い
た
か
は
確
認
で
き
な
い

が
、
明
治
42
年
（
１
９
０
９
年
）
に
、
新
造
夫
婦
は
栗
木
村
を

離
れ
長
女
ヨ
シ
エ
を
連
れ
て
郡
築
に
移
り
住
ん
だ
。
最
初
は
家
を

用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
掘
っ
立
て
小
屋

で
す
ま
せ
、
余
裕
が
で
き
る
は
ず
だ
か
ら
、
そ
の
と
き
に
な
っ
た

ら
新
築
す
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
機
会
が
お
と
ず
れ
る

前
に
、
次
女
ツ
ギ
エ
が
生
ま
れ
た
が
、
直
ぐ
に
、
そ
の
子
は
死
ん

で
し
ま
っ
た
。
子
の
夭
折
は
新
造
夫
婦
の
心
を
重
く
し
た
で
あ
ろ

う
が
、
小
作
料
支
払
い
の
圧
力
の
な
か
で
二
人
は
過
酷
な
労
働

を
つ
づ
け
る
し
か
な
か
っ
た
。
掘
っ
立
て
小
屋
で
の
生
活
は
つ
づ
い

た
。
大
正
３
年
（
１
９
１
４
年
）
三
女
百
枝
、
翌
年
長
男
晴
久

　
杉
谷
つ
も
　
①

自
立
し
た
女
性

平
岡
優
平

そ
れ
だ
け
で
な
く
働
き
手
も
失
っ
た
こ
と
に
な
る
。
子
ど
も
た
ち

は
幼
く
、
だ
れ
が
み
て
も
生
活
し
て
い
け
る
途
は
閉
ざ
さ
れ
た
よ

う
に
み
え
た
。
新
造
夫
婦
は
二
丁
二
反
を
耕
し
て
い
た
。
そ
れ
を
、

子
育
て
を
し
な
が
ら
、
つ
も
一
人
で
耕
し
つ
づ
け
て
い
く
の
は
、
ど

う
み
て
も
不
可
能
だ
。

　

新
造
の
父
親
（
つ
も
の
義
父
）
は
、

つ
も
に
再
婚
を
す
す
め
た
。
孫
の
こ
と

な
ど
を
考
え
た
「
親
心
」
で
あ
っ
た
ろ

う
が
、
つ
も
は
、
再
婚
せ
ず
、
結
婚
前

の
中
島
に
復
籍
も
せ
ず
、
杉
谷
籍
の
ま

ま
、
自
立
の
道
を
選
ん
だ
。
二
丁
二

反
の
う
ち
八
反
を
自
分
の
も
の
と
し
、

残
り
は
新
造
の
弟
に
譲
っ
た
。

　

八
代
郡
に
小
作
料
を
支
払
い
な
が

ら
、
掘
っ
立
て
小
屋
で
の
生
活
は
つ
づ

い
た
。

【
ひ
ら
お
か
・
ゆ
う
へ
い
／
八
代
市
】

が
生
ま
れ
た
。

　

晴
久
の
出
生
は
夫
婦
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
ろ
う
。

後
継
が
生
ま
れ
て
安
心
も
し
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
晴
久
が

生
ま
れ
て
か
ら
、
わ
ず
か
５
日
後
に
新
造
が
急
死
し
た
。
配
偶

者
が
死
ん
だ
の
だ
。
そ
れ
だ
け
で
も
限
り
な
く
辛
い
。
し
か
し
、

郡築三番町樋門の東側。袖石垣の間に十連アーチ（Ⓒ森山 学）

郡築の農場は限りなく広い

杉谷つも
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ま
た
県
道
の
岡
原
・
須
恵
線
の
吉
井

第
一
踏
切
を
過
ぎ
る
と
、
左
に
鬼
の
釜
古

墳
が
道
の
中
ほ
ど
に
見
え
て
く
る
。
そ
の

先
１
・
１
㎞
の
井
口
川
橋
梁
（
12
・
９
ｍ
、

昭
和
47
年
改
修
で
２
連
）
を
渡
れ
ば
築

地
地
区
、
こ
こ
に
東
免
田
駅
が
あ
る
。
こ

の
井
口
川
は
深
田
の
庄
屋
地
区
の
す
ぐ

上
手
の
球
磨
川
に
注
ぎ
、
こ
の
辺
り
が
く

ま
鉄
沿
線
で
は
球
磨
川
か
ら
は
一
番
遠
い

距
離
に
な
る
。

東ひ
が
し

免め
ん

田だ

駅

　

こ
の
駅
は
55
年
前
の
国
鉄
時
代
、
昭

和
38
年
（
１
９
６
３
）
４
月
５
日
に
東

多
良
木
駅
と
同
時
に
開
業
し
た
新
し
い

無
人
駅
で
あ
る
。
開
業
の
２
年
前
、免
田
・

岡
原
・
須
恵
の
三
町
村
が
国
鉄
へ
陳
情
、

ホ
ー
ム
の
工
事
に
も
地
区
住
民
が
協
力

し
て
出
来
た
駅
。
隣
の
あ
さ
ぎ
り
駅
か

　

あ
さ
ぎ
り
駅
か
ら
東
免
田
駅
間
の
路

線
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
そ
ば
の
八
幡
跨

線
橋
（
昭
和
62
年
）
手
前
か
ら
切
通
に

か
け
て
の
わ
ず
か
な
カ
ー
ブ
の
他
は
高
低

差
約
１
・
２
ｍ
、
距
離
約
２
・
５
㎞
の
ほ

ぼ
直
線
が
続
く
。
途
中
、
左
手
の
小
高

い
丘
に
は
小
熊
野
神
社
と
農
魂
の
碑
が
在

る
。

連載その㉓  くま川鉄道・東免田駅

球磨川の駅・ものがたり

熊本産業遺産研究会　松本晉一

河口から上流まで、その駅を訪ねる

2 連の井口川橋梁（平元年 8月福）

　

ホ
ー
ム
入
口
に
は
こ
れ
ま
で
の
無
人
駅

ホ
ー
ム
に
は
見
ら
れ
な
い
鋼
製
パ
イ
プ
で

組
ま
れ
た
デ
ザ
イ
ン
タ
ワ
ー
、
そ
の
先
に

お
嫁
さ
ん
の
文
金
高
島
田
の
「
角
隠
し
」

を
連
想
す
る
黄
色
い
屋
根
付
き
の
１
本

柱
が
３
本
並
ぶ
。
そ
の
奥
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
で
囲
ま
れ
た
待
合
ド
ー
ム
も
鎮
座
す

る
無
人
駅
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
手
前
、
屋

根
付
き
の
広
い
駐
輪
場
脇
に
は
公
衆
電

話
が
設
置

し
て
あ
る
。

こ
の
ホ
ー

ム
か
ら
左

手
に
築
地

熊
野
神
社
、

そ
の
奥
に
は

深
田
の
高

山
、
右
手

に
は
九
州

ら
は
２
・
４
㎞
、
次
の
公
立
病
院
前
駅
ま

で
は
１
・
１
㎞
の
距
離
に
あ
り
、
４
両
が

停
車
可
能
な
１
面
１
線
の
ホ
ー
ム
を
持

つ
。
所
在
地
は
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
東
築

地
４
１
２
８
︱
３
。
昭
和
56
年
の
１
日

平
均
乗
車
数
は
普
通
客
16
、
定
期
客
70

名
だ
が
、
昔
の
盆
と
正
月
は
賑
わ
っ
た
と

い
う
。
人
吉
温
泉
駅
か
ら
当
駅
ま
で
は

５
２
０
円
。

SL58654と旧駅ホーム（昭 49.3.10 福）

改築前の待合所（昭 58.7 福）

東免田駅全景（南面）

山
脈
南
端
の
脊
梁
群
が
眺
め
ら
れ
る
。

　

以
前
は
従
来
の
無
人
駅
ス
タ
イ
ル
の
構

造
で
あ
っ
た
が
、
付
近
に
築
地
熊
野
神
社

（
町
指
定
有
形
文
化
財
）
が
あ
り
、
平
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幣
」「
田
楽
」
な
ど
の
求
麻
神
楽
も
伝
承

さ
れ
て
い
る
と
言
う
。
こ
の
地
か
ら
の
冠

雪
の
市
房
山
遠
望
は
絶
景
で
あ
る
。

　
「
他
に
も
近
く
の
お
大
師
さ
ん
の
秋
祭

り
に
は
、
露
店
が
出
て
昔
は
賑
わ
っ
て
い

た
が
、
最
近
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
な
い
」
と

近
く
の
農
家
の
方
の
お
話
。
ま
た
「
昔
は

こ
の
道
の
先
の
中
島
橋
の
所
に
〝
渡
し
〟

が
あ
り
、
小
船
に
乗
り
張
っ
て
あ
る
綱
を

引
き
な
が
ら
渡
る
〝
渡
し
〟
だ
っ
た
。
小

さ
い
頃
そ
れ
を
引
い
て
父
と
共
に
須
恵
に

渡
り
、
魚
を
買
い
に
行
っ
た
。
球
磨
川
で

は
そ
の
中
島
橋
周
辺
の
〝
七
曲
が
り
〟
で

泳
い
で
い
た
が
、
余
り
川
下
へ
は
下
ら
な

か
っ
た
」。
続
け
て
「
こ
の
辺
の
土
地
は

田
圃
が
主
体
で
、
古
く
か
ら
の
地
主
に
は

松
本
さ
ん
、中
村
さ
ん
が
あ
る
。
昔
は
米
、

麦
、
大
豆
を
作
っ
て
い
た
が
、
今
は
ト
マ

ト
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
芋
類
も
多
い
」
と
の
こ

と
。
湯
前
線
で
は
「
昔
は
汽
車
に
乗
る
の

が
楽
し
み
で
、
人
吉

に
買
い
物
が
て
ら
に

行
き
、
青
井
さ
ん

の
手
前
に
回
転
饅

頭
屋
が
あ
り
楽
し
み

で
あ
っ
た
。
以
前
は

Ｓ
Ｌ
が
貨
物
を
い
っ

ぱ
い
引
い
て
お
り
、

時
々
、
こ
こ
で
も
汽

車
轢
か
れ
事
故
も
あ
っ
た
。
今
で
も
ジ
ー

ゼ
ル
の
来
る
時
間
を
時
計
代
わ
り
に
使
っ

て
い
る
し
、
免
田
で
の
宴
会
に
行
く
時
に

も
湯
前
線
を
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
利
用
し

て
い
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
。

　

東
免
田
駅
の
北
側
、
球
磨
川
の
畔
に

は
寺
池
と
中
島
親
水
公
園
、
中
島
橋
を

ホームから見た築地熊野神社の杜

五輪塔と薬師堂（左）

冠雪の市房山

れ
、
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
多
年
生
草
木
で
、

長
野
の
尾
瀬
沼
が
知
ら
れ
る
。

　

列
車
の
発
着
す
る
ホ
ー
ム
東
側
に
は

「
あ
さ
ぎ
り
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」（
平

成
17
年
）
が
隣
接
、
横
に
は
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
〝
り
ゅ
う
き
ん
か
〟
も
在
り
、

駅
駐
車
場
や
公
衆
ト
イ
レ
が
完
備
さ
れ
て

い
る
。
す
ぐ
脇
に
は
国
土
地
理
院
の
計
測

基
準
三
角
点
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

成
５
年
３
月
の
築
地
五
輪
塔
史
跡
公
園

の
整
備
工
事
落
成
と
共
に
、
こ
の
東
免
田

駅
舎
と
駅
前
広
場
が
整
備
さ
れ
た
。
入

口
の
タ
ワ
ー
は
史
跡
公
園
に
あ
る
五
輪
ノ

塔
の
シ
ン
ボ
ル
化
、
黄
色
い
屋
根
は
日
本

南
限
の
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
（
立
金
花
）
の
花

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
沿
線
の
駅
で
は
ユ
ニ
ー

ク
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
花
の
免
田
丸
池

の
自
生
地
は
前
原
勘
次
郎
の
発
見
と
さ

　

駅
す
ぐ
北
側
４
０
０
ｍ
に
在
る
築
地

熊
野
神
社
（
熊
野
権
現
）
は
和
歌
山
県

新
宮
の
伊
邪
那
岐
大
神
他
を
ご
神
体
と

す
る
神
社
で
、
例
祭
日
は
11
月
９
日
。

近
く
の
方
の
話
で
は
正
月
は
こ
の
熊
野
神

社
を
お
参
り
し
て
か
ら
、
次
に
お
か
ど
め

幸
福
駅
の
岡
留
神
社
、
そ
し
て
人
吉
の

青
井
神
社
に
参
拝
す
る
こ
と
が
多
い
と
の

こ
と
。
こ
の
神
社
の
左
隣
り
に
は
薬
師
如

来
の
祀
ら
れ
る
茅
葺
き
屋
根
の
薬
師
堂

が
あ
る
。
境
内
に
残
る
76
基
の
築
地
五

輪
塔
群
は
こ
の
神
社
の
別
当
、
住
職
の
墓

碑
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
に
は
「
大 三角点（上）

ホームリニューアル当時（平 5.3.28 福）

ホーム掲
示他（上）

人吉から
520 円
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ま
で
人
吉
か
ら
定
期
乗
合
自
動
車
も
走
っ

て
い
た
。

　

須
恵
村
か
ら
旧
免
田
駅
ま
で
は
徒
歩

で
約
40
分
、
昭
和
30
年
頃
の
10
月
は
須

恵
の
諏
訪
神
社
、
免
田
の
八
幡
さ
ん
、

多
良
木
の
恵
比
寿
さ
ん
祭
り
に
は
湯
前

線
を
利
用
し
て
お
り
、
人
吉
の
く
ん
ち

祭
り
の
興
業
（
サ
ー
カ
ス
他
）
は
、
次

は
免
田
、
そ
の
次
は
多
良
木
と
、
祭
り

に
合
せ
て
順
送
り
に
開
催
さ
れ
、
各
地
で

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
と
い
う
。

川
河
口
か
ら
上
流
78
・
８
㎞
の
地
点
）。

夫
妻
来
日
の
動
機
を
作
っ
た
友
人
愛
甲
慶け

い

寿す

け家
氏
は
、
写
真
の
国
産
三
輪
車
に
乗

り
昭
和
12
年
11
月
の
早
朝
、
霧
に
よ
る

踏
切
事
故
（
吉
井
第
一
）
で
亡
く
な
っ
て

い
る
。
こ
の
湯
前
線
自
動
車
事
故
は
機
械

化
さ
れ
つ
つ
あ
る
近
代
化
の
犠
牲
で
も
あ

ろ
う
。
近
年
、
こ
の
須
恵
村
で
の
文
化
人

類
学
研
究
が
再
注
目
さ
れ
て
い
る
。
当
時

は
深
田

と
須
恵

渡
れ
ば
須
恵
中
学
校
や
つ
つ
じ
ヶ
丘
学
園

の
あ
る
頓と

ん

所ど
こ
ろで
あ
る
。
昔
の
子
ど
も
た
ち

の
川
遊
び
は
七
曲
り
の
渕
、
寺て

ら
ん
し
た下
の
渕
な

ど
で
水
遊
び
を
し
て
い
た
と
の
こ
と
。
そ

の
上
手
に
は
柳や

な
ば
し橋
川
が
球
磨
川
に
注
ぐ
。

　

そ
の
下
流
１
㎞
の
か
わ
せ
橋
を
渡
っ
た

旧
須す

え恵
村
は
、
昭
和
10
～
11
年
こ
こ
を
訪

れ
た
米
国
社
会
人
類
学
者
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・

エ
ン
ブ
リ
ー
夫
妻
が
滞
在
し
た
村
（
球
磨

〈
参
考
資
料
〉

・
ユ
ニ
ー
ク
な
駅
舎
完
成　

平
成
５
年
３
月
10
日　

人
吉
新
聞

・
球
磨
の
駅
「
東
免
田
」
平
成
56
年
６
月
29
日　

人
吉
新
聞

・
く
ま
川
鉄
道
湯
前
線　

人
吉
・
湯
前
間
本
線
図
（
く
ま
川
鉄
道
KK
）

・
盆
地
を
走
る
「
東
免
田
駅
」
平
成
21
年
５
月
18
日　

人
吉
新
聞

・John.F.Em
bree 

〝SU
EM

U
RA

〟 A Japanese Village 1943 The 
University Chicago Press

・
田
中
一
彦
「
忘
れ
ら
れ
た
人
類
学
者　

エ
ン
ブ
リ
ー
夫
妻
が
見
た
日
本
の

村
」
２
０
１
７
・
３　

忘
羊
社

（
聞
書
き
）
中
村
全
良
氏　

愛
甲
利
孝
氏

（
協
力
）
あ
さ
ぎ
り
町
教
育
委
員
会　

北
川
賢
次
郎
氏　

福
井
弘
氏

須恵地区遠景（川瀬橋より）

昭和 10 年当時の三輪車
（エンブリー著『須恵村』）

柳人があじわう漱石俳句

初
夢
や
金
も
拾
は
ず
死
に
も
せ
ず

（
漱
石
28
歳
）

穴
の
あ
る
銭
が
袂た

も
と

に
暮
の
春（漱

石
41
歳
）

恩
給
に
事
足
る
老
の
黄
菊
か
な

（
漱
石
40
歳
）

命
に
は
関
係
の
な
い
金
が
要
る

宝
ク
ジ
お
金
以
外
は
当
た
ら
な
い

お
役
人
酒
場
で
そ
っ
と
金
の
こ
と

　
︱
俗
も
ま
た
良
し
︱

　

こ
れ
は
す
ご
い
川
柳
だ
。
い
や
い
や
間
違
い
、
俳
句
だ
。

　
「
初
夢
や
一
富
士
二
鷹
三
茄
子
」
な
ど
と
い
う
故
事
の
め

で
た
い
フ
レ
ー
ズ
は
吹
っ
飛
ぶ
。
俗
の
象
徴
と
し
て
の
金か

ね

と

重
い
死
が
軽
い
物
言
い
で
リ
フ
レ
イ
ン
さ
れ
て
い
て
、
む
し

ろ
す
が
す
が
し
い
。
年
が
あ
ら
た
ま
ろ
う
と
も
連
綿
と
つ

づ
く
生
が
あ
る
。

　

ほ
か
に
も
金
を
詠
ん
だ
句
を
見
つ
け
た
。

　

こ
の
年
齢
の
と
き
、
漱
石
は
朝
日
新
聞
社
に
小
説
を
書

く
職
業
作
家
と
し
て
入
社
し
て
い
る
。
熊
本
の
五
高
で
は

教
師
と
し
て
勤
務
し
た
が
、
そ
の
後
40
歳
ま
で
、
と
う
と

う
正
式
な
勤
め
方
は
し
な
か
っ
た
漱
石
が
恩
給
を
詠
む
。

　
「
穴
の
あ
る
銭
」
が
半
端
な
印
象
で
俗
っ
ぽ
い
表
現
だ
。

場
末
の
酒
場
な
ら
一
杯
く
ら
い
は
飲
め
そ
う
な
暮
の
春
で

す
ね
、
金き

ん

さ
ま
。

　

４
年
３
カ
月
間
の
在
熊
時
に
は
千
句
ほ
ど
も
俳
句
を
詠

ん
だ
漱
石
だ
が
、
明
治
33
年
を
過
ぎ
る
と
句
作
の
ペ
ー
ス

が
格
段
に
落
ち
る
。
イ
ギ
リ
ス
留
学
と
、
そ
の
後
は
熊
本

の
俳
句
仲
間
と
離
れ
東
京
在
住
と
な
っ
た
こ
と
が
一
因
と
い

え
る
。
そ
し
て
小
説
を
書
き
始
め
た
か
ら
だ
。
し
か
し
全

く
句
を
詠
ま
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
自
分
で
描
い
た
南

画
に
俳
句
を
し
た
た
め
た
り
し
て
生
涯
楽
し
み
と
し
て
続

け
て
い
る
。
し
か
し
初
期
の
こ
ろ
の
漱
石
ら
し
い
面
白
い
俳

句
は
段
々
と
少
な
く
な
り
、柳
人
と
し
て
は
も
の
た
り
な
い
。

【
い
わ
さ
き
楊よ
う

子こ

／
川
柳
と
俳
句
の
愛
好
家
、
熊
本
市
在
住
】

いわさき楊子

─ ㉓ ─
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そ
こ
か
ら
何
と
か
三
叉
路

に
行
き
着
い
て
右
折
し
布
ヶ

滝
へ
向
か
っ
た
。
滝
の
近
く

の
広
場
に
車
を
停
め
て
車
外

に
出
た
。

　

顔
が
痛
く
耳
が
つ
ま
ま

れ
た
痛
み
も
す
る
マ
イ
ナ

ス
２
℃
の
空
気
の
中
で
あ
っ

た
。
早
足
で
滝
へ
向
か
い
写

真
を
撮
っ
て
車
内
に
逃
げ

込
ん
だ
。
そ
こ
か
ら
少
し

降
り
る
と
文
化
６

年
（
１
８
０
９
年
）

の
滝た

き
ひ
ら平

の
観
音
様

に
お
参
り
し
て
、

本
日
の
目
的
地
「
川

島
観
音
堂
」
へ
向

か
っ
た
。

　

こ
こ
に
お
住
ま
い

約
５
キ
ロ
の
山
道
を
私
が
運
転
す
る
普

通
車
は
ソ
ロ
ソ
ロ
と
登
っ
て
行
っ
た
。

　

雪
が
舞
い
、
道
の
カ
ー
ブ
に
真
っ
白
い

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
い
た
場
所
や
、
真
っ
黒

く
凍
っ
て
い
そ
う
な
急
カ
ー
ブ
の
道
も
恐

る
恐
る
上
へ
登
っ
て
行
く
。
白
や
黒
と
い
っ

た
対
照
的
な
路
面
を
、（
ま
）
さ
ん
は
口

を
開
い
た
ま
ま
助
手
席
に
無
言
で
座
っ
て

い
る
。

　

崖
下
の
方
を
見
る
と
足
元
か
ら
滑
る

気
が
す
る
の
で
、
な
る
べ
く
切
り
込
ん
だ

山
の
壁
に
寄
り
添
う
よ
う
に
内
回
り
で

走
っ
て
行
く
。

　

ド
キ
ド
キ
と
心
臓
の
鼓
動
が
高
鳴
る

こ
ろ
に
、
よ
う
や
く
川
島
集
落
の
公
民

館
の
大
き
な
屋
根
を
見
て
安
心
し
た
が

何
と
、
そ
こ
か
ら
が
も
っ
と
登
り
の
急
な

カ
ー
ブ
の
道
で
、
し
か
も
真
っ
白
の
雪
の

道
で
あ
っ
た
。

　

︱
川
島
観
音
堂
︱

　

立
春
の
朝
か
ら
雪
が
舞
っ
た
。

　

本
日
の
目
的
地
、
球
磨
村
の
川
島
集

落
に
お
住
ま
い
の
川
島
朝
男
さ
ん
か
ら
の

電
話
で
「
朝
の
７
時
か
ら
道
が
白
く
な
っ

た
ば
い
」
と
連
絡
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
行

く
だ
け
行
っ
て
み
よ
う
と
編
集
者
（
ま
）

さ
ん
と
球
磨
村
へ
向
か
っ
た
。
球
磨
村
役

場
の
下
か
ら
球
泉
洞
の
前
を
通
り
国
道

２
１
９
号
を
八
代
方
面
へ
。
水
を
減
ら

し
た
瀬
戸
石
ダ
ム
を
見
な
が
ら
通
り
過

ぎ
、
そ
こ
か
ら
数
キ
ロ
行
っ
て
右
折
。

　

楮か
じ

木き

集
落
の
虚
空
蔵
堂
の
下
を
通
っ
て

く
ま
が
わ
の
神
さ
ん
仏
さ
ん 

⓲

球
磨
村
お
堂
巡
り 

そ
の
⑦

宮原信晃

「川島観音堂」と川島朝男さん

球磨村・川島にある布ヶ滝。あたり一面は雪化粧であった（2月4日）

滝平の観音様の前で。川島さんと編集
者（ま）さん

の
川
島
朝
男
さ
ん
も
同
乗
し
て
頂
き
車

の
中
で
お
話
を
聞
く
と
、
こ
の
観
音
堂
の

真
上
の
川
島
小
学
校
に
は
一
時
期
、
児
童

が
50
名
も
い
て
賑
や
か
で
楽
し
か
っ
た
と

ば
い
、
と
笑
顔
で
話
さ
れ
た
。

　

川
島
観
音
堂
の
周
り
に
は
霜
柱
が
立
っ

て
い
た
。
も
う
何
十
年
振
り
の
霜
柱
だ
。

　
（
ま
）
さ
ん
も
喜
ん
で
土
の
中
か
ら
伸

び
て
い
る
氷
の
柱
を
触
っ
て
い
る
。

　

観
音
堂
の
仏
様
の
扉
を
開
き
、
線
香

ロ
ウ
ソ
ク
で
お
参
り
し
た
。
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て
捕
ら
え
ら
れ
処
罰
さ
れ
る
の
だ
。
だ
か

ら
仲
良
く
、
阿
弥
陀
、
観
音
様
が
並
ん

で
お
ら
れ
、
観
音
様
が
御
本
尊
と
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
帰
り
に
う
ち
に
寄
っ
て
茶
～
ど
ん
、

飲
ん
で
行
き
な
い
よ
」
と
川
島
朝
男
さ
ん

か
ら
お
声
が
か
か
り
、
朝
男
さ
ん
の
ご
自

宅
へ
行
っ
た
。
奥
様
よ
り
出
迎
え
て
頂
き
、

奥
の
部
屋
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
南

向
き
の
頑
丈
な
ガ
ラ
ス
窓
の
向
こ
う
に
山

の
風
景
を
楽
し
ん
だ
。

　

山
の
て
っ
ぺ
ん
を
雪
の
風
が
走
っ
て
い

る
。

　

江
戸
の
頃
も
、
同
じ
風
景
で
同
じ
雪

混
じ
り
の
風
が
吹
い
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。【

み
や
は
ら
・
の
ぶ
あ
き
／
Ｆ
Ｂ
お
地

蔵
さ
ん
調
査
隊
代
表
・
人
吉
お
お
く
ま

座
の
会
事
務
局
】

る
。し
か
し
で
あ
る
。

　

こ
の
川
島
集
落
の

真
下
の
集
落
は
楮

木
集
落
で
、
江
戸

時
代
は
相
良
藩
の

川
奉
行
が
居
ら
れ

た
場
所
。そ
こ
で
は
、

「
一
向
宗
禁
制
」
に

目
を
光
ら
せ
、
球

磨
川
の
船
の
行
き
来

を
取
り
締
ま
る
川
の

要
衝
な
の
で
あ
る
。

楮
木
の
上
に
あ
る
川

島
の
お
堂
が
阿
弥

陀
様
で
は
都
合
が

悪
い
の
だ
。
い
や
、

阿
弥
陀
様
が
御
本

尊
と
な
れ
ば
、
川

島
の
集
落
の
者
は
全

が
お
暮
ら
し
で
、
こ
の
川
島
だ
け
は
ご
本

尊
が
観
音
様
と
い
う
の
は
不
思
議
に
思
え

た
。

　

お
顔
を
較
べ
る
と
、
阿
弥
陀
様
が
笑

顔
に
見
え
て
「
本
尊
は
私
ば
い
」
と
お
声

も
聞
こ
え
そ
う
な
気
も
す
る
。
こ
の
川
島

集
落
の
各
家
の
菩
提
寺
は
神
瀬
の
神
照

寺
（
曹
洞
宗
）
で
あ
り
、
こ
の
お
堂
の
観

音
様
が
ご
本
尊
で
あ
る
こ
と
は
う
な
ず
け

た
と
お
堂
の
前
に
球
磨
村

教
育
委
員
会
の
説
明
書
き

が
あ
っ
た
。

　

他
の
お
堂
の
場
合

は
、
阿
弥
陀
様
と

観
音
様
が
並
ん
で
お

ら
れ
れ
ば
、
阿
弥
陀

様
が
御
本
尊
で
、
観

音
様
が
脇
侍
と
な
る

が
、
こ
こ
の
川
島
観

音
堂
は
観
音
様
が
御
本
尊
で
あ
る

ら
し
い
。『
仏
が
み
ち
び
く
ふ
る
里

め
ぐ
り
』
と
い
う
資
料
に
は
「
明
治

13
年
の
仏
堂
調
べ
で
も
、
字
開
畑

１
２
９
２
番
地
『
観
音
堂
』
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
球
磨
村
の
、
特
に

山
の
奥
の
奥
に
は
「
隠
れ
念
仏
（
一

向
宗
・
今
の
浄
土
真
宗
）」
の
方
々

　

仏
様
は
、
２
仏
。
右
が
阿
弥
陀
如
来

座
像
、
左
は
観
音
座
像
で
あ
る
。
明
暦

２
年
（
１
６
５
６
年
）
に
建
立
さ
れ
文

化
２
年
（
１
８
０
５
年
）
に
彩
色
さ
れ

取材中の私。川島集落で暮らし続ける川島さんの話に耳を傾ける

左から観音座像、阿弥陀如来座像

何十年振りかで霜柱に触る

川島観音堂の内部
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木
﨑
考
古
学
と
遺
跡 

④

　
　
　
　
　

田
川
内
一
号
古
墳

（
八
代
市
日
奈
久
）

（
木
崎
２
１
７
〜
８
頁
、

２
４
０
頁
、２
４
５
頁
、

２
４
７
頁
、２
４
８
頁
、３
４
５
〜
３
４
８
頁
、３
６
４
〜
５
頁
）

　

海
抜
４
メ
ー
ト
ル
附
近
に
あ
る
。

不
知
火
（
八
代
海
）
に
近
く
、
背
後

は
山
で
あ
る
。
縄
文
時
代
の
貝
塚
の

う
え
に
き
ず
か
れ
て
い
る
。
経
20
メ
ー

ト
ル
か
ら
30
メ
ー
ト
ル
、高
さ
５
メ
ー

ト
ル
の
円
墳
で
、
横
穴
式
の
石
室
で

あ
る
。
石
室
は
南
に
開
口
し
て
い
る
。

保
存
状
態
は
良
好
で
、
腕
に
貝
輪
が

は
ま
っ
た
人
骨
５
体
、ガ
ラ
ス
玉
、剣
、

鉄
斧
、
土
師
器
、
須
恵
器
片
が
出
土

し
て
い
る
。

　

装
飾
古
墳
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
以
前
は
、
古
墳
内
を
み
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
れ
で
、
今
回
、
夏

と
冬
、
２
回
行
っ
た
が
、
熊
本
地

震
の
影
響
の
た
め
、
残
念
な
が
ら

現
在
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
42
年
、
矢
野
寛
が
装
飾
古

墳
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
装

飾
古
墳
の
発
見
例
と
し
て
は
県
内

で
は
２
番
目
で
あ
っ
た
。
矢
野
は
、

天
草
の
古
墳
を
調
査
中
に
「
日
奈

久
町
に
蛇
目
の
紋
あ
る
古
墳
あ
り

と
の
こ
と
を
耳
に
な
し
、
帰
途
之

を
調
査
し
て
宮
内
省
に
報
告
せ
る
」

と
の
こ
と
。
天
草
の
誰
が
矢
野
に

装
飾
古
墳
（
田
川
内
一
号
古
墳
）

の
存
在
を
教
え
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
漁
民
だ
ろ
う
か
。
天
草
と
八

代
の
距
離
的
近
接
性
を
感
じ
る
。

木﨑康弘著『肥後と球
磨 その原史世界に魅せら
れし人々』

記
の
よ
う
に
肥
後
考
古
学
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
逸
材
で
あ
る
が

履
歴
は
残
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
矢
野
は
熊
本
県
教
育
会
史
跡

調
査
部
「
県
属
」
の
肩
書
き
で
調
査
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
注
目

し
、
木
崎
は
矢
野
を
「
行
政
マ
ン
」
と
す
る
（
３
６
５
頁
）。
肥

後
考
古
学
の
成
立
史
を
考
え
る
と
き
矢
野
の
よ
う
な
「
行
政
マ
ン
」

の
存
在
を
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
、
随
時
、
指
摘
し
て
き
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

（
春
秋
）

距
離
的
近
接
性
は
文
化
的
近
似
性
と
む
す
び
つ
き
、

　
「
天
草
郡
阿
村
（
上
天
草
市
松
島
町
阿
村
）
の
古
墳
と
日
奈
久

及
大
鼠
蔵
の
古
墳
と
其
構
造
に
於
て
酷
似
せ
る
の
み
な
ら
ず
石
棺

に
彫
刻
せ
る
文
様
が
其
の
形
状
其
技
巧
に
於
て
略
略
同
一
型
た
る

の
一
事
に
し
て
其
間
一
種
密
接
の
関
係
を
有
し
系
統
に
於
て
不
可

離
の
点
あ
る
は
殆
ど
疑
な
き
が
如
き
」

　

と
い
え
る
ほ
ど
に
文
化
的
に
接
近
し
て
い
た
。
木
崎
３
４
８
頁

は
、
上
天
草
市
と
八
代
市
の
「
環
装
飾
古
墳
」
と
い
う
現
在
注

目
さ
れ
て
い
る
論
点
を
、
矢
野

は
先
取
り
的
に
問
題
意
識
化
し

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。木
崎
は「
高

島
遺
跡
」
に
言
及
し
て
い
な
い

が
、
同
遺
跡
も
そ
れ
に
含
め
て

い
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
木
崎
３
６
６
頁
に
よ

る
と
、
発
見
者
・
矢
野
寛
の
誕

生
年
月
日
、
経
歴
、
そ
の
人
と

な
り
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

は
、
確
認
で
き
て
い
な
い
。
上

〈大鼠蔵島遺跡・小鼠蔵島遺跡〉
　江戸時代の干拓事業によって、現在は、陸
づづきになっているが、それ以前は不知火海（八
代海）に浮かぶ島であった。その島に古墳が
存在すること自体注目に値するが、これについ
ては、あとで再度、検討することにする。つる
詳子「陸になった島①」本誌 10 号 59 頁、
同 11 号 73 頁参照

球磨川河口にある大鼠蔵島（左）と小鼠蔵島（右）

〈永迫古墳〉
　日奈久地域に有力な豪族がいたことは確実
である。遺跡数も少なくない。とりわけ「永迫
古墳」は「刻法何れも田川内石室よりも遥か
に優れたる」（濱田耕作の評価）とされていて
注目にあたいする。残念ながら、同古墳は、
氏神附近の橋材に使用されたり井戸の側石に
利用されたりして、現在は、その存在を確認で
きない。（木崎 240 頁参照）



27  くまがわ春秋　Vol.23　2018.2.15 26くまがわ春秋　Vol.23　2018.2.15

が
発
見
さ
れ
た
と
し
よ
う
。
そ
の
時
に
は
、

例
外
な
く
試
し
掘
り
を
す
る
。
そ
れ
は
、

遺
跡
を
地
表
か
ら
観
察
し
、
土
器
や
石
器

な
ど
の
遺
物
を
収
集
し
て
も
、
ど
の
深
さ
に

埋
蔵
文
化
財
が
埋
ま
っ
て
い
る
の
か
、埋
ま
っ

た
層
が
何
枚
あ
る
の
か
な
ど
が
分
か
ら
な
い

か
ら
だ
。
ま
た
、
家
や
墓
、
柱
の
跡
な
ど

の
遺
構
の
こ
と
も
分
か
ら
な
い
。
そ
の
範
囲

が
ど
の
く
ら
い
の
広
さ
な
の
か
さ
え
分
か
ら

な
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
も
っ
と
深
い

層
に
埋
蔵
文
化
財
が
埋
ま
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
要
す
る
に
、
上
辺
だ
け
で
は
、
遺

跡
の
本
当
の
姿
が
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
行
う
の
が
、
本
発
掘
の
前
に
行
う

 （17）
球磨川筋の弥生時代⑰

八洲開発株式会社　木﨑文化財研究室長　木﨑康弘

くまがわすじの考古地誌

前
号
の
「『
免
田
式
』
を
使
お
う
②　

夏

女
遺
跡
と
の
出
会
い
」（
木
﨑
二
〇
一
七
）

の
中
で
、「
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」

の
こ
と
に
つ
い
て
、
簡
単
に
触
れ
た
。
制
度

的
に
は
、
そ
の
包
蔵
地
が
『
熊
本
県
遺
跡

台
帳
』
や
市
町
村
が
備
え
て
い
る
『
遺
跡

地
図
』
な
ど
に
登
載
さ
れ
る
こ
と
で
、
正
式

の
遺
跡
と
み
な
さ
れ
る
、
と
し
た
。
そ
う
は

い
っ
て
も
、
そ
れ
ら
に
す
べ
て
の
場
所
が
登

録
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、
工
事
な
ど
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
る
と
、

遺
跡
が
あ
る
か
ど
う
か
、
必
ず
現
地
を
歩

い
て
い
る
わ
け
だ
。
現
地
踏
査
だ
。

こ
の
現
地
踏
査
に
よ
っ
て
、
新
し
い
遺
跡

（NO.178）

「
免
田
式
」を
使
お
う
！
③

　
話
題
騒
然
、夏
女
遺
跡
の
発
掘
①

の
で
、
行
う
の
は
確
認
調
査
だ
。

遺
跡
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
土
地
で

あ
っ
た
と
の
情
報
は
、
当
然
、
文
化
課
か

ら
農
政
部
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ

れ
に
は
、
事
前
の
試
し
掘
り
（
確
認
調
査
）

が
必
要
な
こ
と
も
添
え
て
あ
っ
た
。
斯
く
し

て
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
度
の
あ

る
日
、
夏
女
遺
跡
に
考
古
学
者
の
メ
ス
が

入
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

確
認
調
査
の
担
当
者
は
、
文
化
財
保
護

主
事
の
中
原
幸
博
。
中
原
は
、
予
定
路
線

の
中
に
合
計
二
〇
本
の
試
掘
坑
（
ト
レ
ン

チ
）
を
設
け
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を

掘
削
。
す
る
と
、
竪
穴
式
住
居
跡
が
た
く

さ
ん
顔
を
出
し
て
き
た
。
濃
密
な
分
布
を

予
想
で
き
る
様
子
に
関
係
者
は
色
め
き
立
っ

た
。
ま
た
、
遺
物
の
量
も
相
当
な
も
の
だ
っ

た
よ
う
で
、
約
三
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
長
さ

に
亘
っ
て
見
つ
か
っ
た
遺
構
や
遺
物
に
、
私

た
ち
は
、
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
し
、
長
期

事
前
の
試
し
掘
り
で
あ
る
。

こ
の
試
し
掘
り
の
調
査
の

こ
と
を
、
試
掘
・
確
認
調

査
と
呼
ぶ
。
試
掘
調
査
と

は
、
遺
物
な
ど
が
見
当
た

ら
ず
、
拾
え
な
く
て
、
遺

跡
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い

が
、
可
能
性
が
あ
る
と
判

断
し
た
土
地
で
行
う
事
前

の
調
査
。
一
方
の
確
認
調
査

と
は
、
す
で
に
周
知
の
埋
蔵

文
化
財
包
蔵
地
と
し
て
登

録
し
て
あ
る
土
地
で
あ
る
と

か
、
遺
跡
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
と
判
断
で
き
た
土

地
で
あ
る
と
か
の
場
合
に
、

そ
の
土
地
で
行
う
事
前
の

調
査
だ
。
夏
女
遺
跡
の
場

合
は
、
遺
跡
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
土
地
で
あ
っ
た

写真①空から見た高原台地と夏女遺跡（赤アミ部分）
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そ
し
て
、
こ
う
し
て
現
れ
た
地
山
と
遺

構
の
境
に
、
移
植
ゴ
テ
や
竹
ベ
ラ
で
以
て
線

を
引
い
て
い
く
と
、
次
々
と
遺
構
の
輪
郭
が

露
わ
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。
広
く
、

大
き
め
の
部
分
は
竪
穴
式
住
居
跡
で
、
細

長
い
部
分
は
溝
跡
で
小
さ
め
の
部
分
は
土
坑

（
素
掘
り
の
穴
や
墓
な
ど
）、
ま
ん
丸
で

小
さ
め
の
部
分
は
ピ
ッ
ト
（
柱
穴
な
ど
の
小

穴
）
な
ど
な
ど
。
剥
ぎ
取
ら
れ
た
地
面
に

は
、
様
々
な
遺
構
が
次
々
と
顔
を
出
し
て

き
た
の
だ
っ
た
（
図
）。

そ
こ
で
、
次
回
は
、
見
つ
か
っ
た
竪
穴
式

住
居
跡
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
を
紹
介

し
た
い
。　　
　
　
　
　
　
　

      

（
つ
づ
く
）

【
引
用
参
考
文
献
】

木
﨑
康
弘　

二
〇
一
七　
「
く
ま
が
わ
す
じ

の
考
古
地
誌
一
六  

「
免
田
式
」
を
使
お
う
②

　

夏
女
遺
跡
と
の
出
会
い
」『
く
ま
が
わ
春

秋
』
第
二
三
号　

人
吉
中
央
出
版
社

園
村
辰
実
編　

一
九
九
三　
『
夏
女
遺
跡
』

熊
本
県
教
育
委
員
会

図　遺構確認のイメージ

写真②ジョレンを使った作業

た
の
だ
っ
た
。
発
掘
を
担
当
し
た
の
は
、
文

化
財
保
護
主
事
の
園
村
辰
実
。

園
村
は
、
表
土
の
剥
ぎ
取
り
と
発
掘
面

の
清
掃
・
観
察
か
ら
発
掘
を
始
め
た
。
そ

こ
で
行
う
の
は
、
竪
穴
式
住
居
跡
な
ど
の

遺
構
を
見
つ
け
る
こ
と
だ
っ
た
。
黄
色
っ
ぽ

い
土
を
地
山
に
見
立
て
て
、
黒
い
土
の
範
囲

を
辿
っ
て
い
く
の
だ
。
た
だ
し
、
そ
の
境
を

見
つ
け
る
た
め
に
も
、
作
業
を
お
願
い
し
た

地
元
の
方
々
の
仕
事
が
一
番
大
切
だ
っ
た
。

皆
さ
ん
は
、
ジ
ョ
レ
ン
と
い
う
道
具
を
使
っ

て
、
土
を
残
さ
な
い
よ
う
に
、
丁
寧
に
地

面
を
か
き
削
っ
て
い
っ
た
。
ジ
ョ
レ
ン
と
は
、

土
砂
を
か
き
寄
せ
る
時
に
使
う
道
具
で
、

長
い
柄
の
先
に
、
竹
で
箕
の
よ
う
に
編
ん
だ

も
の
や
、
歯
を
付
け
た
鉄
板
が
装
着
さ
れ
て

い
る
。
発
掘
で
使
う
場
合
に
は
、
鉄
製
の
も

の
が
使
わ
れ
る
（
写
真
②
）。
そ
の
作
業
を

何
回
も
何
回
も
繰
り
返
し
て
い
け
ば
、
次

第
に
遺
構
の
形
が
現
れ
て
く
る
の
だ
。

う
し
た
こ
と
か
ら
、
長
さ
約
三
六
〇
メ
ー

ト
ル
の
範
囲
は
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
一
つ
は
、
台
地
の
西
側
よ
り
一

区
か
ら
一
八
区
ま
で
の
約
一
八
〇
メ
ー
ト
ル

で
、
も
う
一
つ
は
、
一
九
区
か
ら
三
六
区
ま

で
の
約
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
。
そ
し
て
平
成
元

年
度
は
一
区
～
一
八
区
を
、
平
成
二
年
度
は

残
り
を
発
掘
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
の

だ
っ
た
。

た
だ
し
、
そ
の
時
の
私
の
脳
裏
に
は
、
こ

れ
ほ
ど
ま
で
の
成
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う

に
な
ろ
う
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ぶ
こ
と
は

な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
訪
れ
よ
う
と
す
る
こ

と
は
、
謂
わ
ば
、
想
定
外
の
成
果
だ
っ
た
の

だ
。
楽
し
み
な
話
し
だ
が
、
そ
れ
ら
の
成

果
は
ち
ょ
っ
と
置
い
て
お
い
て
、
ま
ず
は
調

査
の
開
始
か
ら
始
め
た
い
。

一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
九
月
、
い
よ

い
よ
夏
女
遺
跡
に
、
考
古
学
者
に
よ
る
、

本
格
的
な
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

間
で
、
経
費
も
か
さ
む
、
大
変
な
発
掘
に

な
り
そ
う
な
予
感
も
し
た
。
た
だ
し
、
そ

こ
は
考
古
学
者
た
ち
で
あ
る
。
そ
れ
以
上

に
そ
の
成
果
に
期
待
を
寄
せ
た
の
だ
っ
た
。

特
に
私
に
と
っ
て
は
、
木
上
小
学
校
五
年
生

の
時
に
親
し
み
始
め
た
夏
女
遺
跡
だ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
想
い
は
一
入
だ
っ
た
。

発
掘
は
、
道
路
の
敷
設
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
幅
七
～
八
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
三
六
〇

メ
ー
ト
ル
と
い
う
、
細
長
い
範
囲
で
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
面
積
は
、
二
八
五
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
と
、
い
さ
さ
か
狭
い
。
普
通
の

ス
ピ
ー
ド
で
い
け
ば
、
半
年
も
か
か
ら
な
い

広
さ
な
の
だ
。と
こ
ろ
が
、夏
女
遺
跡
は
違
っ

た
。
確
認
調
査
の
結
果
か
ら
予
想
し
た
の

は
、
夥
し
い
数
の
竪
穴
式
住
居
跡
が
幾
重

に
も
重
な
り
、
そ
こ
に
膨
大
な
数
の
土
器

や
石
器
が
埋
ま
っ
て
い
る
様
。
し
か
も
、
調

査
区
の
狭
さ
と
長
さ
で
は
、
作
業
効
率
も
、

通
常
の
ペ
ー
ス
で
は
い
か
な
い
は
ず
だ
。
こ
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斜
面
と
な
っ
て
い
る
。
集
落
へ
入
る
に
は

水
無
川
を
渡
る
唯
一
の
橋
を
渡
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
五
十
年
ほ
ど
前
に

木
橋
が
流
さ
れ
て
架
け
替
え
ら
れ

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
で
、
骨
材
が

荒
々
し
く
む
き
出
し
と
な
る
、
洗

練
さ
を
欠
い
た
仕
上
が
り
の
素
朴

な
橋
で
あ
る
が
、
二
連
ア
ー
チ
に

く
り
抜
か
れ
た
丸
み
を
帯
び
た
一
本

の
橋
脚
は
、
な
か
な
か
に
美
し
い

風
景
を
な
す
。

　

こ
の
橋
か
ら
民
家
一
軒
分
上
流
に

は
、
洗
い
場
が
川
に
突
き
出
て
い

る
。
洗
濯
場
で
、
今
で
も
野
菜
を

洗
う
際
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
七
月
の
川
祭
り
で
は
、
サ
サ

を
こ
こ
に
立
て
る
。
こ
の
洗
い
場
か

ら
細
い
坂
道
を
登
っ
て
い
け
ば
、
川

原
地
蔵
堂
で
あ
る
。
境
内
は
斜
面

を
造
成
し
た
広
場
で
、
こ
の
広
場
か
ら

山
道
に
入
れ
ば
、
さ
ら
に
山
の
神
様
と
荒

神
様
の
石
祠
へ
と
続
く
。
山
の
神
祭
り
は

十
二
月
で
あ
る
。
こ
の
石
祠
へ
の
山
道
か

ら
見
下
ろ
す
茅
葺
屋
根
も
い
い
（
写
真

②
）。
兎
に
も
角
に
も
、
水
神
様
か
ら
地

蔵
菩
薩
、
山
の
神
様
へ
と
一
本
の
道
が
つ

な
い
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

坂
道
を
上
っ
て
い
く
と
、
そ
の
正
面
に

お
堂
の
入
口
、
向ご

拝は
い

（
参
拝
の
た
め
の
正

面
の
庇ひ

さ
し

）
が
見
え
て
く
る
。
茅
葺
き
の
寄

棟
造
の
屋
根
の
下
、
向
拝
だ
け
が
瓦
葺

き
で
あ
る
。
坂
道
か
ら
見
れ
ば
、
お
堂

は
や
や
斜
め
を
向
い
て
い
る
。
縁
側
は
こ

の
坂
道
へ
向
く
二
面
の
壁
に
の
み
つ
い
て

い
る
。
お
そ
ら
く
境
内
の
一
辺
に
平
行
に

配
置
さ
れ
、
背
後
に
山
の
斜
面
を
控
え
、

正
面
に
広
場
を
形
成
し
、
南
西
を
向
く

よ
う
に
お
堂
は
建
て
ら
れ
た
の
だ
が
、
参

す
る
水
無
川
に
抱
か
れ
た
Ｕ
字
型
の
地

形
で
、
小
高
い
山
か
ら
川
へ
と
緩
や
か
な

写真② 山の神の石祠へ向かう山道から見下ろす

建
築
み
て
あ
る
記
⑱

川
原
地
蔵
堂
を
あ
る
く　 

森
山　

学

龍
峯
山
と
八
峰
山
と
の
間
の
山
間
地
・

旧
猫
谷
村
や
、
妙
見
中
宮
前
、
八
代
平

野
の
旧
日
置
村
を
経
て
、
干
拓
地
か
ら

八
代
海
へ
流
れ
出
る
。そ
の
た
め
猫
谷
川
、

中
宮
川
、
日

置
川
と
も
よ

ば
れ
る
。

　

こ
の
水
無
川

を
妙
見
中
宮

か
ら
上
流
へ
む

か
う
と
東
町

が
あ
る
。
こ
こ

は
か
つ
て
の
猫

谷
村
。
妙
見

　

今
回
は
球
磨
川
流
域
を
は
な
れ
、
隣

接
す
る
水
無
川
流
域
の
建
物
を
紹
介
し

た
い
。
水
無
川
は
、
球
磨
川
の
北
を
球

磨
川
と
並
行
し
て
流
れ
る
二
級
河
川
で
、

信
仰
を
伝
え
た
と
さ
れ
る
百
済
国
の
皇

子
、
琳り

ん

聖し
ょ
う

太た
い

子し

、
ま
た
は
そ
の
子
孫
が

妙
見
上
宮
の
地
に
遷
座
す
る
際
、
こ
の
地

か
ら
登
っ
た
と
さ
れ
、
ま
た
太
子
の
愛
猫

が
こ
の
地
で
亡
く
な
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
旧
猫
谷
村
に
小
村
、
旧
川
原
村

が
あ
る
。
今
回
訪
ね
て
み
た
い
建
物
は
、

こ
の
集
落
に
建
つ
川
原
地
蔵
堂（
写
真
①
）

で
あ
る
。
社
堂
と
し
て
は
八
代
市
内
唯

一
の
茅
葺
き
で
あ
る
。
勢せ

い
べ
ん辨
法ほ

う
い
ん院
が
建

立
し
た
宝
珠
庵
に
は
じ
ま
り
、
延
宝
年
間

（
一
六
七
三
～
一
六
八
〇
）
の
改
築
以
来
、

六
度
、
再
建
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
建
物

は
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
の
建
築
で

あ
る
。
本
尊
の
木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像
と

と
も
に
八
代
市
指
定
有
形
文
化
財
で
あ

る
。

　

さ
て
川
原
の
集
落
は
、
大
き
く
蛇
行

写真① 川原地蔵堂
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松
井
家
の
三
ツ
笹
紋
が
彫
ら
れ
て
い
る

（
写
真
④
）。
実
は
松
井
家
は
こ
の
お
堂

の
裏
の
湧
水
に
よ
っ
て
難
産
を
救
わ
れ
た

と
い
う
逸
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
お

堂
は
、
そ
う
い
っ
た
点
で
松
井
家
に
ゆ
か

り
あ
る
お
堂
で
も
あ
る
。
お
堂
の
裏
と
境

内
横
の
堂
守
宅
跡
に
は
、
川
石
に
文
字

を
刻
ん
だ
素
朴
な
湧
水
の
石
碑
が
立
て

ら
れ
て
い
る
（
写
真
⑤
）。
ち
な
み
に
こ

の
湧
水
は
い
ぼ
に
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。

　

正
面
の
建
具
は
、
本

来
は
対
の
折
戸
で
あ
っ
た

が
、
い
ま
は
四
枚
立
て
の

格
子
戸
の
引
き
分
け
戸

に
な
っ
て
い
る
。
さ
て
中

も
拝
見
し
よ
う
（
写
真

⑥
）。

　

外
陣
は
六
畳
の
畳
敷

き
で
、
天
井
は
格ご

う

天
井

写真⑥ 外陣から内陣を見る

写真⑤ 堂守宅跡の石碑

拝
者
が
地
蔵
堂
へ
の
期
待
を
高
め
な
が
ら

近
づ
い
て
い
く
の
に
、
ふ
さ
わ
し
い
風
景

を
つ
く
っ
て
い
る
（
写
真
③
）。

　

建
物
は
長
さ
に
し
て
、
正
面
が
二
間
、

奥
行
き
が
三
間
で
あ
る
。
柱
は
角
柱
で
、

柱
の
上
に
大
斗
（
四
角
い
斗
の
形
の
部

材
）、
そ
の
上
に
肘
木
（
両
肘
を
左
右
に

広
げ
て
い
る
よ
う
な
部
材
）
を
の
せ
て
い

る
。
柱
同
士
は
、
床
の
高
さ
で
切

目
長
押
、
建
具
の
上
の
高
さ
に
内

法
長
押
、
大
斗
の
下
に
頭

か
し
ら

貫ぬ
き

と
台

座
で
緊
結
さ
れ
て
い
る
。
内
法
長

押
よ
り
下
が
板
壁
と
木
製
建
具
、

内
法
長
押
よ
り
上
は
漆
喰
塗
り
の

小
壁
で
あ
る
。

　

向
拝
は
二
本
の
柱
の
上
に
出
三

斗
と
よ
ば
れ
る
組
物
が
の
る
。
そ

の
巻
斗
（
肘
木
の
上
の
小
さ
な
斗

の
形
の
部
材
）
は
、
皿
斗
つ
き
の

巻
斗
（
上
下
に
二
段
重
ね
に
し
た

よ
う
な
巻
斗
）
で
あ
る
。
組
物
の

上
の
手た

ば
さ
み挟
は
雲
の
彫
物
で
あ
る
。

建
物
の
身も

や舎
と
向
拝
の
柱
を
つ
な

ぐ
の
は
、海
老
の
よ
う
に
背
を
丸
め
た
梁
、

海
老
虹こ

う

梁り
ょ
うで
あ
る
。
二
本
の
柱
を
つ
な
ぐ

虹
梁
は
木
鼻
を
含
め
て
唐
草
の
彫
物
で
あ

る
。

　

虹
梁
の
上
の
蟇

か
え
る

股ま
た

（
カ
エ
ル
が
足
を
広

げ
た
よ
う
な
部
材
）
に
は
八
代
城
主
・ 写真④ 向拝の蟇股

写真③ 境内への坂道から見る
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で
あ
る
。
碁
盤
の
目
の
よ
う

に
仕
切
ら
れ
た
天
井
の
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
格
間
に
は
、
草

花
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

内
陣
は
一
段
高
い
上
段

で
、
四
枚
の
引
違
い
戸
が
立

て
ら
れ
、
三
ツ
笹
紋
の
懸
け

幕
が
か
か
る
。
そ
の
奥
に
さ

ら
に
一
段
高
く
仏
壇
が
置
か

れ
る
。
仏
壇
の
前
柱
は
丸
柱

で
あ
る
。
正
面
は
格
子
戸

で
仕
切
ら
れ
る
。
そ
の
中
に

木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像
を
安

置
す
る
厨
子
が
置
か
れ
て
い

る
。

　

お
堂
に
奉
仕
す
る
の
は
、

十
軒
に
も
満
た
な
い
集
落
の

住
民
た
ち
。
交
替
で
奉
仕

す
る
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

写真⑦ 夜の川原地蔵堂

日
が
暮
れ
る
こ
ろ
に
は
お
堂
に
明
か
り
を

灯
す
。
こ
れ
が
ぼ
ん
や
り
と
灯
る
集
落
の

行
燈
の
よ
う
で
あ
り
（
写
真
⑦
）、
ま
る

で
集
落
を
見
守
る
地
蔵
菩
薩
の
温
か
い

お
気
持
ち
の
よ
う
で
あ
る
。

　

か
つ
て
川
原
の
子
ど
も
た
ち
は
、
水
無

川
対
岸
の
小
学
校
か
ら
飛
石
を
渡
っ
て
帰

宅
し
、
こ
の
お
堂
の
広
場
に
集
合
し
、
放

課
後
を
遊
ん
だ
よ
う
だ
。
正
月
準
備
は

い
ま
で
も
こ
の
広
場
で
行
わ
れ
て
お
り
、

お
堂
の
床
下
に
わ
ら
打
ち
が
収
納
さ
れ
て

い
る
。

　

素
朴
な
信
仰
や
集
落
の
暮
ら
し
と
と

も
に
あ
る
地
蔵
堂
、
建
築
と
は
こ
う
あ
り

た
い
も
の
で
あ
る
。

【
も
り
や
ま
・
ま
な
ぶ
／
高
専
教
員
、
一

級
建
築
士
、
八
代
市
】

絵と文／坂本福治

その ㉒

　

昭
和
三
十
年
代
の
新
聞
配
達
員
の
休
日
は
、
五
月
五
日
の

こ
ど
も
の
日
と
、
正
月
二
日
だ
け
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。

　

あ
る
年
の
五
月
五
日
、
何
の
当
て
も
な
く
上
野
公
園
に
向

か
っ
て
い
た
ら
、
池
の
岸
に
楽
屋
が
あ
っ
て
、
音
楽
会
が
開
か

れ
て
い
た
。
楽
し
い
曲
が
多
く
、
終
わ
る
ま
で
そ
こ
で
過
ご
し

た
。
終
わ
り
に
「
来
年
も
是
非
来
て
下
さ
い
」
と
言
う
の
で
、

又
来
る
こ
と
に
決
め
た
。
そ
し
て
一
年
後
に
行
っ
て
み
る
と
、

何
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
や
む
な
く
無
目
的
歩
行
。
次
に

目
に
止
ま
っ
た
の
が
屋
外
劇
場
。
十
人
た
ら
ず
の
女
性
合
唱

団
に
よ
る
演
奏
だ
っ
た
。

　
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
ば
か
り
。
い
い
気
分
で
聴
い
た
。
中
年
の

男
性
指
揮
者
が
終
わ
り
に
手
帳
を
見
な
が
ら
行
っ
た
。「
皆
さ

ん
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
来
年
の
四
月
二
十
一
日
を
あ
け

て
お
い
て
下
さ
い
…
」。
私
は
中
古
の
カ
メ
ラ
を
買
っ
た
ば
か

り
で
、
演
奏
を
何
枚
か
写
し
た
。
そ
れ
を
送
っ
た
ら
、
礼
状

が
来
た
。
皆
川
達
夫
と
あ
る
。
私
は
全
く
知
ら
な
い
人
。

　

何
と
今
、「
音
楽
の
泉
」
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
で
案
内
し
て
い

る
大
音
楽
家
で
あ
っ
た
。
去
る
十
二
月
二
十
四
日
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
協
奏
曲
を
紹
介
さ
れ
た
。
口
調
が
変
わ
ら
ず
。
今
年

九
十
歳
。　
　
　
　

  【
さ
か
も
と・ふ
く
じ
／
画
家
、
人
吉
市
】

皆
川
達
夫
と
の
出
会
い
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が
、
同
ダ
ム
は
そ
も
そ
も
旧
坂
本
村
で

は
な
く
、芦
北
町
（
左
岸
）と
球
磨
村
（
右

岸
）
に
あ
っ
て
、
瀬
戸
石
部
落
と
は
直
接

的
に
は
関
係
が
な
い
。
同
ダ
ム
に
い
ち
ば

ん
近
い
集
落
は
芦
北
町
高
田
辺
部
落
で

あ
る
。
ど
う
い
う
理
由
で
「
瀬
戸
石
」
の

地
名
を
ダ
ム
名
に
し
た
の
か
確
定
的
な
こ

と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
名
前
の
た
め
に

同
ダ
ム
は
旧
坂
本
村
に
あ
る
と
誤
解
し
て

い
る
人
が
想
像
以
上
に
多
い
。「
荒
瀬
ダ

ム
は
荒
瀬
部
落
に
あ
る
か
ら
そ
の
名
前
が

つ
い
た
」
と
い
う
言
い
方
は
分
か
り
や
す

い
よ
う
で
、
必
ず
し
も
、
そ
う
で
は
な
い

の
だ
。

　
「
荒
瀬
」
と
い
う
地
名
は
江
戸
時
代
中

期
に
登
場
す
る
。
そ
れ
以
前
は「
栗
見（
く

る
み
）」と
い
わ
れ
て
い
た
。「
栗
見
」は「
荒

瀬
」
に
と
っ
て
変
わ
ら
れ
た
わ
け
で
な
く
、

い
ま
も
、
荒
瀬
部
落
の
一
部
は
「
く
る
」

荒
瀬
の
お
じ
ち
ゃ
ん

上
村
雄
一

新
聞
を
み
る
と
荒
瀬
ダ
ム
を
「
葉
木
ダ

ム
」
と
書
い
て
い
る
記
事
が
あ
る
。「
葉

木
」
は
ダ
ム
右
岸
側
の
地
名
（
大
字
）
で
、

確
か
に
、「
葉
木
ダ
ム
」（
小
字
名
な
ら「
佐

瀬
野
ダ
ム
」）
に
な
っ
て
も
不
思
議
で
な

い
。
ダ
ム
は
河
川
横
断
物
で
あ
る
。
左

右
両
岸
の
地
名
が
ち
が
う
と
き
、
ど
ち

ら
か
の
地
名
を
ダ
ム
名
に
す
る
と
意
外
に

厄
介
で
あ
る
。
球
磨
川
に
は
左
右
両
岸

で
同
一
地
名
の
集
落
が
多
く
（
た
と
え
ば
、

箙
瀬
）、
そ
う
し
た
地
域
の
場
合
に
は
名

称
問
題
は
難
し
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

瀬
戸
石
ダ
ム
は
、
旧
坂
本
村
の
瀬
戸

石
と
い
う
部
落
名
に
由
来
す
る
名
称
だ

　

荒
瀬
ダ
ム
の
あ
る
地
域
を
荒
瀬
部
落

（
八
代
市
坂
本
町
荒
瀬
）
と
い
う
。
ダ

ム
の
左
岸
の
地
域
だ
。
ダ
ム
建
設
前
の

「荒瀬ダム」という産交バスのバス停があった。７
年前、産交バスは荒瀬部落を通過する路線の運行
を廃止した

す
る
。
自
然
流
下
で
な
く
人
為
的
放
流

の
た
め
水
害
を
も
た
ら
す
。
河
川
を
遮

断
し
鮎
な
ど
の
魚
を
と
れ
な
く
す
る
。

　

こ
い
う
わ
け
で
荒
瀬
ダ
ム
の
撤
去
を
求

め
る
人
が
荒
瀬
部
落
に
は
多
か
っ
た
。
多

い
と
い
う
よ
り
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
リ
ー

ダ
ー
的
な
人
も
い
た
。
い
ま
も
健
在
で
米

寿
を
む
か
え
ら
れ
て
い
る
。そ
の
お
じ
ち
ゃ

ん
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
。
そ
の
お
じ
ち
ゃ
ん
が
、
荒
瀬

ダ
ム
の
撤
去
工
事
が
終
了
し
そ
う
な
の

に
、
さ
ほ
ど
喜
ん
で
い
な
い
。
ダ
ム
が
な

く
な
っ
た
あ
と
に
、
鮎
を
釣
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
が
、
身
体
が
弱
っ
て
し
ま
い
、
鮎

漁
を
楽
し
め
な
い
と
感
じ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

【
う
え
む
ら
・
ゆ
う
い
ち
／
編
集
主
幹
】

る
「
あ
ら
し
」
が
訛
っ
た
と
す
る
説
が
あ

る
。ど
ち
ら
が
正
し
い
か
は
難
問
で
あ
る
。

　

荒
瀬
部
落
の
住
民
は
ダ
ム
反
対
を
主

張
し
て
い
た
。
振
動
被
害
、異
臭
、水
害
、

鮎
漁
の
不
振
な
ど
ダ
ム
被
害
の
集
中
地
の

ひ
と
つ
で
あ
っ
た
の
で
当
然
と
い
え
ば
当

然
で
あ
っ
た
。
雨
が
降
り
、川
が
増
水
し
、

ダ
ム
が
水
門
を
開
け
る
と
き
ダ
ム
は
振

動
す
る
。
体
感

で
き
る
だ
け
で

な
く
見
て
わ
か

る
。
振
動
は
地

面
を
伝
っ
て
家

屋
に
影
響
を
与

え
破
壊
す
る
。

ダ
ム
は
水
を
止

め
る
。
そ
の
た

め
ダ
ム
上
流
で

は
異
臭
が
発
生

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
文
献
に

は
、
荒
瀬
村
と
栗
見
村
の
両
者
が
登
場

す
る
時
期
が
あ
っ
た
。
栗
見
部
落
に
荒
瀬

部
落
が
追
加
さ
れ
て
い
き
、
両
者
を
合

わ
せ
て
、
荒
瀬
部
落
と
称
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
荒
瀬
」
は
、
瀬
が
荒
い
こ
と
に
由
来

す
る
と
い
う
説
と
、
焼
き
畑
を
意
味
す

現在の荒瀬ダム。もはや「ダム」でなくなっている
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本
誌
前
号
で
、
鶴
上
寛
治
『
漢
和
字

典
は
面
白
い
』
は
「
粔
籹
」（「
お
こ
し
」）

を
取
り
上
げ
た
の
ち
、末
尾
で
「
お
こ
し
」

を
国
語
辞
典
で
調
べ
る
よ
う
に
示
唆
さ
れ

た
。
そ
こ
で
調
べ
た
。

　
（
１
）
広
辞
苑
第
７
版

①
［
起
し
・
熾
し
］　

お
こ
す
こ
と
。　

花
札
で
、
め
く
り
札
を
開
く
こ
と
。

②
［
粔
籹
・
興
し
］　

糯
米
で
栗
な
ど
を

蒸
し
た
後
、
乾
か
し
て
煎
っ
た
も
の

を
水
飴
と
砂
糖
と
で
固
め
た
菓
子
。

胡
麻
・
豆
・
ク
ル
ミ
・
落
花
生
・
海

苔
な
ど
を
加
え
る
。

③
［
御
越
し
］　

他
人
が
行
く
こ
と
、
来

る
こ
と
の
尊
敬
語
。

④
［
御
腰
］　

腰
巻
。
腰
を
か
け
る
こ
と

の
尊
敬
語
。

　
（
２
）
三
省
堂
国
語
辞
典
第
７
版

①
［
粔
籹
］　

煎
っ
た
粟
・
米
な
ど
を
、

水
あ
め
入
の
砂
糖
水
で
固
め
た
菓

子
。

②
［
お
越
し
］　

行
く
こ
と
・
来
る
こ
と

の
尊
敬
語
。

③
［
お
腰
］　

こ
し
ま
き

　
（
３
）
必
携
角
川
国
語
辞
典

①
「
お
越
し
」　
「
行
く
」「
来
る
」
こ
と

の
敬
っ
た
言
い
方
。「
お
い
で
」
よ
り

も
敬
意
が
高
い
。「
ま
た
の
お
越
し
を

お
ま
ち
し
ま
す
」

②
「
粔
籹
」　

も
ち
米
や
ア
ワ
を
蒸
し
、

い
っ
て
、
水
あ
め
と
砂
糖
で
固
め
た

お
菓
子
。

　
（
４
）
現
代
新
国
語
辞
典
第
３
版

①
「
粔
籹
」　

む
し
た
米
や
ア
ワ
な
ど
を
、

い
っ
て
、
水
あ
め
入
の
砂
糖
水
で
か

た
め
た
お
菓
子
。

②
「
お
越
し
」　
「
行
く
」「
来
る
」
こ
と

の
敬
言
。［
比
較
］「
お
い
で
」
よ
り

も
敬
意
が
高
い
。
さ
ら
に
改
ま
っ
た

言
い
方
は
「
お
運
び
」。

お
こ
し（
粔
籹
）

と
つ
な
が
り
、
そ
こ
に
物
語
性
の
存
在
を

知
る
。

　

言
海
は
「
お
こ
し
」
を
「
興
米
（
お

こ
し
こ
め
）」
の
略
語
と
し
、
語
源
に
近

い
立
場
を
と
る
。
大
辞
林
第
３
版
も
同

様
で
あ
る
。
広
辞
苑
第
７
版
が
、「
粔
籹
」

と
と
も
に
「
興
し
」
を
併
記
し
て
い
る
理

由
も
言
海
を
み
る
と
了
解
で
き
る
。「
粔

籹
」
の
「
籹
」
は
ど
う
か
。
平
安
中
期
に
、

「
於
古
之
古
女
（
オ
コ
シ
メ
）が
「
お
こ
し
」

を
つ
く
っ
て
い
た
と
の
こ
と
（
岡
田
哲
『
た

べ
も
の
起
源
事
典　

日
本
編
』（
ち
く
ま

学
芸
文
庫
））。「
籹
」
は
、
そ
れ
に
よ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
い
で
な
が
ら
中

国
古
代
の
農
書『
済
民
要
書
』に
あ
る「
油

炒
餅
」
が
「
お
こ
し
」
の
祖
型
で
、
日
本

に
は
唐
菓
子
の
還
餅
と
し
て
伝
え
ら
れ
た

（「
お
こ
し
」
に
な
っ
た
）
も
の
で
あ
る
（
前

掲
岡
田『
起
源
』）。　
　
　
　
　
（
春
秋
）

是
れ
は
そ
れ
に
か
は
り
て
、
米
を
炒
り
て

ふ
く
ら
ま
す
に
よ
り
て
、
お
こ
し
米
と
い

う
か
」（
嬉
遊
笑
覧
・一
〇
上
）
と
い
う
。

す
な
わ
り
米
を
炒
っ
て
膨
ら
ま
せ
る
こ
と

を
、
比
喩
的
に
米
を
起
こ
す
と
表
現
し

た
も
の
と
す
る
。
粔
籹
は
漢
語
。

　

な
ど
で
あ
っ
た
。

　

鶴
上
さ
ん
の
ご
指
摘
の
趣
旨
は
、「
ま

た
の
『
お
こ
し
』
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
」

で
使
用
さ
れ
る
場
合
の
「
お
こ
し
」
の
確

認
を
求
め
、
併
せ
て
「
オ
コ
シ
・
く
だ
さ

い
」
を
掛
け
合
わ
せ
る
一
種
の
駄
洒
落
の

理
解
す
る
能
力
を
問
う
も
の
で
あ
っ
た
ろ

う
と
推
測
す
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
「
語
源
辞
典
」
に

よ
る
と
、
①
「
お
こ
し
」
が
「
起
こ
し
」」

に
関
係
し
、
②
米
を
膨
ら
ま
せ
て
（
巨

き
く
し
て
）つ
く
ら
れ
て
い
た
こ
と
で「
粔
」

　
（
５
）
新
明
解
語
源
辞
典

　
「
粔
籹
」
…
…
の
よ
う
に
、古
く
は
「
お

こ
し
ご
め
」
と
い
っ
た
。
そ
の
下
略
さ
れ

た
形
が
「
お
こ
し
」。「
お
こ
し
」
の
用
例

が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
室
町
時
代
以
降
で

あ
る
。「
お
こ
し
ご
め
」
の
語
源
に
つ
い
て

は
、「
水
を
蒸
し
窖
（
あ
な
ぐ
ら
）
に
入

れ
麹
と
な
す
を
、
俗
に
寝
か
す
と
い
う
。

現代のおこしの原材料。国語辞典の説明は古い？
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『
在
る
村
の
近
世
史
』
に
次
の
話
が
あ
る
。

　
「
十
年
戦
争
（
西
南
戦
争
）」
の
と
き
に
川
（
川
辺
川
）
に
「
西

郷
魚
」
が
や
っ
て
き
た
話
だ
。「
ハ
バ
に
似
た
魚
」
と
勝
清
は
説

明
し
て
い
る
。
原
著
を
読
ん
だ
と
き
、
い
っ
た
い
何
だ
ろ
う
か
と

思
っ
た
が
、
ハ
バ
は
相
良
村
の
言
葉
で
な
い
よ
う
だ
。『
相
良
村
誌

資
料
編
一
注
40
』
は
「
ハ
ゼ
」
の
誤
植
だ
ろ
か
と
し
た
う
え
で
、

ハ
ゼ
は
昭
和
24
年
水
害
以
降
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
す
る
。
ハ
ゼ

だ
と
し
て
も
、「
ハ
バ
に
似
た
魚
」
で
あ
る
か
ら
、
ハ
ゼ
そ
の
も
の

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
西
郷
魚
」
は
ど
う
読
む
の

だ
ろ
う
。「
セ
イ
ゴ
・
イ
オ
」
か
「
セ
ゴ
・
ウ
オ
」、「
サ
イ
ゴ
・

イ
オ
」
か
。

　

勝
清
は
記
し
て
い
る
。

　

西
郷
魚
を
愛
す
る
老
人
が
い
た
。
清
一
爺
さ
ん
で
あ
る
。「
世

の
中
に
、
こ
れ
ほ
ど
う
ま
い
魚
は
あ
る
ま
い
」
と
い
っ
た
。
こ
の
魚

を
と
る
の
も
上
手
か
っ
た
。
こ
の
魚
が
い
た
の
で
、金
が
な
く
て
も
、

焼
酎
に
あ
り
つ
け
た
。
清
一
爺
さ
ん
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
こ
の

魚
を
宣
伝
し
た
。

　

爺
さ
ん
は
西
南
戦
争
の
役
に
、
賊
軍
に
徴
集
さ
れ
て
弾
丸
運
び

を
や
っ
た
。
酔
い
が
ま
わ
る
と
、
そ
の
と
き
の
様
子
を
、
身
振
り

手
振
り
を
交
え
て
、
唄
っ
た
。
い
つ
も
き
ま
っ
て
、

　
　
「
ド
ツ
イ
コ
来
た

　
　
　

ソ
ー
ラ
イ
豆

　
　

ド
ツ
イ
コ
来
た

　
　
　

ソ
ー
ラ
イ
豆
」

と
、
う
ま
く
唄
っ
た
。
ソ
ー
ラ
イ
豆
は
「
蓬
莱
豆
」
の
こ
と
。
官

軍
の
軍
夫
を
そ
う
よ
ん
だ
。
爺
さ
ん
は
薩
摩
軍
で
あ
っ
た
が
。
薩

摩
で
も
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

西
南
戦
争
の
影
響
は
、相
良
村
で
は
、こ
の
よ
う
に
「
西
郷
魚
」・

「
ソ
ー
ラ
イ
豆
」
と
し
て
残
っ
た
。
清
一
爺
さ
ん
は
、
部
落
と
部

落
の
間
の
つ
き
合
い
酒
の
席
で
唄
っ
た
。
部
落
間
の
宴
会
で
あ
る

西
郷
魚

小
山
勝
清
ノ
ー
ト 

①

た
。
明
治
以
降
、
そ
れ
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
い
ま
や
、
農
民

は
自
分
た
ち
自
身
の
生
活
様
式
を
も
っ
て
い
な
い
。
次
な
る
様
式

を
創
り
出
せ
ず
に
い
る
。

　

勝
清
は
上
記
の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
を
明
確

に
は
語
っ
て
は
い
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
春
秋
）

た
め
。
礼
儀
正
し
さ
、
い
か
の
多
く
の
酒
を
飲
め
る
か
、
い
か
に

上
手
に
踊
り
を
お
ど
れ
る
か
、
話
せ
る
か
、
唄
え
る
か
、
が
大
切

で
あ
っ
た
。
酒
席
用
の
器
に
重
要
で
あ
っ
た
。
領
主
の
圧
力
で
逼

迫
し
て
い
て
も
、
ど
の
部
落
も
こ
う
し
た
こ
と
に
力
を
入
れ
た
。

そ
れ
は
農
民
自
身
が
つ
く
り
あ
げ
た
ひ
と
つ
の
形
（
文
化
）
で
あ
っ

　

エ
ン
ブ
リ
ー
は
、
須
恵
村
の
村
落
構
造
を
共
同
体
的
に
把
握
し

た
の
に
対
し
て
、
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
『
菊
と
刀
』
は
日
本

社
会
を
階
層
序
列
的
・
秩
序
的
に
把
握
し
て
い
る
点
で
対
照
的

で
、
前
者
が
適
切
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。「
共

同
体
的
」
と
い
う
と
き
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
な
い
し
「
人
は
社
会

的
動
物
で
あ
る
」
と
い
う
と
き
の
「
社
会
」
を
指
し
、
マ
ル
ク
ス

主
義
の
い
う
「
共
同
体
」
の
意
味
で
は
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
意

味
で
の
「
共
同
体
」
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
「
共
同
体
」
は
意
味
が

ち
が
う
。
マ
ル
ク
ス
主
義
は
資
本
主
義
社
会
以
前
の
社
会
構
造
の

分
析
用
語
と
し
て
「
共
同
体
」
を
使
う
。（
平
岡
優
平
「
共
同
体
」

本
誌
16
号
76
頁
以
下
、
参
照
）

　
『
菊
と
刀
』
を
概
観
す
る
と
き
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
が
階
層
構
造
・

秩
序
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
、
そ
の
点
に
、
分
析
上
の

不
十
分
性
を
残
し
て
い
る
が
、
同
時
に
、
階
層
構
造
・
秩
序
論

を
ぬ
き
に
戦
前
日
本
の
社
会
を
把
握
で
き
な
い
こ
と
も
明
白
で
あ

る
。
エ
ン
ブ
リ
ー
も
そ
れ
を
自
覚
し
、
須
恵
村
の
社
会
構
造
を
６

須
恵
村
の
階
層
構
造

エ
ン
ブ
リ
ー
・
ノ
ー
ト 

②
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２
、
上
流
階
級

　

部
落
の
区
長
、
若
干
の
村
会
議
員
。
村
全
体
で
は
な
く
、
部

落
の
指
導
者
。
養
蚕
を
営
み
、
二
、三
人
の
作
男
を
雇
い
、
一
、二

頭
の
牛
や
馬
を
も
つ
。
全
員
、
土
地
所
有
者
で
あ
る
。
学
校
の

行
事
で
必
ず
し
も
上
座
を
与
え
ら
れ
な
い
が
、
つ
ね
に
歓
迎
さ
れ

る
。
そ
の
子
弟
を
上
級
の
学
校
に
進
学
さ
せ
て
い
る
者
も
い
る
。

３
、
上
層
中
流
階
級

　

店
屋
の
大
部
分
、

部
落
の
区
長
の
一
部
、

村
会
議
員
は
い
な
い
。

　

妻
は
養
蚕
を
営
み
、

商
売
を
し
て
い
る
。

小
地
主
で
あ
る
が
、
い

く
ら
か
を
小
作
し
て
い

る
。
作
男
が
必
要
な

と
き
に
は
一
人
雇
う
。

階
級
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る（『
須
恵
村
』１
４
９
頁
以
下
）。

１
、
最
上
級

　

村
長
、校
長
、旧
家
の
人
び
と
、地
主
、武
士
の
子
孫
（
１
人
で
、

か
つ
、
地
主
で
は
な
い
）。
村
会
議
員
の
大
多
数
。
村
全
体
の
指

導
者
。

　

養
蚕
を
営
み
、
三
人
ほ
ど
の
奉
公
人
を
雇
い
、
２
頭
以
上
の

馬
を
も
つ
。
学
校
の
行
事
に
は
上
席
に
座
り
、
家
を
訪
ね
る
と
正

客
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
る
。
そ
の
子
弟
は
通
例
、
村
か
ら
離
れ

て
上
級
の
学
校
に
進
学
し
て
い
る
。

　

★
以
上
は
須
恵
村
で
は
最
上
流
階
級
に
属
す
る
が
、
附
近
の
町

で
は
中
位
の
上
流
階
級
に
当
た
る
。

「武士の子孫」
　階級は経済と密接な関係
がある。武士の子孫は村の
行事では上席に座ることに
なっているが、日常生活は覚
井部落の中流階級の人たち
とほとんど変わらない。以前
には、裕福であったが、財産
を浪費したことによる。彼は、
息子をもたず、孫娘に養子を
むかえるが、その養子は最上
級からとは限らない。エンブ
リーはそれを「至極当然」と
する。ついでながらエンブリー
は、足軽は武士に含めていな
い。

６
、
最
下
流
社
会

　

部
落
の
ど
の
行
事
に
も
参
加
で
き
な
い
。
臨
時
労
働
で
出
稼
ぎ

し
、
子
ど
も
は
雇
い
人
に
な
っ
て
村
を
で
る
。
須
恵
村
の
生
ま
れ

で
は
な
く
、
須
恵
村
に
土
地
を
も
た
な
い
。

　
『
須
恵
村
』、『
須
恵
村
の
女
た
ち
』
を
読
む
と
き
、以
上
の
「
階

層
分
化
論
」
は
当
然
の
前
提
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
結
婚
に
つ
い

て
エ
ン
ブ
リ
ー
が
、「
結
婚
は
そ
の
社
会
階
級
の
な
か
で
組
み
合
わ

さ
れ
る
。
上
流
の
も
の
は
花
嫁
を
上
流
階
級
か
ら
、
中
流
の
も
の

は
中
流
の
家
庭
か
ら
迎
え
る
」
と
い
う
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。

（
春
秋
）

４
、
下
層
中
流
階
級

　

零
細
店
屋
、
豆
腐
屋
。

　

養
蚕
を
行
っ
て
い
る
（
山
間
部
の
部
落
を
除
く
）。
小
土
地
所

有
者
と
小
作
人
の
両
方
が
い
る
。
雇
い
人
は
い
な
い
。
子
ど
も
は

奉
公
人
に
な
っ
て
出
稼
ぎ
に
で
か
け
る
。

　

５
、
下
流
階
級

　

部
落
の
共
同
の
行
事
に
は
参
加
で
き
る
が
、
婦
人
の
講
の
よ
う

な
社
会
的
行
事
に
は
参
加
で
き
な
い
。

　

子
弟
は
、
と
き
に
、
雇
い
人
と
し
て
出
稼
ぎ
す
る
。
土
地
は
ほ

と
ん
ど
も
た
な
い
。

　

地
元
生
ま
れ
で
は
な
い
。

「敬語」
　小山勝清『在る村の近世
史』を読むと、下層階級は
上層階級に敬語を使ってい
る。旧坂本村でも同様であっ
た。

「働き者の娘」
　娘が働き者であるときに
は、自分の家より社会的に身
分の高い家の嫁に選ばれる
傾向が強まっている、とエンブ
リーはいう。農村社会におけ
る女子労働の重要性を指摘
する内容で、注目にあたいす
る。

『日本の村　須恵村』
ジョン・Ｆ・エンブリー

日本経済評論社（1978 年）

馬・牛は重要な財産で、エンブリーはその所有の有無
を階層序列を考えるときの基準にした
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カ
フ
カ
ー
ズ
。
日
本
人
に
慣
れ
た
発
音
で
い
え
ば
コ
ー
カ
サ
ス

地
方
。
そ
の
地
は
帝
政
ロ
シ
ア
が
半
ば
を
支
配
し
て
い
た
が
、
回

教
徒
の
タ
タ
ー
ル
人
も
そ
の
半
ば
を
実
質
的
に
支
配
し
て
い
た
。

こ
の
物
語
は
帝
国
ロ
シ
ア
と
タ
タ
ー
ル
人
と
の
戦
い
の
な
か
で
捕

虜
に
な
っ
た
兵
士
の
物
語
で
あ
る
。

　

兵
士
は
軍
隊
を
や
め
て
母
の
い
る
故
里
に
戻
る
途
中
で
捕
虜
に

な
っ
た
。
タ
タ
ー
ル
人
は
男
を
殺
さ
な
か
っ
た
。
奴
隷
に
も
し
な

か
っ
た
。
身
代
金
を
獲
る
た
め
に
捕
虜
に
し
た
。
男
を
殺
す
べ
き

だ
と
い
う
者
も
い
た
。
タ
タ
ー
ル
人
の
長
老
が
そ
う
で
あ
っ
た
。

彼
の
息
子
た
ち
は
ロ
シ
ア
軍
に
殺
さ
れ
て
い
た
。
７
人
の
息
子
を

失
い
、
捕
虜
に
な
っ
た
１
人
の
息
子
は
長
老
自
身
の
手
で
殺
し
た

の
で
あ
っ
た
。
男
が
捕
縛
さ
れ
て
い
る
と
き
、
兵
士
を
最
初
に
捕

ま
え
た
タ
タ
ー
ル
人
の
兄
弟
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
お
き

た
。
タ
タ
ー
ル
人
た
ち
は
３
日
に
わ
た
り
喪
に
服
し
た
。
帝
政
ロ

シ
ア
と
タ
タ
ー
ル
人
が
な
ぜ
戦
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
ト
ル
ス

ト
イ
は
そ
の
原
因
を
語
ら
な
い
。
そ
の
理
由
を
述
べ
な
く
て
も
、

戦
争
が
双
方
に
犠
牲
者
を
つ
く
り
だ
す
事
実
に
ち
が
い
は
な
い
。

「
戦
い
（
戦
争
）」
は
犠
牲
者
を
ど
う
し
て
も
生
み
出
す
の
だ
。

　

ト
ル
ス
ト
イ
は
タ
タ
ー
ル
人
を
蔑
視
せ
ず
、
戦
争
さ
え
な
け
れ

ば
、
彼
ら
が
よ
き
隣
人
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
と
幾
分
矛
盾
す
る
が
、

彼
ら
が
異
民
族
の
ノ
ガ
イ
人
た
ち
支
配
し
て
い
る
こ
と
も
併
せ
て

描
く
。
さ
ら
に
ロ
シ
ア
軍
の
な
か
に
味
方
を
助
け
ず
逃
げ
出
し
て

し
ま
う
兵
士
が
現
実
に
は
存
在
す
る
事
実
に
も
触
れ
て
い
る
。
個

人
的
に
は
タ
タ
ー
ル
人
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
描
い
た
場
面
が
特

カ
フ
カ
ー
ズ
の
捕
虜

北
御
門
二
郎
訳
で
ト
ル
ス
ト
イ
を
読
む 

②

喜
多
岡
　
洋

教
徒
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
作
品
に
は
回
教
徒
に
対
す
る
偏
見

は
一
切
な
い
。

　

昨
年
は
、
ロ
シ
ア
革
命
１
０
０
年
で
あ
っ
た
。
タ
タ
ー
ル
人
、

ノ
ガ
ル
人
が
そ
の
後
に
ど
の
よ
う
な
運
命
を
辿
っ
た
の
か
を
い
ま

調
べ
て
い
る
。
本
作
は
空
想
の
世
界
を
描
い
た
も
の
で
な
く
、
当

時
の
現
実
を
え
ぐ
り
と
っ
た
も
の
で
、
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

【
き
た
お
か
・
ひ
ろ
し
／
八
代
市
】

に
印
象
に
残
っ
た
。
純
真
な
子
ど
も
の
姿
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。

タ
タ
ー
ル
人
の
13
歳
の
娘
が
ロ
シ
ア
の
貨
幣
を
首
か
ざ
り
に
し
、

お
さ
げ
も
貨
幣
で
結
っ
て
い
る
様
子
は
、
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
』
の
「
玩

具
」
と
し
て
の
貨
幣
を
彷
彿
さ
せ
る
。

　

訳
者
は
、『
戦
争
と
平
和
」
と
『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』
の

中
間
の
作
品
で
、
さ
さ
や
な
が
ら
も
、
民
族
を
超
え
、
年
齢
を

超
え
、
性
を
超
え
て
の
人
間
愛
が
語
れ
て
い
る
と
す
る
が
、
こ
れ

に
つ
き
る
要
約
は
な
い
。
ト
ル
ス
ト
イ
は
お
そ
ら
く
は
キ
リ
ス
ト

※カフカーズの捕虜（とりこ）は、北
御門次郎『トルストイ短編集』（人吉
中央出版社）所収（１８７２年作　
１０８５年９月９日北御門訳）

  

オ
リ
エ
ン
ト
急
行
殺
人
事
件

久  

馬    

俊

安
倍
首
相
も
た
ぶ
ん
そ
う
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
僕
の

推
測
に
と
ど
ま
る
。
外
見
で
語
学
力
の
あ
る
な
し
が
分
か
る
は
ず

な
ど
な
い
け
れ
ど
も
、
河
野
外
務
大
臣
と
ち
が
い
、
安
倍
首
相
が

外
国
語
が
得
意
だ
と
い
う
噂
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
た
ぶ

ん
そ
う
だ
ろ
う
。
も
し
得
意
な
ら
、
産
経
新
聞
が
黙
っ
て
い
る
は

ず
が
な
い
。
そ
の
あ
た
り
の
事
情
は
ゴ
ル
フ
友
達
の
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
も
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
映
画
以
上
に
原
作
は
有
名
。
安
倍
首
相
も
き
っ
と
読

ん
で
い
る
。
安
倍
首
相
と
し
て
は
原
作
を
読
ん
だ
う
え
で
出
演
者

の
演
技
を
み
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
人
も
そ
う
で
あ
ろ

　

観
た
い
映
画
。
安
倍
晋
三
首
相
も
元
旦
に
こ
の
映
画
を
み
て
い

る
。
よ
り
に
よ
っ
て
安
倍
首
相
に
不
覚
に
も
先
を
越
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
不
覚
を
恥
じ
て
先
を
越
さ
れ
た
傷
を
癒
す
た
め
に
原
作

を
読
む
こ
と
に
し
た
。
原
作
と
い
っ
て
も
原
文
で
な
く
翻
訳
で
あ

る
。
自
慢
す
る
わ
け
で
は
い
が
、原
文
を
読
む
力
は
僕
に
は
な
い
。
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イ
タ
リ
ア
で
は
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
支
配
体
制
が
確
立
し
て
い
た
。

日
本
は
満
州
国
を
で
っ
ち
あ
げ
て
い
た
。
そ
う
い
う
時
期
に
、
作

者
・
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
は
こ
の
小
説
を
書
い
た
の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
時
代
状
況
を
視
野
に
い
れ
て
読
む
と
想
像
以
上
に
奥
の

深
い
作
品
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
途
中
か
ら
地
図
と
年
表
を
手

元
に
お
い
て
読
み
す
す
め
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
を
は
じ
め
フ
ラ
ン
ス

人
、
イ
タ
リ
ア
人
、
ロ
シ
ア
人
、
ア
メ
リ
カ
人
な
ど
の
気
質
の
ち

が
い
の
描
写
な
ど
み
ど
こ
ろ
満
載
で
あ
っ
た
。

　

80
年
以
上
前
の
作
品
だ
が
、
も
し
仮
に
、
同
様
の
事
件
が
現
在

の
日
本
で
発
生
し
た
ら
、
日
本
の
警
察
は
ポ
ア
ロ
以
上
に
事
件
を

把
握
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
、
ポ
ア
ロ
的
解
決
は
可
能
な
の
か
、
ポ

ア
ロ
的
捜
査
は
適
切
な
の
か
な
ど
を
想
像
し
て
み
た
。
安
倍
首
相

も
き
っ
と
同
じ
こ
と
を
考
え
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
に

つ
い
て
安
倍
さ
ん
と
豪
華
観
光
列
車
「
な
な
つ
星
」
の
食
堂
車
で

ワ
イ
ン
を
の
み
な
が
ら
話
し
た
い
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、「
な
な

つ
星
」
に
乗
車
す
る
だ
け
の
お
金
が
僕
に
は
な
い
。

【
き
ゅ
う
ま
・
す
ぐ
る
／
八
代
市
】

う
。
あ
の
映
画
は
粗
筋
に
魅
力
が
あ
る
の
で
は
な
く
、粗
筋
を
知
っ

た
う
え
で
役
者
が
ど
の
よ
う
に
演
技
す
る
の
か
に
み
ど
こ
ろ
は
あ

る
。
原
作
と
映
画
は
別
だ
と
よ
く
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
オ

リ
エ
ン
ト
急
行
殺
人
事
件
」
の
よ
う
な
推
理
小
説
の
場
合
、
粗
筋

を
大
幅
に
変
更
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
推
理
小
説
は
ト
リ
ッ

ク
に
魅
力
が
あ
る
。
そ
れ
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
原
作
は

殺
人
事
件
、
映
画
は
窃
盗
事
件
に
は
で
き
な
い
。
オ
リ
エ
ン
ト
急

行
の
事
件
を
肥
薩
線
の
事
件
に
は
で
き
な
い
。
殺
人
者
は
原
作
で

は
Ａ
、
映
画
で
は
Ｂ
に
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。

　

時
間
を
か
け
て
読
ん
だ
。
以
前
と
は
読
む
ス
ピ
ー
ド
が
衰
え
て

い
る
。
結
局
、
１
週
間
ほ
ど
か
け
て
読
み
終
え
た
。
粗
筋
だ
け

を
知
っ
て
い
て
、
小
説
と
し
て
も
魅
力
的
で
あ
る
こ
と
を
す
っ
か

り
忘
れ
て
い
て
、
楽
し
く
、
読
め
た
。
小
説
に
は
言
の
葉
が
つ
く

り
だ
す
魅
力
が
や
ど
っ
て
い
る
、

　

主
人
公
は
エ
ル
キ
ュ
ー
ル
・
ポ
ア
ロ
。
彼
は
推
理
小
説
の
世
界

の
有
名
人
で
、
ポ
ア
ロ
関
係
の
作
品
は
30
作
を
超
え
る
ら
し
い
。

「
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
殺
人
事
件
」
は
そ
の
ひ
と
つ
だ
。
１
９
３
４

年
（
昭
和
９
年
）
に
発
表
さ
れ
た
。
エ
ン
ブ
リ
ー
夫
妻
が
須
恵
村

を
調
査
し
は
じ
め
た
前
年
に
あ
た
る
。
ド
イ
ツ
で
は
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
、

　

王
様
の
奥
さ
ま
は
す
べ
て
妃
で
は
な

く
、
皇
后
・
貴
妃
・
夫
人
等
々
幾
段
階

も
あ
っ
た
ら
し
い
。
後
宮
に
召
さ
れ
は
し

た
も
の
の
、
死
ぬ
ま
で
一
度
も
声
の
か
か

ら
な
か
っ
た
女
性
も
い
た
の
で
は
？　

あ

あ
、も
っ
た
い
な
い
。
企
業
で
も
、優
秀
な
人
材
を
集
め
て
研
究
・

開
発
を
行
わ
せ
、
成
果
が
上
が
ら
な
く
て
も
一
生
飼
い
殺
し
に

し
て
、
他
社
に
そ
の
人
材
が
流
出
し
な
い
よ
う
に
す
る
、
な
ん

て
こ
と
に
似
て
い
ま
す
か
。

　

こ
の
絵
文
字
は
エ
ッ
チ
な
子
供
の
落
書

き
で
は
な
く
、
殷
時
代
の
青
銅
器
に
占
い

の
た
め
に
刻
ま
れ
た
、
れ
っ
き
と
し
た
漢

字
の
原
型
＝
金
文
の
「
心
」
と
い
う
字
。

何
か
の
形
に
あ
ま
り
に
も
よ
く
似
て
い
る

が
、
こ
れ
は
《
人
間
の
心
臓
の
象
形
》。
自
分
の
心
臓
を
見
た

こ
と
は
な
い
が
、
古
代
中
国
人
は
《
心
の
目
》
で
ち
ゃ
ん
と
見

て
い
た
と
い
う
こ
と（
ま
さ
か
生
体
解
剖
？
）。
漢
和
辞
典
の【
心

部
】
に
は
沢
山
の
漢
字
が
並
ん
で
い
る
。

【
つ
る
か
み
・
か
ん
じ
／
人
吉
市
】

　

音
読
み
は
バ
イ
、
正
字
は

「
賣
」。
だ
か
ら
部
首
は
【
貝

部
】
に
す
べ
き
か
、
そ
れ
と

も
、
こ
の
略
字
体
が
常
用
漢

字
に
な
っ
て
い
る
の
で
、【
士

部
】
に
す
べ
き
か
？ 

そ
れ
は
学
者
先
生
に
お
任
せ

す
る
と
し
て
、
我
が
家
の
漢
和
辞
典
で
は
【
土
部
】

に
し
て
あ
る
。
意
地
悪
心
で「
買
」の
方
を
見
た
。

そ
う
、
ち
ゃ
ん
と
【
貝
部
】
︱
︱
そ
れ
で
い
い
の

か
？ 

古
文
書
に
は
買
券
（
買
っ
た
こ
と
の
証
明
書
）

も
あ
れ
ば
、
売
券
（
売
っ
た
こ
と
の
証
明
書
）
も

あ
る
。
あ
る
学
者
は
研
究
発
表
の
席
で
、
こ
れ
を

Sell

券
・buy

券
と
よ
ん
で
い
た
。
買
春
を
カ
イ
シ
ュ

ン
と
読
む
の
は
無
理
、
多
分
彼
は
改
悛
も
悔
悛
も

し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。

漢和字典は面白い ６

后心

売

鶴上寛治

漢字遊び　時には気分転換！
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れ
、
滑
り
台
の
上
に
お
立
ち
に

な
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

お
二
人
は
結
婚
さ
れ
た
ば
か

り
の
頃
で
、
浩
宮
様
も
小
さ
い

赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
様
に
思
う
。

自
分
の
子
供
を
東
京
に
置
い
て

来
ら
れ
、
こ
こ
の
園
児
た
ち
を

我
が
子
を
見
る
様
な
温
か
い
目

差
し
で
子
ど
も
達
と
同
じ
目
線

に
な
り
、
話
さ
れ
て
い
た
の
を

思
い
出
す
。
私
は
小
学
校
４
年

生
だ
っ
た
。

　

記
念
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
「
滑
り
台
」
を
見
る
と
、
今

も
あ
の
時
の
事
を
思
い
出
す
。

そ
の
時
美
智
子
ち
ゃ
ん
と
い
う

子
が
友
達
と
一
緒
に
滑
り
台
に

登
っ
て
行
き
、
そ
の
お
母
さ
ん

が
ビ
ッ
ク
リ
し
て
「
美
智
子
降

　

こ
こ
、
清き

よ
み
ず水
保
育
園
は
球
磨

郡
あ
さ
ぎ
り
町
（
旧
上
村
）
に

あ
る
。
昭
和
28
年
４
月
１
日

に
設
立
さ
れ
、
職
員
数
18
名
、

園
児
数
75
名
に
て
運
営
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
保
育
園
が
話
題

に
な
っ
た
の
は
昭
和
37
年
５
月

11
日
、
天
皇
陛
下
が
ま
だ
皇

太
子
の
頃
に
美
智
子
妃
殿
下
と

一
緒
に
こ
の
保
育
園
を
訪
問
さ

上杉芳野の「あがっ段」㉑

親子交通安全教室

り
ら
ん
か
ア
ー
」
と
言
わ
れ
、

周
り
の
人
達
が
ハ
ラ
ハ
ラ
し
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
子
も
一
緒

に
来
て
い
る
大
勢
の
人
達
に
ニ

コ
ニ
コ
し
な
が
ら
手
を
振
り
笑

い
を
誘
っ
た
の
で
あ
る
。

　

お
二
人
が
お
帰
り
に
な
ら

れ
る
時
に
、「
ま
た
来き

な
い
な
」

と
言
っ
た
事
も
、
そ
の
頃
の
新

聞
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

　

そ
う
い
う
保
育
園
に
「
親
子

交
通
安
全
教
室
」
の
講
師
依
頼

が
あ
り
行
っ
て
来
た
。
昨
年
も

お
声
が
掛
か
り
、
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
た
の
に
今
年
も
お
声

を
掛
け
て
頂
い
た
。

　

実
は
私
は
以
前
、
事
故
を

起
こ
し
た
事
が
あ
り
、
私
の
様

皇太子ご夫妻訪問で話題になった「滑り台」

と
娘
が
い
う
の
で
、
今
の
仕
事

を
辞
め
た
の
だ
っ
た
。

　

春
と
秋
の
交
通
安
全
週
間
の

時
も
警
察
署
か
ら
の
依
頼
で
、

ば
っ
て
ん
ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
と
須

恵
文
化
ホ
ー
ル
で
寸
劇
も
し

た
。

　

交
通
安
全
に
は
本
当
に
心
か

ら
解
っ
て
い
る
つ
も
り
な
の
に
事

故
と
い
う
の
は
、
い
つ
ど
ん
な

形
で
起
こ
る
か
解
ら
な
い
。

　

事
故
の
相
手
の
人
に
申
し
わ

け
な
さ
と
１
日
で
も
早
く
元
通

り
の
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

な
者
が
講
師
な
ん
て
引
き
受
け

る
の
は
と
ん
で
も
な
い
事
だ
と

思
っ
た
。

　

で
も
、
私
は
思
っ
た
。

　
「
事
故
で
人
を
殺
し
た
り
人

を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど

ぎ
ゃ
ん
す
ん
ね
。
お
母
さ
ん
に

は
遠
い
所
に
運
転
し
て
行
く
仕

事
は
無
理
。
絶
対
辞
め
て
！
」

毎
日
毎
日
お
参
り
し
て
い
る
。

　

事
故
を
起
こ
し
た
人
も
事
故

に
遭あ

っ
た
人
も
、
本
当
に
心
苦

し
い
の
だ
。
そ
れ
が
充
分
解
っ

て
い
る
か
ら
、
私
み
た
い
な
者

を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
自
分

の
思
い
も
込
め
て
み
ん
な
に
伝

え
よ
う
と
思
っ
た
。

　

私
は
赤
と
白
の
セ
ー
ラ
ー
服

と
ズ
ボ
ン
の
下
に
ピ
ン
ク
の
フ

リ
ル
を
付
け
た
服
に
、
あ
さ
ぎ

り
町
の
旗
を
持
ち
、
白
の
手
袋

と
赤
の
ベ
レ
ー
帽
、
赤
い
上
靴

を
履
い
て
登
場
し
た
。

　

会
場
の
ざ
わ
め
き
の
中
、
演

台
に
立
っ
た
私
は
「
清
水
保
育

園
の
良
い
子
の
お
友
達
、
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
、
あ
さ

ぎ
り
町
の
バ
ス
ガ
ー
ル
、
上
杉

食
べ
過
ぎ
太
り
過
ぎ
下
腹
出
る

子
で
す
！
」
と
挨
拶
す
る
と
親

子
さ
ん
の
間
で
笑
い
が
起
こ
っ

た
。
こ
の
笑
い
声
を
聞
い
た
と

こ
ろ
で
、
信
号
の
シ
ー
ル
や
交

通
標
識
や
色
ん
な
も
の
を
黒

板
に
貼
り
付
け
な
が
ら
進
め
て

い
っ
た
。
お
も
し
ろ
お
か
し
く

や
っ
て
い
る
内
に
園
児
た
ち
の

緊
張
感
も
ほ
ぐ
れ
、
手
を
上
げ

た
り
大
き
い
声
で
答
え
て
く
れ

た
。
来
年
か
ら
１
年
生
に
な
る

子
供
達
や
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
達
が
事
故
の
な
い
毎
日
で
あ

り
ま
す
様
に
と
願
い
な
が
ら
子

供
達
の
明
る
い
パ
ワ
ー
に
、
こ

ち
ら
の
方
が
感
謝
で
あ
る
。

【
う
え
す
ぎ
・
よ
し
の
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
観
光
バ
ス
ガ
ー
ル
、あ
さ
ぎ
り
町
上
】

清水保育園の子どもたちと
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ら
ず
う
ば
」
な
ど
と
思
う
で
し
ょ
う
か
。

な
ん
の
な
ん
の
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
ド

モ
き
っ
か
や
さ
い
た
と
ば
い
」「
昔
か
ら

焼
酎
飲
め
ば
泣
き
上
戸
じ
ゃ
っ
た
で
、
あ

の
爺
ど
ん
な
」
と
言
わ
れ
る
の
が
オ
チ
、

何
の
進
歩
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
か
え
っ
て

嫌
わ
れ
バ
カ
に
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
よ
。

　

そ
れ
で
は
一
体
ど
う
す
る
か
、
ど
う
し

た
ら
そ
の
悩
み
や
苦
し
み
を
国
に
伝
え
、

さ
ら
に
改
善
が
計
ら
れ
る
か
。
な
ん
の
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
、
政
党
を
作
る
の
で
す

よ
政
治
結
社
を
。
高
齢
者
の
高
齢
者
に

よ
る
高
齢
者
の
た
め
の
政
党
を
作
る
の
で

す
。
名
称
は
「
爺
民
革
新
党
」「
立
憲
紅

葉
党
」
な
ど
と
色
々
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

国
会
に
打
っ
て
出
る
の
で
す
よ
。

　

チ
マ
タ
で
、
い
く
ら
ワ
め
き
ち
ら
し
て

い
て
も
、
誰
ひ
と
り
助
け
て
は
く
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
国
会
に
代
表
を
送
り
正
々

堂
々
と
そ
の
意
見
を
述
べ
れ
ば
、
国
民
の

声
と
し
て
無
視
し
た
り
セ
セ
ら
嗤
っ
た
り

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
も
国
内
の
高
齢
者

は
３
５
１
４
万
人
、
実
に
国
民
の
３
割

近
く
も
い
る
ん
で
す
よ
。

　

そ
こ
か
ら
候
補
者
を
立
て
れ
ば
、
た

ち
ど
こ
ろ
に
第
一
党
間
違
い
な
し
。
し
か

も
豊
富
な
人
生
経
験
、
そ
し
て
磨
き
上

げ
ら
れ
た
人
格
か
ら
発
せ
ら
れ
る
堂
々

た
る
意
見
。
そ
れ
は
見
事
と
言
う
ほ
か

あ
り
ま
せ
ん
。
別
に
高
齢
者
の
我
が
侭

を
言
う
の
で
は
な
く
て
、
日
本
の
老
若
男

女
が
住
み
良
い
社
会
へ
の
知
恵
と
、
意
見

を
述
べ
て
く
れ
る
人
を
選
出
す
る
の
で
す

よ
。

　

国
の
祝
日
と
し
て
、
た
し
か
に
「
敬
老

の
日
」
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
敬
う
よ
う

な
〝
ふ
う
〟
を
す
る
の
は
そ
の
日
だ
け
。

他
は
年
か
ら
年
中
「
敬
遠
老
の
日
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
さ
ら
に
高
齢
化
が

進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
そ
の
政
策
は
キ
ビ

し
さ
を
増
し
て
く
る
ば
か
り
。
そ
れ
を
防

ぐ
た
め
に
是
非
国
会
へ
と
、「
爺
民
革
新

党
」「
立
憲
紅
葉
党
」
の
代
表
を
送
ろ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
次
な
る
国
政
選

挙
か
ら
。【

ま
え
だ
・
か
ず
ひ
ろ
／
人
吉
市
】

り
ま
せ
ん
、
戦
後
は
金
の
卵
だ
と
か
企

業
戦
士
な
ど
と
オ
ダ
て
ら
れ
、
そ
れ
こ
そ

死
に
物
狂
い
で
働
い
て
き
た
人
々
、
し
か

も
、
団
塊
の
世
代
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、

学
校
に
通
う
時
分
か
ら
「
す
し
詰
め
教

室
」
で
競
争
か
ら
競
争
。
終
に
は
地
獄

に
入
る
の
に
も
、
順
番
待
ち
で
す
と
か
。

　

そ
こ
で
思
い
っ
き
り
大
声
で
泣
い
た
り
、

「
お
ど
ま
こ
ん
先
ゃ
ど
ぎ
ゃ
し
な
っ
と
ォ
」

「
わ
い
ど
ま
年
寄
っ
よ
ば
、
干
し
殺
す
つ

も
っ
や
」「
若
っ
か
時
か
ら
欲
し
か
も
ん

も
買
わ
じ
ん
、
辛
抱
に
辛
抱
し
て
が
ま
ん

出
ゃ
て
き
た
と
ぞ
」
な
ど
と
言
っ
て
、
声

を
限
り
に
ワ
め
く
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

少
し
は
気
分
が
軽
る
く
な
っ
て
、
Ｇ
Ｂ
に

行
く
元
気
が
出
る
か
も
。

　

と
こ
ろ
が
世
間
で
は
、
そ
う
し
た
泣
き

や
ワ
メ
き
声
を
聞
い
て
、「
年
寄
い
も
キ

ツ
か
た
い
」
と
か
、「
ど
ぎ
ゃ
か
し
て
や

ち
ょ
ん
〝
言
う
こ
と
〟
を
き
い
て
は
く
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
の
う
え
唯
一
の
楽
し
み
で
あ
り
、
頼

み
の
綱
で
も
あ
っ
た
年
金
、
こ
れ
が
か
っ

と
し
ゅ
う
う
っ
下
が
る
一
方
。
逆
に
、
医

療
費
や
介
護
保
険
料
な
ど
は
、
ま
る
で

血
圧
の
応
援
団
み
た
い
に
ニ
ョ
ロ
昇
り
に

上
が
る
ば
か
り
。「
ま
い
き
ゃ
に
ゃ
旅
行

ど
も
し
て
」「
月
に
一
ぺ
ん
か
二
ん
度
温

泉
に
な
っ
と
浸
か
っ
き
ゃ
行
か
る
る
ば
い
」

の
夢
も
、
マ
ボ
ロ
シ
で
し
た
。

　

と
、
こ
こ
ま
で
は
当
然
な
こ
と
な
が
ら

誰
し
も
が
抱
く
嘆
き
で
す
。
無
理
も
あ

　

子
供
の
頃
は
そ
れ
こ
そ
、
♪
早
く
来
い

来
い
と
待
っ
て
い
た
正
月
な
の
に
、「
い
つ

ま
で
で
っ
ち
ゃ
来
ん
ば
よ
か
が
」と
か
、「
お

い
ぎ
ゃ
へ
ん
な
正
月
ど
ま
二
年
か
三
年
に

一
遍
で
よ
か
ば
い
」
な
ど
と
思
う
人
が

年
々
増
え
て
き
て
い
る
。
超
高
齢
化
社

会
が
、
目
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

証
拠
で
し
ょ
う
。

　

だ
れ
し
も
歳
取
れ
ば
、
目
は
か
す
み

耳
は
遠
う
な
る
。
さ
ら
に
は
全
身
の
チ
ョ

ウ
ツ
ガ
イ
が
、
み
ん
な
サ
ビ
く
れ
て
し

ま
っ
て
、「
せ
ー
の
、
よ
い
し
ょ
ー
ど
っ
こ

い
し
ょ
ー
」
の
掛
け
声
ぐ
ら
い
で
は
、
い
っ

方
言
を
味
わ
う
⑳

爺
民
革
新
党
を
国
政
に
　
　
前
田
一
洋
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か
ら
離
れ
な
い
の
だ
。「
さ
ら
り
～
と
水

に
全
て
流
し
て
～
♪
」。
ま
た
歌
っ
た
。

そ
う
か
数
週
間
前
に
人
吉
の
ス
ナ
ッ
ク
で

オ
バ
タ
リ
ア
ン
が
歌
っ
た
曲
が
イ
ン
プ
ッ

ト
さ
れ
た
の
か
。
困
っ
た
ぞ
。

　

マ
キ
エ
サ
を
作
っ
て
暗
闇
の
海
面
へ
ポ

ン
ポ
ン
と
飛
ば
し
て
魚
の
食
い
気
を
出

す
。「
こ
う
な
っ
た
の
も
お
互
い
の
せ
い
～

♪
」。

　

少
し
明
る
く
な
っ
た
。
７
時
か
ら
釣
り

開
始
で
あ
る
。「
心
配
し
な
い
で
独
り
っ

き
り
は
～
子
供
の
頃
か
ら
馴
れ
て
い
る
の

よ
♪
」。

　

右
か
ら
冷
た
い
強
風
が
吹
き
付
け

る
。
辛
抱
～
辛
抱
だ
。

　

さ
て
、
始
め
る
か
！

　

第
１
投
、
来
た
！ 

ブ
ツ
！

　

第
２
投
、
来
た
！ 

ブ
ツ
！

　

ブ
ツ
ブ
ツ
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ハ

リ
ス
（
釣
り
の
糸
）
が
飛
ば
さ
れ
て
切
れ

る
の
だ
。

　
「
そ
れ
で
も
た
ま
に
～
淋
し
く
な
っ
た

ら
～
二
人
で
お
酒
を
飲
み
ま
し
ょ
う
ね
え

～
♪
」。
又
、
歌
っ
て
い
る
。

　

魚
た
ち
は
釣
り
人
の
腕
前
を
知
っ
て

喰
っ
て
く
る
の
だ
。

　

す
こ
し
休
憩
を
と
る
。

　

防
寒
服
の
社
会
の
窓
に
手
を
突
っ
込

み
、
１
枚
、
２
枚
、
３
枚
、
４
枚
で
、
や
っ

と
ブ
リ
ー
フ
。
そ
こ
で
お
宝
を
つ
ま
み
出

し
て
腰
を
前
に
突
き
出
し
て
、
小
便
小

僧
な
み
の
勢
い
は
な
い
け
れ
ど
、
オ
シ
ッ

コ
タ
イ
ム
が
釣
り
人
の
休
憩
時
間
な
ん
で

あ
る
。

　
「
あ
な
た
と
私
は
似
た
も
の
同
士
～
欠

点
ば
か
り
が
目
立
つ
二
人
よ
～
♪
」
と
、

曲
を
詳
し
く
覚
え
て
い
る
の
だ
。

　

三
度
目
の
正
直
で
魚
を
掛
け
て
バ
ン

向こうは鹿児島県上こしき島里町。ここは松島の磯

作
っ
て
く
れ
る
の
だ
。
だ
か
ら
い
つ
も
お

店
は
超
満
席
。
い
つ
も
は
釣
り
の
同
行
者

が
い
る
の
だ
が
今
日
は
私
一
人
で
来
た
。

お
店
の
ギ
ャ
ル
か
ら
の
モ
テ
度
は
一
人
だ

か
ら
グ
～
ン
と
ア
ッ
プ
し
て
、
愛
情
料
理

を
食
べ
て
芋
焼
酎
を
が
ん
ぶ
り
飲
ん
で

代
行
を
呼
ん
で
港
へ
。
グ
ガ
～
と
車
で
寝

る
。
あ
っ
と
い
う
間
に
夢
の
中
。

　

出
港
の
時
間
が
や
っ
て
き
た
。

　

瀬
渡
し
船
の
船
長
さ
ん
に
挨
拶
し
て

１
番
奥
の
船
底
に
寝
た
。

　

船
が
甑
島
の
沖
に
近
づ
き
瀬
渡
し
の
準

備
が
始
ま
る
。
若
い
釣
り
人
が
沖
の
荒
磯

に
降
り
て
い
き
、
私
は
後
の
方
だ
。

　
「
赤せ

っ
か
ん竿
さ
ん
用
意
し
て
」
と
船
長
の
マ

イ
ク
の
声
に
船
の
前
に
進
ん
で
荷
物
を
確

認
す
る
。

　

船
は
暗
闇
の
中
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を

照
ら
し
く
っ
き
り
と
岩
場
が
見
え
て
来
た
。

　

松
島
の
ヘ
タ
の
マ
マ
コ
だ
。
甑
島
里
で

も
激
流
の
場
所
。

　

船
が
遠
ざ
か
る
と
真
っ
暗
な
岩
の
上
で

あ
る
。

　
「
甑
島
、
荷
物
を
降
ろ
し
て
独
り
ぼ
っ

ち
」。
山
頭
火
が
磯
釣
り
師
な
ら
こ
の
句

を
詠
ん
だ
か
。

　

お
湯
を
沸
か
し
て
ラ
ー
メ
ン
を
フ
～
フ

～
し
な
が
ら
腹
ご
し
ら
え
。
釣
り
の
準

備
よ
り
大
切
な
時
間
な
の
だ
。
そ
こ
ま
で

は
良
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。

「
恨
み
っ
こ
な
し
で
別
れ
ま
し
ょ
う
ね
～

♪
」
と
梓
み
ち
よ
の
歌
が
口
か
ら
出
て
頭

　

土
曜
日
の
夜
９
時
過
ぎ
に
鹿
児
島
県

い
ち
き
串
木
野
市
内
に
い
た
。
明
日
の
早

朝
に
瀬
渡
し
船
に
乗
り
込
む
の
が
午
前

３
時
な
の
で
、あ
と
６
時
間
も
あ
る
の
だ
。

　

い
つ
も
こ
の
港
か
ら
船
に
乗
る
前
に
は

あ
る
お
店
に
行
く
。
美
人
ギ
ャ
ル
（
20

代
後
半
）
が
カ

ウ
ン
タ
ー
に
い

て
ニ
コ
ニ
コ
笑

顔
。
も
う
一
人

の
少
し
年
上
の

美
人
（
30
代

後
半
）
が
、
店

の
奥
で
料
理
を

新
・
日
曜
釣
り
師
心
得 

⑤

ギ
ャ
ル
と
オ
バ
タ
リ
ア
ン
　
宮
原
赤
竿

松島

里町

上甑島

●いちき
串木野市
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ザ
イ
と
両
手
を
挙
げ
て
竿
を
天
に
突
き

出
し
て
魚
の
突
進
を
止
め
る
。
テ
レ
ビ
や

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る
釣
り
名
人
の
竿
さ

ば
き
で
は
な
い
。
ゴ
テ
ゴ
テ
な
魚
と
の
や

り
と
り
な
の
だ
。

　

何
と
か
、
１
枚
、
２
枚
と
釣
り
上
げ

て
い
く
。

　

魚
は
「
グ
レ
（
ク
ロ
）」。

　

目
が
ク
ル
ル
と
し
て
、
ま
る
で
可
愛
い

ギ
ャ
ル
な
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
そ
の
愛
ら
し
い
目
の
直
ぐ
上
を

ナ
イ
フ
で
〆
る
の
だ
。

　
「
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
つ
」
と
言
い
な
が
ら

目
の
上
を
ナ
イ
フ
で
刺
す
。「
な
ん
ま
ん

だ
」、「
～
さ
ら
り
～
と
水
に
全
て
流
し
て

～
♪
」
を
歌
い
な
が
ら
。

　

お
昼
を
過
ぎ
る
頃
に
は
ク
ー
ラ
ー
も

満
タ
ン
に
な
り
帰
る
準
備
。
一
度
〆
た

魚
を
も
う
一
度
清
い
海
水
で
洗
っ
て
あ
げ

た
。

　
「
ど
う
に
か
な
る
で
し
ょ
う
、
こ
こ
の

街
の
ど
こ
か
で
私
は
生
き
て
行
く
の
よ
～

♪
」

　

独
り
の
磯
で
オ
バ
タ
リ
ア
ン
が
仕
組
ん

だ
「
二
人
で
お
酒
を
」
の
歌
を
何
百
回

も
歌
っ
た
。

　
「
そ
れ
で
も
た
ま
に
～
淋
し
く
な
っ
た

ら
～
二
人
で
お
酒
を
飲
み
ま
し
ょ
う
ね
え

～
♪
」
が
又
も
や
出
た
。

　

堪
忍
し
て
く
れ
～
！

　

オ
バ
タ
リ
ア
ン
の
祟
り
か
。

【
み
や
は
ら
・
せ
っ
か
ん
／

熊
本
飛
翔
会
会
長
、
人
吉
市
】

釣り上げてすぐはコバルト色のグレ（クロ）。お目 は々
可愛いギャルのよう

偲
ぶ
夜
に
人
の
命
の
儚
さ
よ
昨
日
の
笑
顔
想
へ
ば
哀
し

去
る
年
の
晦
日
迎
へ
て
ふ
り
返
り
あ
し
た
待
ち
つ
つ
除
夜
の
鐘
き
く

守
永　

和
久

歳
の
瀬
の
河
原
に
カ
ラ
ス
と
白
鷺
は
静
か
に
並
び
碁
石
の
ご
と
く

日
向
な
る
初
日
の
中
の
青
き
島
海
積
の
神
静
か
に
い
ま
せ
り

河
内　

徹
夫

あ
ら
た
ま
の
年
の
始
め
に
願
ふ
な
り
か
ら
だ
の
無
事
と
輝
き
少
し

歌
友
の
通
夜
に
お
か
れ
た
遺
影
見
つ
彼
の
一
首
が
脳
裏
を
か
す
む

中
村
美
喜
子

登
校
時
声
掛
け
あ
っ
た
小
学
生
手
紙
を
吾
に
嬉
し
き
便
り

酉
齢
の
夫
は
酉
で
去
っ
て
逝
く
渡
り
鳥
な
ら
又
逢
え
る
の
に

釜
田　
　

操

霧
深
く
事
故
が
な
い
こ
と
心
に
念
じ
職
場
に
つ
い
て
ほ
っ
と
一
息

八
十
歳
良
く
ぞ
勤
め
た
我
な
が
ら
感
謝
し
な
が
ら
職
場
と
別
る

中
原　

康
子

遠
き
日
の
戦
後
の
事
を
想
い
出
し
ふ
な
焼
き
焼
け
ど
あ
の
味
だ
せ
ず

葛
藤
の
中
で
戦
ふ
人
も
あ
り
静
か
な
暮
ら
し
好
む
人
あ
り

緒
方　

保
正

　

緒
方
君
は
昨
年
の
十
二
月
、
突
然
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

彼
は
ユ
ニ
ー
ク
な
歌
を
作
り
、
仲
間
を
良
く
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
同
好
の
友
と
し
て
、ま
た
同
期
生
と
し
て
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

年
賀
状
傘
寿
ま
で
と
思
い
つ
つ
便
り
届
く
と
誓
い
が
に
ぶ
る

蠟
梅
の
枝
に
積
も
り
し
ぼ
た
ん
雪
風
に
吹
か
れ
て
香
り
も
乗
せ
て

三
原　

光
代

友
が
逝
き
早
き
を
嘆
く
吾
な
れ
ど
「
無
常
」
説
き
た
る
仏
陀
に
明
り
を

歳
の
瀬
の
陽
だ
ま
り
に
憩
ふ
水
鳥
は
来
る
春
の
飛
翔
待
つ
が
如
く
に

橋
詰　

了
一

二
日
前
言
葉
交
は
し
た
友
の
死
は
波
の
砕
け
る
如
く
胸
打
つ

「
無
常
」
と
ふ
言
葉
普
段
に
使
へ
ど
も
突
な
る
友
の
死
「
無
常
」
が
辛
し

堀
田　

英
雄

鶺せ

き

れ

い鴒
短
歌
会
　
　
　
　
　
　
　
　
一
月
詠
草
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難
（
？
）
を
乗
り
越
え
て
登
っ
て
来

た
達
成
感
も
今
一
と
思
っ
た
が
、
12

人
の
仲
間
が
誰
も
怪
我
無
く
こ
の

１
７
２
２
ｍ
に
立
つ
こ
と
が
で
き

た
。
中
で
も
し
ば
ら
く
山
を
休
ん
で

い
た
仲
間
が
ま
た
元
気
に
戻
っ
て
参

加
し
て
く
れ
た
。
今
回
は
そ
の
人
の

為
に
も
最
適
の
山
だ
っ
た
。
良
か
っ

た
バ
ン
ザ
イ
。

　

12
時
20
分
、
下
山
開
始
。
麓
近

く
に
な
っ
て
や
っ
と
快
晴

　

14
時
10
分
、
登
山
口
着
。

　

14
時
20
分
、
帰
路
発
。

　

15
時
15
分
、
人
吉
着
。
車
を
出

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
三
氏
に
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

感
動
の
時
間
を
共
有
し
て
い
た
だ

い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
【
笠
原
洋
子
】

サ
ビ
を
打
ち
込
ん
だ
よ
う
に
岩
が
挟

ま
っ
て
い
る
。「
こ
こ
ろ
み
」
と
は
心

を
見
る
、
心
根
が
悪
い
と
橋
が
落
ち

る
そ
う
で
、
私
は
躊
躇
な
く
止
め
て

引
き
返
し
た
。

　

登
頂
ご
褒
美
の
絶
景
は
無
い
、
濃

い
霧
の
ま
ま
だ
。
し
た
が
っ
て
苦

場
に
着
い
た
。
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

岩
に
ロ
ー
プ
が
渡
し
て
あ
る
。

　

せ
め
て
こ
れ
く
ら
い
の
岩
場
が
５

か
所
く
ら
い
あ
る
と
楽
し
め
る
と
思

え
る
。
な
か
な
か
晴
れ
な
い
、
時
に

空
が
明
る
く
な
る
と
晴
れ
て
く
れ
な

い
か
な
と
見
上
げ
る
が
、
や
は
り
空

は
雲
が
重
い
。
初
め
は
、
せ
め
て
雨

で
な
け
れ
ば
良
い
と
思
っ
た
殊
勝
な

思
い
は
消
え
て
段
々
と
本
性
の
欲
が

出
て
き
た
。

　

11
時
30
分
、
登
頂
。
着
い
た
。

三
角
点
に
タ
ッ
チ
。
思
い
思
い
に
こ

の
山
に
来
た
ぞ
ぅ
証
拠
の
写
真
を
写

し
た
後
、
居
合
わ
せ
た
心
優
し
い
名

も
知
ら
ぬ
男
性
に
集
合
写
真
を
写
し

て
も
ら
っ
た
。
こ
の
頂
上
か
ら
３
分

の
所
に
あ
る
の
が
「
心
見
の
橋
」。

切
り
立
っ
た
崖
の
隙
間
に
ま
る
で
ク

山に行こうよ！
「人吉球磨ハイキングクラブ」通信より

その⓫

市房山山頂にて

横
に
駐
車
し
て
の
登
山
と
な
っ
た
。

　

７
時
00
分
、
指
定
駐
車
場
に
集

合
。
人
吉
組
９
人
に
加
え
て
、
え
び

の
組
三
人
娘
（
？
）
と
合
流
、
総
勢

12
人
で
あ
る
。
三
台
の
乗
用
車
に
分

乗
し
て
の
出
発
と
な
っ
た
。

　

早
朝
わ
ず
か
に
小
雨
が
降
っ
た
ら

し
く
道
路
は
濡
れ
て
い
る
が
、
木
立

ち
の
下
は
ま
だ
乾
い
て
い
る
。
霧
が

濃
く
こ
の
ま
ま
せ
め
て
降
ら
な
け
れ

ば
い
い
と
念
じ
て
の
出
発
で
あ
る
。

　

８
時
45
分
、
登
山
口
に
到
着
。

林
道
か
ら
作
業
道
に
入
っ
て
し
ば
ら

く
す
る
と
見
慣
れ
た
作
業
小
屋
に
着

い
た
。
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
少
な
い
。

小
屋
に
は
律
儀
に
男
女
別
々
に
ト
イ

レ
が
作
ら
れ
て
い
る
。
避
難
小
屋
も

兼
ね
て
い
る
ら
し
い
。

　

晴
れ
て
く
れ
な
い
か
な
と
見
上
げ

る
空
は
ま
だ
暗
い
。
風
も
な
く
濃
い

霧
の
中
に
杉
が
寡
黙
に
突
っ
立
っ
て
い

た
。
こ
の
静
寂
の
森
に
た
っ
た
一
人
で

入
る
勇
気
は
な
い
な
と
思
わ
せ
る
静

寂
な
空
間
だ
。

　

９
時
05
分
、
登
山
開
始
。
ま
ず

は
心
地
よ
い
登
山
道
だ
。
杉
と
松

と
モ
ミ
ジ
の
落
ち
葉
で
ふ
っ
か
ふ
か

の
ま
る
で
高
級
絨
毯
だ
。
こ
れ
は
良

い
と
膝
に
や
さ
し
い
登
山
道
に
喜
ん

だ
。
更
に
今
朝
の
雨
も
や
は
り
山
は

か
な
り
降
っ
た
ら
し
い
が
、
落
葉
の

お
蔭
で
滑
ら
な
い
。
し
ば
ら
く
は
平

た
ん
な
登
り
が
続
い
た
。
８
合
目
と

９
合
目
で
休
憩
を
取
り
、
２
時
間
近

く
登
る
と
や
っ
と
見
覚
え
の
あ
る
岩

　

市
房
山
は
宮
崎
県
と
熊
本
県
に

ま
た
が
る
米
良
三
山
の
一
つ
で
、
水

上
村
湯
山
の
市
房
神
社
を
い
た
だ
く

信
仰
の
山
で
あ
る
。
標
高
は
九
重
連

山
、
祖
母
山
、
国
見
岳
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
ず
１
７
２
２
ｍ
、
日
本

二
百
名
山
の
一
つ
だ
そ
う
だ
。
登
山

口
は
水
上
村
と
西
米
良
村
か
ら
可

能
だ
が
、
今
回
は
比
較
的
容
易
な

西
米
良
登
山
道
。
そ
れ
も
５
合
目

の
駐
車
場
を

素
通
り
し
て

更
に
林
道
を

ひ
た
走
り
、

７
合
目
近
く

の
作
業
小
屋

市房山
標高 1722m（　　  ）

2017年 12月3日（日）
天候：曇り
参加者：12名

霧の中を歩く

宮崎県
熊本県

霧
の
中
で
感
動
の
時
間
を
共
有
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今
年
２
０
１
８
年
に
は
初
の
劇
場
版
が
公

開
さ
れ
る
予
定
の
ア
ニ
メ
、「
夏
目
友
人
帳
」

の
舞
台
と
な
っ
た
〝
聖
地
〟
を
紹
介
し
て
い
く
。

　

主
人
公
た
ち
が
乗
る
列
車
や
駅
の
モ
デ

ル
と
な
っ
て
い
る
の
は
「
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
」
と

「
く
ま
川
鉄
道
」
の
二
つ
だ
が
、
山
深
い

と
こ
ろ
に
あ
る
肥
薩
線
の「
瀬
戸
石
駅
」は
、

い
か
に
も
怪

あ
や
か
しが
出
て
そ
う
な
駅
の
一
つ
。

　

同
駅
は
旧
鹿
児
島
本
線
開
通
の

翌
年
、
明
治
43
年
（
１
９
１
０
）

６
月
25
日
の
開
業
、
昭
和
62
年
12

月
に
駅
舎
は
撤
去
さ
れ
、
そ
の
後
は

駐
車
場
と
な
っ
て
い
る
（
本
誌
第
５

号
、
松
本
晉
一
「
球
磨
川
の
駅
・
も

の
が
た
り
⑤
瀬
戸
石
駅
」
参
照
）。

　

ア
ニ
メ
シ
リ
ー
ズ
の
１
期
５
話
で
登
場

す
る
「
森
口
駅
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
駅

だ
が
、
制
作
ス
タ
ッ
フ
が
こ
の
駅
の
雰
囲
気

を
気
に
入
り
、
原
作
に
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
追
加
し
た
と
い
う
裏
話
が
あ
る
。

の
ふ
る
さ
と
巡
り 

❷

瀬
戸
石
駅

（
八
代
市
坂
本
町
瀬
戸
石
）

アニメの中の瀬戸石駅
（© 緑川ゆき・白泉社／「夏
目友人帳」製作委員会）

劇場版アニメ
公 開 記 念

待合室

探
訪
ノ
ー
ト
が
置
い
て
あ
り
、
全
国
各
地
か

ら
訪
れ
た
フ
ァ
ン
の
熱
い
思
い
が
綴
ら
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
相
良
31
代
長な

が
ひ
ろ寛
公
が
、
こ
こ
の

「
三

し
ゃ
ん

産し
ゃ
ん
く
ぐ
り
」
を
通
っ
た
ら
嫡
男
に
恵

ま
れ
た
と
言
い
伝
え
が
あ
り
、「
子
宝
運
」

の
ご
利
益
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

雨
宮
神
社

（
球
磨
郡
相
良
村
川
辺
雨
宮
鶴
）

　

第
４
期
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
登
場
し
て

い
る
雨
宮
神
社
は
、
高
さ
約
35
ｍ
の
加
久

藤
熔
結
凝
灰
岩
の
丘
の
上
に
あ
り
、
南
側

に
あ
る
１
１
２
段
の
石
段
を
登
る
と
神
社

に
至
る
。

　

雨
乞
い
の
ご
利
益
が
あ
る
と
し
て
信
仰

を
集
め
る
神
社
で
、
こ
の
言
い
伝
え
は
１

期
２
話
に
出
て
き

た
「
露
神
様
」
の

モ
デ
ル
で
は
な
い

か
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
堂
内
に
は

第４期のオープニングで、小学生
の頃の夏目が佇んでいた神社はこ
こがモデル。（© 緑川ゆき・白泉
社／「夏目友人帳」製作委員会）

別名「トトロの森」と
呼ばれている丘

三産くぐり

堂内にあるノートには、全国各地
から訪れたファンの熱い思いが綴
られている

創建不詳、永享年中（1429 〜 1440）再興。祭神は「船玉神」
「天之水分神」「国立水分神」「久比邪持神」「高於加美神」
の５つ
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も
の
で
し
た
。
敗
戦
に
な
る
と
海
軍
の
兵
隊
さ
ん
達
は
何
時
の

間
に
か
居
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
渡
村
に
遊
び
に
行
っ
た
時
、
先
に
来
て
い
た
上
級

下
士
官
が
背
広
姿
で
訪
ね
て
来
て
い
る
の
に
会
い
ま
し
た
。
後

で
聞
い
た
話
で
は
、
彼
が
思
い
を
寄
せ
て
い
た
女
性
と
の
結
婚

を
考
え
て
の
訪
問
だ
っ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
結
果
は
不
成
功

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

結
局
、
敗
戦
間
近
か
の
日
本
海
軍
は
乗
船
す
る
軍
艦
が
殆

ど
沈
め
ら
れ
、
乗
る
船
も
な
く
陸
に
上
が
っ
て
、
陸
軍
に
な
っ

た
の
で
し
た
。

　

戦
災
を
経
験
し
た
私
は
孫
た
ち
の
為
に
も
、
戦
争
は
御
免
で

す
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
惨
禍
を
生
ん
だ
こ
と
に
対
す
る
反

省
か
ら
で
き
た
、
戦
争
は
し
な
い
、
戦
力
は
も
た
な
い
、
国
に

戦
争
を
さ
せ
な
い
と
い
う
、
日
本
国
憲
法
の
あ
り
か
た
そ
の
も

の
を
か
え
て
し
ま
う
改
憲
に
絶
対
反
対
で
す
。

【
せ
と
・
ち
こ
う
／
元
産
科
医
、
人
吉
市
】

陸
に
上
が
っ
た
帝
国
海
軍
と
私

瀬
戸
致
行

磨
村
渡
舟
戸
の
実
家
敷
地
内
に
高
射
砲
２
基
が
設
置
さ
れ
、

す
ぐ
目
の
前
に
あ
る
肥
薩
線
の
球
磨
川
に
架
か
る
鉄
橋
の
死
守

に
当
た
っ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
直
ぐ
近
く
に

住
ん
で
い
た
の
に
、
こ
の
高
射
砲
の
こ
と
が
判
ら
な
か
っ
た
の
は

軍
事
機
密
の
為
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

ひ
ど
い
食
糧
難
の
時
代
で
し
た
が
、
こ
の
集
会
場
の
窓
か
ら

中
を
覗
い
て
見
る
と
、
兵
隊
さ
ん
た
ち
は
白
米
を
食
べ
て
い
ま

し
た
。
食
事
前
の
準
備
や
寝
る
布
団
の
準
備
な
ど
が
号
令
一
下

行
わ
れ
、
少
々
年
配
の
兵
隊
さ
ん
達
が
若
い
上
官
に
叱
ら
れ
、

時
に
は
ビ
ン
タ
を
喰
い
な
が
ら
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

　

広
島
、
長
崎
に
風
船
爆
弾
（
原
子
爆
弾
）
が
落
と
さ
れ
、

そ
の
威
力
が
報
道
さ
れ
る
と
、
叔
父
の
家
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

部
屋
を
防
空
壕
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
こ
の
兵
隊
さ
ん
に
頼

み
、
終
わ
っ
た
ら
お
座
敷
で
焼
酎
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
、
下
士
官
さ
ん
と
親
し
く
な
っ
て
、
乾
パ
ン
（
海
軍
の

は
陸
軍
の
よ
り
大
型
で
）
を
貰
っ
て
食
べ
る
と
と
て
も
美
味
し
い

　

私
は
昭
和
20
年
４
月
、
大
東
亜
戦
争
末
期
の
頃
、
鹿
児
島

市
山
下
町
に
父
の
仕
事
の
関
係
で
熊
本
市
か
ら
移
転
し
て
来
て

い
ま
し
た
。
４
月
６
日
（
多
分
）、
鹿
児
島
市
へ
の
ア
メ
リ
カ

海
軍
艦
載
機
（
グ
ラ
マ
ン
）
の
初
空
襲
に
遭
い
、
早
々
に
母
の

実
家
の
球
磨
郡
渡
村
へ
父
母
と
兄
弟
三
人
が
疎
開
し
て
来
て
、

私
は
渡
国
民
学
校
の
５
年
生
に
編
入
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
渡
村

の
集
会
場
（
名
称
は
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
）
を
白
い
夏
服
の
日
本

帝
国
海
軍
30
人
程
が
宿
舎
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

何
故
、
海
軍
が
陸
地
に
居
た
の
か
私
に
は
永
年
、
疑
問
で
し

た
が
、
昭
和
27
年
８
月
13
日
の
人
吉
新
聞
に
、
現
在
相
良
村

柳
瀬
在
住
の
椎
屋
孝
雄
さ
ん
（
当
時
10
歳
く
ら
い
）
が
、
球
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人吉城西地下室遺構見取図（07. 原田）

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

様
な
構
造
物
が
存
在
す
る
は
ず
が
な
く
、

調
査
は
い
ず
れ
も
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
ま

す
。
調
査
の
目
的
は
、
貯
水
池
を
洗
礼

能
で
す
。

　

相
良
清
兵
衛
は
、
か
ね
て
よ
り
親
交

の
あ
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
小
西
行
長
の

居
城
で
あ
る
宇
土
市
の
宇
土
城
を
足
繁

く
訪
れ
て
お
り
、
行
長
を
通
し
て
設
計

図
を
入
手
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
相
良
清
兵
衛
が
自

分
で
造
り
上
げ
た
構
造
物
を
ユ
ダ
ヤ
教
の

も
の
と
知
る
は
ず
も
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教

の
構
造
物
と
し
て
使
用
し
た
に
違
い
な
い

と
言
え
ま
す
。

　

こ
こ
で
声
を
大
に
し
て
強
調
し
て
お
く

べ
き
こ
と
は
、
人
吉
城
地
下
室
遺
構
を
除

い
て
ミ
ク
ヴ
ェ
と
同
一
構
造
を
持
つ
構
造

物
は
日
本
国
内
の
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い

と
い
う
重
大
な
事
実
な
の
で
す
。
こ
れ
ま

で
人
吉
市
教
育
委
員
会
は
、
人
吉
城
地

下
室
遺
構
と
同
様
の
構
造
物
の
存
在
を

確
か
め
る
た
め
の
全
国
的
調
査
を
何
回

下
で
は
な
く
、
地
上
に
造
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
す
」
と
、
話
さ
れ
た
の
を
、
案
内
の

人
が
聞
い
て
い
る
の
で
す
。
残
念
な
こ
と

に
、
そ
の
人
の
名
前
も
住
所
も
不
明
な
の

で
す
。
ト
ル
コ
大
使
館
へ
も
手
紙
を
出
し

ま
し
た
が
、
返
事
は
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
、

ミ
ク
ヴ
ェ
の
存
在
は
ス
ペ
イ
ン
と
か
ト
ル

コ
と
い
っ
た
特
定
の
国
に
限
定
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
中
東
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

か
け
た
広
い
地
域
に
認
め
ら
れ
る
も
の
に

違
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と

は
、
人
吉
城
地
下
室
遺
構
の
存
在
に
強

い
関
心
を
持
つ
人
が
多
く
存
在
す
る
可

能
性
が
極
め
て
高
い
と
い
う
点
で
重
要
で

す
。
人
吉
城
地
下
室
遺
構
が
ミ
ク
ヴ
ェ
と

同
一
構
造
で
あ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
地

元
人
吉
の
伝
承
と
熊
本
県
宇
城
市
の
古

文
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
探
索
に
乗
り
出
し

た
結
果
だ
っ
た
の
で
す
。

　

な
お
、
ミ
ク
ヴ
ェ
の
存
在
に
つ
い
て
は

十
年
ほ
ど
前
、
人
吉
城
歴
史
館
を
訪
れ

た
人
が
、「
こ
の
地
下
室
遺
構
は
、
私
が

昨
年
訪
れ
た
ト
ル
コ
の
中
世
遺
跡
と
全

く
同
じ
構
造
で
す
。
違
う
と
こ
ろ
は
地

た
ち
は
人
吉
城
の
地
下
室
遺
構
を
造
っ
た

相
良
清
兵
衛
に
護
ら
れ
て
い
る
の
に
違
い

な
い
」
と
言
う
私
の
発
言
を
聞
い
て
い
た

娘
は
、
実
際
に
地
下
室
遺
構
を
見
、
俄

に
わ
か

に
興
味
が
高
ま
り
、
出
版
時
に
送
っ
て
い

た
拙
著
「
驚
愕
の
九
州
相
良
隠
れ
キ
リ

シ
タ
ン
」
を
取
り
出
し
、
初
め
て
完
読

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

相
良
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
と
共
に
、
そ
の
存
在
が
多
数
の

裏
付
け
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
把
握
し
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の

よ
う
な
私
の
見
解
が
地
元
に
お
い
て
無
視

さ
れ
続
け
て
い
る
事
を
知
っ
た
娘
は
、
父

親
の
積
年
の
無
念
を
晴
ら
す
べ
く
、
イ
ン

人
吉
城
内
の
地
下
室
遺
構

　

昨
年
十
二
月
末
、
こ
れ
ま
で
私
の

研
究
分
野
に
全
く
無
関
心
だ
っ
た
娘
か

ら
、
人
吉
城
内
に
あ
る
地
下
室
遺
構
に

類
似
し
た
遺
構
が
ス
ペ
イ
ン
の
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
地
方
に
位
置
す
る
ジ
ロ
ー
ナ
の
ユ

ダ
ヤ
教
博
物
館
（M

useu d'H
istòria 

dels Jueus

）
内
で
展
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
ミ
ク
ヴ
ェ

（M
icveh

＝
身
を
清
め
る
池
）」
と
呼

ば
れ
る
そ
の
遺
構
は
、
人
吉
城
地
下
室

遺
構
と
瓜
二
つ
言
え
る
ほ
ど
類
似
し
た

構
造
で
し
た
。
人
吉
在
住
の
頃
か
ら
「
私

倉
敷
便
り  

⑭   

　  

絵
と
文
／
原
田 

正
史

ユダヤ教博物館のパンフレットより
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私
は
今
年
、
積
年
の
願
い
で
あ
っ
た
津

軽
弘
前
を
訪
れ
、
清せ

い

兵び

ゃ衛
殿ど

ん

（
成
徳
院

殿
天
金
本
然
大
居
士
）
の
墓
参
り
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
墓
前
に
拙
著
を

捧
げ
て
、
こ
れ
ま
で
の
一
切
を
報
告
す
る

と
共
に
郷
土
発
展
へ
の
加
護
を
願
う
所
存

で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
永
年
に
わ
た

り
私
の
主
張
を
ご
理
解
い
た
だ
き
支
持
・

応
援
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
対
し
ま
し
て

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。
晴
れ
の
国
・
備
中
倉
敷
の
里
よ
り

皆
様
の
懐
か
し
き
面
影
を
偲
び
つ
つ
。

　

う
ち
廻め

ぐ

る
山
並
み
は
る
か
清
水
湧
く

　
　
　
　
　

我
が
古
里
は
麗
し
の
里

【
は
ら
だ
・
ま
さ
ふ
み
／
元
人
吉
市

文
化
財
保
護
委
員
、
倉
敷
市
】

な
い
し
は
、
人
吉
市
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

二
十
年
前
の
人
達
が
や
っ
た
こ
と
だ
か

ら
現
在
の
関
係
者
に
は
全
く
無
関
係
な

は
ず
だ
、
で
は
済
ま
さ
れ
ぬ
こ
と
な
の
で

す
。
何
故
な
ら
ば
、
そ
の
真
実
に
反
す
る

行
為
が
解
決
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
現
在
ま
で

継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。
更
に
遺
構
の
発
掘
当

初
、
正
し
く
キ
リ
シ
タ
ン
構
造
物
で
あ
る

と
発
表
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
国
内
は
勿

論
、
世
界
各
国
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
国

の
熱
い
注
目
を
浴
び
た
の
は
確
実
な
こ
と

で
あ
り
、
人
吉
へ
の
来
訪
者
が
急
増
し
た

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
こ
の

二
十
年
間
に
地
域
が
受
け
た
有
形
無
形

の
損
失
が
莫
大
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

遺
構
の
貯
水
池
を
真
実
と
は
無
縁
の

大
井
戸
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
遺
構

の
発
掘
復
元
に
関
与
し
た
一
部
の
人
が
、

遺
構
が
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
ま
み
れ
で
あ
る

の
を
見
て
、
こ
れ
が
世
間
に
知
れ
た
ら
大

変
な
こ
と
に
な
る
と
思
い
、「
大
井
戸
説
」

を
創
り
出
し
た
も
の
だ
と
す
る
話
が
、
内

部
の
人
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は

噂
話
の
類た

ぐ

い
で
す
か
ら
絶
対
的
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
大
井
戸
と
言
っ
た
説
明
が

現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
こ
の
こ
と
を
発
案
し
た
人
が
い
る
の

は
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
様
な

こ
と
が
一
人
だ
け
で
勝
手
に
決
め
ら
れ
る

は
ず
も
な
い
の
は
明
白
で
す
。
こ
の
様
な

問
題
を
含
め
て
、
遺
構
を
め
ぐ
る
一
切
の

疑
問
点
が
今
後
、
人
吉
市
教
育
委
員
会

て
も
国
の
重
要
文
化
財
に
は
認
定
さ
れ
る

で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
様
な
価
値
の
高

い
構
造
物
を
禁
教
令
発
令
後
に
、
平
然

と
し
て
造
り
上
げ
た
相
良
清
兵
衛
と
い

う
人
物
の
豪ご

う
た
ん胆
に
し
て
緻
密
な
計
画
性

を
伴
う
精
神
構
造
に
は
大
変
驚
か
さ
れ

ま
す
。

　

さ
て
前
論
は
こ
こ
ま
で
と
し
て
、
本
論

に
入
り
ま
す
。
今
回
の
発
見
に
よ
っ
て
人

吉
城
地
下
室
遺
構
の
貯
水
池
を
洗
礼
池

と
す
る
私
の
見
解
が
正
し
く
、
人
吉
市

教
育
委
員
会
な
い
し
人
吉
市
の
公
的
見
解

で
あ
る
貯
水
池
を
大
井
戸
と
す
る
主
張
は

間
違
い
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
結
論
に
至
る

ま
で
二
十
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
の
出
来
事
に
思
い
を
馳
せ
る
と
、
ま

こ
と
に
感
慨
無
量
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

存
在
で
あ
っ
て
、
し
か
も
中
東
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
か
け
て
の
歴
史
的
構
造
物
と
密

接
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
世
界
歴
史
遺
産
や
国
宝
へ
の
登
録

も
あ
な
が
ち
夢
物
語
で
は
な
さ
そ
う
に

さ
え
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
の
情
報
発
信

に
よ
り
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
国
外
か
ら

も
関
心
を
持
つ
人
達
が
人
吉
を
目
指
し

て
次
々
と
来
訪
す
る
の
は
確
実
な
こ
と
だ

と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
し

た
が
っ
て
学

術
的
な
評

価
を
下
す
に

違
い
な
い
こ

の
様
な
人
達

の
存
在
か
ら

も
、
国
宝
は

無
理
だ
と
し

池
と
す
る
私
の
見
解
を
否
定
す
る
た
め
に

国
内
の
何
カ
所
か
の
お
寺
に
行
水
用
の
も

の
だ
と
反
論
し
た
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
調
査
は
不
発
に
終
わ
り
ま
し
た

が
、
人
吉
城
地
下
室
遺
構
が
日
本
唯
一

の
貴
重
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
大
変
有
り
難
い
こ

と
で
す
。

　

人
吉
城
地
下
室
遺
構
が
日
本
唯
一
の

ユダヤ教博物館の資料の写真をスケッチしたもの
です。平地に建造されているために、右上に明
かり取りの窓があります。ユダヤ教では、出入り
口が同じだと体を洗っても再び汚れるため入口と
出口が別です。キリスト教にはこのような考え方は
なく、出入り口は一つです。
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た
。
そ
の
後
弘
前
藩
主
に
仕
え
新
田
開
発
や
薬
学
・
易
学
・
武
道
な

ど
様
々
を
享
受
、三
百
俵
三
十
人
扶
を
拝
領
。
八
十
八
歳
で
亡
く
な
っ

た
。

　

弘
前
で
の
多
く
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
津
軽
藩
主
か
ら
「
成
徳
院

殿
天
金
本
然
大
居
士
」
の
戒
名
を
賜
っ
た
。
殿
様
並
み
の
謚

お
く
り
なで
あ
る
。

　

人
吉
地
方
で
は
相
良
清
兵
衛
の
事
を
「
せ
い
び
ゃ
ー
ど
ん
」
と
親

し
み
を
込
め
て
呼
ん
で
い
た
そ
う
だ
。
こ
れ
は
西
郷
隆
盛
を
「
せ
ご

ど
ん
」
と
呼
ん
だ
の
と
同
様
、
敬
愛
の
念
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
人
吉

球
磨
の
文
化
財
が
こ
れ
ほ
ど
多
く
遺
さ
れ
た
の
も
清
兵
衛
の
お
陰
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
実
際
、
青
井
神
社
社
殿
を
は
じ
め
各
神
社
仏
閣

の
改
修
、
人
吉
市
街
地
の
整
備
、
人
吉
大
橋
の
架
橋
な
ど
に
尽
力
し

て
い
る
。史
実
に
書
か
れ
て
い
る
程
の
悪
人
で
あ
っ
た
の
か
、ど
う
も〝
負

け
れ
ば
賊
〟
の
感
が
拭
え
な
い
。
清
兵
衛
の
功
績
は
も
っ
と
も
っ
と
評

価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
の
思
い
で
、
生
誕
四
五
〇
年
に
当
た
る
今

年
小
説
を
書
い
て
み
た
。

【
や
ま
ぐ
ち
・
け
い
じ
／
人
吉
市
】

　

村 

上 
鬼 
拳

ポ
ツ
ン　

転
校
に
声
掛
け
て
や
り

雑
木
林　

モ
デ
ル
の
方
も
大
胆
か

痛
い　

口
の
滑
っ
た
車
中
談

銭
失
し
て　

君
に
ゃ
似
合
わ
ん
舞
扇

か
も
知
れ
ん　

故
買
の
線
で
追
う
つ
も
り

も
み
じ
マ
ー
ク　

ベ
テ
ラ
ン
マ
ー
ク
ち
ゅ
う
と
ば
い

し
ぶ
と
さ
が　

押
し
入
れ
は
ま
だ
懲こ

り
ら
ん
か

愛
想
も
こ
そ
も　

チ
ッ
プ
取
り
戻
そ
う
如
た
る

で
き
る
事
な
ら　

来
世
も
ち
ゅ
う
は
無
理
だ
ろ
か

何
を
今
更　

お
互
い
空
気
で
っ
し
ゅ
う
が

【
む
ら
か
み
・
き
け
ん
／
人
吉
市
】

　

秀
吉
亡
き
あ
と
の
一
六
〇
〇
（
慶
長
五
）

年
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
石
田
三
成
の
本

拠
地
岐
阜
大
垣
城
を
護
っ
た
が
、
清
兵
衛

の
策
に
よ
り
同
じ
く
城
を
守
る
三
成
の
妹

婿
は
じ
め
五
人
の
武
将
の
首
を
捕
り
家
康

に
贈
っ
て
徳
川
軍
に
寝
返
る
。
既
に
四
百

年
続
く
相
良
家
の
安
泰
に
尽
力
し
た
大
き
な
出
来
事
で
あ
る
。
こ

う
し
て
家
康
と
の
信
頼
関
係
を
作
っ
た
。

　

そ
の
後
名
実
と
も
に
筆
頭
家
老
と
し
て
近
世
人
吉
城
の
造
営
と

城
下
町
・
商
人
町
・
職
人
町
・
唐
人
町
な
ど
の
街
割
り
を
整
え
、

人
吉
大
橋
・
小
俣
橋
を
架
け
、
現
在
の
青
井
神
社
社
殿
を
は
じ
め

各
神
社
仏
閣
の
修
造
や
新
田
開
発
・
造
林
業
・
薬
草
研
究
に
尽
力

し
た
。
ほ
か
医
学
・
易
学
・
武
道
に
も
秀
で
て
い
た
。

　

後
年
、
藩
の
権
力
を
欲
し
い
ま
ま
に
し
た
と
し
て
七
十
三
歳
の
時

二
十
一
代
頼
寛
公
に
よ
り
幕
府
に
訴
え
ら
れ
、
江
戸
に
召
喚
さ
れ

た
。

　

こ
の
あ
と
、
養
子
半
兵
衛
の
造
反
で
城
下
最
大
の
内
乱
「
お
下

の
乱
」
に
よ
り
清
兵
衛
一
族
百
二
十
一
名
が
惨
殺
。

　

評
定
に
よ
り
清
兵
衛
は
関
ヶ
原
以
降
家
康
公
お
目
見
え
の
立
場

に
あ
る
と
し
切
腹
を
免
れ
、
青
森
の
弘
前
藩
津
軽
家
へ
流
罪
と
な
っ

　

相
良
家
歴
代
家
臣
の
中
で
最
も
優
れ
た
人
材
で
あ
っ
た
と
称
さ
れ

る
相さ

が

良ら

清せ
い

兵べ

え衛
は
、
今
年
が
生
誕
四
百
五
十
年
。

　

一
五
六
八
（
永
禄
十
一
）
年
八
月
二
日
、
の
ち
の
水
俣
城
代
家
老

犬
童
頼
安
の
長
男
と
し
て
上
村
に
生
ま
れ
、
幼
く
し
て
人
吉
城
の
す

ぐ
傍
に
あ
っ
た
「
延
命
院
」
に
修
業
の
た
め
に
預
け
ら
れ
た
。
十
四

歳
の
時
、
父
頼
安
が
護
る
水
俣
城
が
薩
摩
の
大
軍
に
攻
め
ら
れ
、
ひ

と
り
人
吉
を
抜
け
出
し
水
俣
城
に
入
り
初
陣
。
そ
の
後
、城
は
没
収
、

島
津
の
軍
門
に
下
り
、
堅
志
田
、
高
森
や
豊
後
大
友
攻
め
に
加
わ
っ

た
。
豊
臣
秀
吉
が
島
津
平
定
に
八
代
に
赴
い
た
二
十
代
頼
房
公
と

筆
頭
家
老
深
水
宗
芳
、
父
頼
安
ら
と
秀
吉
や
石
田
三
成
と
会
談
、

相
良
家
安
堵
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

一
五
九
二
（
文
禄
元
）
年
か
ら
の
文
禄
・
慶
長
の
役
に
「
相
良
」

の
姓
を
賜
り
出
陣
、
実
質
の
大
将
と
し
て
若
き
君
主
頼
房
公
を
支

え
、
兵
八
百
を
従
え
多
数
の
軍
功
を
得
て
秀
吉
か
ら
感
状
授
与
。

相
良
清
兵
衛
生
誕
四
百
五
十
年

︱
書
き
下
ろ
し
小
説
に
つ
い
て
︱山

口
啓
二
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そ
う
言
っ
て
、
甲
冑
を
す
べ
て
外
し
て
雑
兵
を
各
々
三
人
ば
か

り
連
れ
、
門
の
外
に
出
て
い
っ
た
。
門
は
固
く
閉
ざ
さ
れ
た
。
す

る
と
豊
永
五
助
は
素
知
ら
ぬ
ふ
り
で
竿
を
持
ち
竹
藪
の
測
量
に
か

か
っ
た
。
三
将
は
そ
の
仕
草
を
見
な
が
ら
清
兵
衛
頼
兄
と
堀
の
位

置
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
た
。

　

そ
の
時
清
兵
衛
の
合
図
が
あ
っ
た
。
勿
論
声
を
立
て
ず
、
左
手

に
持
っ
た
鞭
を
振
り
上
げ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

先
ず
清
兵
衛
頼
兄
が
す
ぐ
横
に
い
た
家
純
を
斬
っ
て
捨
て
た
。

家
純
の
卒
兵
の
一
人
が
手
に
し
た
槍
を
咄
嗟
に
清
兵
衛
の
背
中
に

突
き
立
て
た
が
、
鉄
鎖
の
内
衣
を
着
て
い
た
た
め
槍
は
刺
す
筈
が

な
か
っ
た
。
家
純
の
三
人
の
卒
兵
は
そ
の
場
で
す
で
に
頼
兄
に
斬

ら
れ
て
い
た
。

　

合
図
を
待
っ
て
構
え
て
い
た
神
瀬
九
兵
衛
と
蓑
田
甚
兵
衛
が
、

残
る
二
人
の
武
将
と
そ
の
卒
兵
の
前
に
音
も
無
く
近
寄
る
と
あ
っ

と
い
う
間
に
そ
の
命
を
奪
っ
た
。
日
ご
ろ
か
ら
の
タ
イ
捨
流
鍛
錬

に
務
め
た
強
者
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
味
方
に
数
人
の
死
者

と
け
が
人
が
出
た
。
電
光
石
火
の
如
き
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

事
が
終
わ
る
と
門
を
開
け
さ
せ
、
頼
房
公
、
種
長
公
、
元
種

公
は
直
ち
に
首
を
検
め
た
。
こ
れ
ら
武
将
の
首
は
す
ぐ
に
徳
川
軍

す
る
。
我
ら
城
を
出
た
の
ち
城
門
は
固
く
閉
ざ
し
、
一
兵
も
外
に

出
し
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
こ
に
居
る
者
は
そ
の
決
死
隊
で
あ
る
。
討

ち
取
り
の
合
図
を
し
た
ら
速
や
か
に
仕
留
め
る
べ
し
。
よ
い
な｣

　

選
ば
れ
た
精
鋭
十
人
余
り
の
相
良
武
士
は
速
や
か
に
行
動
し
、

そ
っ
と
城
を
抜
け
出
す
と
門
の
外
に
隠
れ
待
ち
伏
せ
の
態
勢
を

取
っ
た
。
清
兵
衛
は
こ
の
時
密
か
に
内
衣
に
鎖
の
か
た
び
ら
を
装

着
し
、
軽
装
の
卒
兵
豊
永
五
助
一
人
だ
け
連
れ
て
二
の
丸
に
入
っ

た
。
す
る
と
家
純
ほ
か
各
将
は
す
で
に
み
な
鎧
兜
を
着
用
し
始
め

て
い
た
。
清
兵
衛
は
そ
の
姿
を
見
て
驚
い

た
仕
草
を
し
、

　

｢

お
う
各
々
方
、
そ
の
よ
う
な
厳
重
な

る
武
装
を
さ
れ
て
お
っ
て
は
い
ざ
敵
に
見

つ
か
れ
ば
警
戒
さ
れ
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
攻

撃
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
る
。
こ
こ
は
甲
冑

を
脱
が
れ
、
身
軽
な
服
装
に
て
巡
視
に
参

り
ま
し
ょ
う
ぞ｣

　

｢

そ
う
言
え
ば
い
か
に
も
。
こ
の
ま
ま

出
向
い
た
ら
す
ぐ
に
討
た
れ
る
や
も
し
れ

ぬ
な｣

　■主な登場人物
相良清兵衛（犬童頼兄）＝相良藩家老
相良頼房（長毎）＝相良家第 20 代当主
秋月種長＝頼房の戦友、日向高鍋藩の藩主
高橋元種＝種長の実弟、延岡藩の藩主

　

大
垣
城
で
物
見
の
者
か
ら
東
軍
勝
利
の
一
報
を
聞
い
た
頼
房
公

や
清
兵
衛
、
種
長
、
元
種
公
は
早
速
軍
議
を
開
き
、
こ
の
度
の

計
画
を
実
行
す
る
時
が
来
た
と
確
信
し
た
。

　

｢

こ
の
ま
ま
で
す
と
こ
の
城
ご
と
討
ち
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す

る
。
か
く
な
る
上
は
先
般
の
申
し
合
わ
せ
の
通
り
に
い
た
し
ま
し
ょ

う
ぞ
。
そ
れ
が
全
う
で
き
な
け
れ
ば
お
家
の
存
続
は
不
可
能
に
ご

ざ
い
ま
す
る｣

　

翌
十
六
日
早
朝
、直
政
か
ら
早
馬
の
書
状
が
届
い
た
。
内
容
は
、

『
三
成
直
下
の
家
臣
の
首
を
討
ち
捕
れ
ば
そ
の
事
を
家
康
公
に
報

告
し
て
信
義
を
請
う
。
よ
っ
て
す
み
や
か
に
実
行
せ
よ
。
拙
者
、

実
は
昨
日
の
戦
で
右
肘
を
負
傷
し
、
花
押
押
印
は
適
わ
ぬ
』

　

｢

各
々
方
、
い
ざ
決
行
致
し
ま
し
ょ
う
ぞ
。
拙
者
二
の
丸
の
三

将
を
城
壁
の
外
に
お
び
き
出
し
て
こ
れ
を
斬
り
ま
す
る｣

　

清
兵
衛
は
早
速
段
取
り
に
か
か
っ
た
。
先
ず
、
二
の
丸
を
警
護

す
る
垣
見
以
下
三
将
に
、

　

｢

す
で
に
敵
が
と
り
囲
み
始
め
ま
し
た
が
、
い
ま
城
外
に
あ
る

竹
林
は
い
ざ
敵
が
攻
め
込
ん
で
参
っ
た
折
り
に
は
誠
に
不
便
で
あ

り
ま
す
故
、
こ
れ
を
伐
っ
て
堀
と
塁
の
修
復
が
急
ぎ
必
要
か
と
存

じ
ま
す
る
。
し
か
ら
ば
各
々
方
、
自
ら
こ
れ
を
ご
覧
戴
き
、
自
ら

の
兵
に
指
図
さ
れ
ん
事
を
願
い
ま
す
る｣

。

　

垣
見
、
熊
谷
、
木
村
の
三
将
と
も
同
意
し
、
城
の
周
り
を
見

分
す
る
事
に
し
た
。

　

頼
房
公
と
清
兵
衛
頼
兄
は
こ
の
後
、
神
瀬
九
兵
衛
、
蓑
田
甚

兵
衛
ら
幹
部
を
呼
び
寄
せ
、
清
兵
衛
が

　

｢
こ
の
度
相
良
家
存
亡
の
事
態
に
つ
き
、
打
ち
合
わ
せ
通
り
に

行
う
べ
し
。
若
し
達
成
出
来
な
け
れ
ば
主
君
頼
房
公
と
死
を
共
に

【
前
回
の
あ
ら
す
じ
】
秀
吉
急
逝
に
よ
り
朝
鮮
か
ら
帰
国
し
た
相
良
軍

の
大
将
・
相
良
清
兵
衛
は
、
戦
友
で
あ
る
秋
月
種
長
・
高
橋
元
種
ら

と
共
に
関
ヶ
原
・
大
垣
城
の
戦
に
赴
き
、
一
旦
は
西
軍
と
し
て
石
田
三

成
側
に
つ
い
た
が
、
徳
川
を
恐
れ
東
軍
に
寝
返
る
こ
と
に
な
っ
た
。

山
口 

啓
二

生誕 450 年
記 念
書き下ろし

小
説
・
相
良
清
兵
衛   

②
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「
そ
う
か
そ
う
か
、
あ
い
解
っ
た
。
質
の
件
は
ま
あ
慌
て
ず
と

も
よ
い
が
、
そ
う
な
れ
ば
諸
侯
か
ら
も
申
し
出
が
あ
る
や
も
し
れ

ぬ
な
。そ
の
事
に
つ
い
て
は
藤
堂
高
虎
と
話
さ
れ
る
が
よ
か
ろ
う
。

そ
う
じ
ゃ
清
兵
衛
、
清
正
が
た
ら
ふ
く
酒
を
飲
ん
だ
折
、
朝
鮮
で

の
虎
退
治
に
つ
い
て
口
を
滑
ら
せ
お
っ
た
が
、
あ
れ
も
そ
ち
が
お

膳
立
て
を
し
た
の
じ
ゃ
そ
う
だ
の
う
。
虎
退
治
と
い
う
よ
り
、
そ

ち
の
生
け
捕
っ
た
虎
を
突
い
た
だ
け
だ
っ
た
と
か
」

　

｢

恐
れ
入
り
ま
す
る
。
あ
の
折
は
北
方
か
ら
御
帰
還
の
途
中
。

清
正
殿
は
皇
子
二
人
に
は
会
わ
れ
捕
え
た
が
、
と
う
と
う
虎
に
は

巡
り
会
わ
な
ん
だ
、
と
か
申
し
て
お
い
で
で
ご
ざ
い
ま
し
た｣

。

　
「
そ
う
か
。
と
き
に
頼
房
殿
、
相
良
東
方
の
米
良
と
椎
葉
で
不

穏
の
動
き
が
あ
る
と
聞
き
及
ん
で
い
る
が
、
そ
ち
に
な
ん
と
か
収

め
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
が
叶
え
ば
米
良
は
高
橋
殿
に
、
椎
葉
は

相
良
殿
に
任
せ
る
所
存
だ
が
ど
う
じ
ゃ
」

　

｢

か
し
こ
ま
り
ま
し
て
ご
ざ
い
ま
す
る
。
こ
の
清
兵
衛
と
と
も
に

対
処
い
た
し
ま
し
ょ
う｣

　
「
そ
う
し
て
く
れ
る
か
。
あ
の
地
は
平
安
の
世
か
ら
も
め
事
が

絶
え
な
い
ゆ
え
、
天
領
と
し
て
今
ま
で
治
め
て
参
っ
た
様
だ
が
、

な
に
せ
遠
く
離
れ
た
所
で
目
が
届
か
ぬ
。
相
良
殿
が
眼
を
か
け
て

　
「
お
お
、
朝
鮮
で
の
活
躍
も
た
び
た
び
耳
に
入
っ
て
お
っ
た
が
、

あ
奴
ま
た
し
て
も
や
り
お
っ
た
か
。
構
わ
ぬ
、
同
道
い
た
す
よ
う

伝
え
よ
」

　
「
は
は
、
実
は
相
良
清
兵
衛
、
す
で
に
草
津
入
り
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
こ
は
主
君
の
到
着
を
待
っ
て
東
照
公
に
お
目
見
え
す
る

の
が
当
然
と
し
、
裏
に
控
え
て
ご
ざ
い
ま
す
る
。
な
に
分
、
義
を

重
ん
ず
る
者
に
ご
ざ
り
ま
す
る
様
で
」。

　
「
そ
れ
は
忠
義
よ
の
う
。
皆
が
参
っ
た
ら
す
ぐ
に
案
内
せ
よ
」

　

二
日
後
の
昼
す
ぎ
、
伏
見
城
で
よ
う
や
く
家
康
と
の
お
目
見
え

が
叶
っ
た
。

　

｢

相
良
殿
、
こ
の
度
は
大
義
で
あ
っ
た
の
う
。
秋
月
殿
も
高
橋

殿
も
よ
き
働
き
じ
ゃ
っ
た
。
先
般
の
誓
紙
の
通
り
の
図
り
様
、
流

石
は
名
だ
た
る
相
良
殿
じ
ゃ
。
そ
れ
に
清
兵
衛
と
申
し
た
な
、
こ

の
度
の
事
長
政
よ
り
詳
し
く
報
告
を
受
け
て
お
る
。
首
尾
万
端
整

い
、
活
躍
誠
に
天
晴
れ
で
あ
っ
た
。
重

ち
ょ
う
じ
ょ
う
畳
、
重
畳｣

　

｢

は
は
っ
、
有
り
難
き
お
褒
め
の
お
言
葉
、
頼
房
恐
悦
に
存
じ

ま
す
る
。
我
ら
三
将
、
終
生
東
照
公
に
お
仕
え
し
て
参
る
所
存

に
ご
ざ
い
ま
す
る
。
そ
の
証
し
と
し
て
先
ず
は
我
が
生
母
了
玄
院

を
質
と
し
て
江
戸
に
送
り
た
く
存
じ
ま
す
る｣

。

事
に
役
目
を
果
た
し
た
。
弓
矢
や
鉄
砲
の
攻
撃
を
躱か

わ

し
た
亀
甲

車
は
城
門
に
た
ど
り
着
い
た
。
そ
し
て
扉
の
金
具
を
外
し
始
め

た
。
よ
う
や
く
門
が
開
き
、
そ
こ
へ
待
ち
構
え
た
三
軍
が
一
斉
に

城
内
へ
と
な
だ
れ
込
ん
だ
。
火
矢
が
放
た
れ
、
激
戦
と
な
り
一
進

一
退
が
続
き
、
味
方
に
も
死
傷
者
が
何
人
も
出
た
。
そ
こ
で
敵
将

に
矢
文
を
送
り
降
伏
を
促
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
頭
を
丸
め
た

数
人
が
本
丸
を
去
る
の
が
見
え
た
。
蓑
田
甚
兵
衛
は
そ
れ
が
福

原
直
高
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
が
、
わ
ざ
と
見
過
ご
し
た
。
大

将
が
い
な
け
れ
ば
兵
は
す
ぐ
に
降
伏
す
る
と
考
え
た
の
だ
。
大
将

ら
が
逃
げ
た
と
知
る
と
卒
兵
も
遂
に
観
念
し
、
白
旗
を
挙
げ
て
降

伏
し
た
。
数
日
後
に
福
原
直
高
ら
は
捕
え
ら
れ
た
。

　

す
で
に
送
ら
れ
て
い
た
垣
見
・
熊
谷
・
木
村
ら
の
首
は
水
野
勝

成
を
介
し
て
、
草
津
に
来
て
い
た
家
康
の
元
に
届
け
ら
れ
、
見
分

が
済
ん
で
い
た
。
敵
の
各
将
の
死
を
知
っ
た
家
康
は
、

　
｢

さ
す
が
は
誉
れ
高
き
相
良
殿
じ
ゃ
、
秋
月
殿
も
高
橋
殿
も
よ

う
や
っ
て
く
れ
た
。
直
政
、
す
ぐ
に
各
将
を
呼
び
集
め
い｣

　

｢
か
し
こ
ま
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
る
。
こ
の
戦
略
を
立
て
ま
し
た
の

は
相
良
筆
頭
家
老
の
相
良
清
兵
衛
頼
兄
に
ご
ざ
り
ま
す
れ
ば
、
こ

の
者
も
一
緒
に
お
目
通
り
戴
け
ま
す
ま
い
か｣

の
水
野
勝
茂
を
通
じ
井
伊
直
政
に
送
ら
れ
た
。
次
は
二
の
丸
を

護
る
卒
兵
の
始
末
で
あ
っ
た
。
百
人
程
で
守
ら
れ
た
城
は
各
々
の

大
将
も
す
で
に
お
ら
ず
意
外
と
容
易
く
落
ち
た
。
そ
の
間
に
本
丸

は
扉
を
固
く
閉
じ
、
福
原
直
高
は
籠
城
を
選
ん
だ
。
首
を
見
分

し
た
直
政
に
は
、
秋
月
と
高
橋
、
相
良
を
も
っ
て
こ
の
ま
ま
一
気

に
福
原
を
攻
め
た
い
旨
を
伝
え
た
が
、返
事
は『
待
て
』で
あ
っ
た
。

　

夕
刻
ま
で
硬
直
し
た
状
態
が
続
い
た
。
完
全
に
城
を
取
り
囲
ん

で
い
た
と
こ
ろ
へ
水
野
勝
茂
ら
の
軍
が
到
着
し
た
。

　

勝
茂
ら
は
そ
の
ま
ま
本
丸
を
攻
め
た
が
、
櫓
か
ら
の
弓
矢
と
鉄

砲
の
攻
撃
は
凄
ま
じ
く
一
向
に
堕
ち
る
気
配
が
な
く
、
相
良
秋
月

高
橋
三
軍
に
応
援
を
求
め
る
始
末
で
あ
っ
た
。
そ
の
ま
ま
夜
を
迎

え
た
。

　

早
朝
、
相
良
軍
は
清
兵
衛
達
が
考
案
し
た
得
意
の
亀
甲
車
を

仕
立
て
、
本
丸
の
門
に
一
気
に
乗
り
付
け
た
。

　

こ
の
亀
甲
車
と
は
か
つ
て
相
良
軍
が
島
津
と
共
に
阿
蘇
堅
志

田
城
を
攻
め
る
と
き
に
今
は
亡
き
盟
友
深
水
摂
津
介
と
考
え
た
、

し
っ
か
り
濡
ら
し
た
戸
板
に
更
に
生
板
を
張
り
付
け
荷
車
を
囲

い
、
小
窓
を
開
け
て
そ
こ
か
ら
矢
や
鉄
砲
で
撃
ち
抜
く
も
の
で
、

こ
の
車
は
朝
鮮
・
蔚
山
で
の
戦
い
で
も
黒
田
官
兵
衛
の
も
と
に
見
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生
活
が
訪
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
頼
房
公
も
徳
川
家
血
筋
の
名
前

に
当
た
る
為
と
し
、
名
を
『
長な

が
つ
ね毎

』
公
に
改
め
ら
れ
た
。
清
兵

衛
頼
兄
は
関
ヶ
原
・
大
垣
の
軍
功
に
よ
り
五
五
〇
石
が
加
増
さ
れ
、

計
二
五
五
〇
石
と
な
っ
た
。
清
正
公
は
球
磨
を
除
く
肥
後
の
全
土

五
十
四
万
石
を
賜
っ
た
。

【
や
ま
ぐ
ち
・
け
い
じ
／
人
吉
市
】

届
け
る
よ
う
に
し
て
相
良
軍
は
よ
う
や
く
帰
路
に
就
い
た
。
し
か

し
、
蓑
田
甚
兵
衛
は
三
成
の
妹
婿
で
あ
る
敵
将
の
福
原
直
高
の
逃

亡
を
見
逃
し
た
、
と
い
う
罪
で
頼
房
公
か
ら
お
咎
め
を
受
け
、
し

ば
し
京
都
相
良
屋
敷
に
と
ど
め
置
く
こ
と
と
な
っ
た
。
甚
兵
衛
は

朝
鮮
で
も
大
い
に
活
躍
し
、
多
く
の
手
柄
を
あ
げ
た
の
で
公
よ
り

幾
度
も
褒
美
を
授
か
っ
て
い
た
の
で
意
外
な
処
分
で
あ
っ
た
。

　

甚
兵
衛
に
は
と
て
も
美
し
い
妻
『
よ
し
』
と
三
つ
に
な
る
息
子
の

『
半
兵
衛
』
が
い
た
。
清
兵
衛
と
共
に
四
年
前
朝
鮮
か
ら
一
時
帰

国
し
た
折
に
出
来
た
子
で
あ
っ
た
。
す
で
に
山
か
ら
の
風
は
冷
た

く
、
こ
ん
な
朝
の
人
吉
は
霧
が
深
く
て
寒
い
だ
ろ
う
と
旅
先
の
話

題
に
上
が
っ
た
。
相
良
家
も
秋
月
家
、
高
橋
家
と
共
に
領
土
は
そ

の
ま
ま
安
堵
さ
れ
、
ま
た
し
て
も
難
を
逃
れ
今
度
は
徳
川
家
へ
仕

え
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

天
下
分
け
目
の
大
決
戦
が
終
わ
り
、
相
良
軍
は
冬
を
眼
の
前
に

し
た
霧
深
い
日
、
ひ
と
月
を
か
け
て
よ
う
や
く
人
吉
に
帰
国
す
る

事
が
出
来
た
。
暮
れ
の
十
二
月
十
三
日
、
前
の
年
に
秋
月
家
か

ら
輿
入
れ
し
た
頼
房
公
の
正
室
い
く
殿
が
待
望
の
男
の
子
を
生
ん

だ
。『
長
寿
丸
』
と
命
名
さ
れ
そ
の
誕
生
祝
い
は
お
家
存
続
の
事

も
合
わ
せ
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
正
月
が
明
け
、
人
吉
に
も
静
か
な

入
れ
い
た
だ
け
れ
ば
実
に
有
り
難
き
こ
と
。
さ
す
れ
ば
あ
の
地
に

立
派
な
社
殿
を
造
り
た
く
存
じ
上
げ
ま
す
る
。
の
う
清
兵
衛
」

　
「
い
か
に
も
。
誠
に
有
り
難
き
幸
せ
に
ご
ざ
い
ま
す
る
」

　
「
相
良
殿
、
お
手
前
の
地
に
は
良
い
木
が
た
く
さ
ん
ご
ざ
ろ
う

が
、
社
殿
の
柱
に
な
る
主
だ
っ
た
木
は
儂
に
送
ら
せ
て
貰
お
う

か
。
木
曽
の
山
の
木
を
手
配
す
る
ゆ
え
使
わ
れ
る
が
良
い
。
あ
の

地
方
の
木
は
お
伊
勢
さ
ん
に
も
使
わ
れ
て
お
る
で
の
う
」

　
「
そ
れ
は
あ
り
が
た
き
こ
と
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
る
」

　
「
お
う
、
さ
す
れ
ば
ど
こ
や
ら
に
彫
り
も
の
も
居
る
で
ご
ざ
ろ

う
の
う
。
下
絵
は
懇
意
に
し
て
お
る
狩
野
派
の
い
ず
れ
か
を
紹
介

す
る
ゆ
え
、
い
い
図
案
を
考
え
て
く
れ
る
と
思
う
ぞ
。
ま
、
期
待

し
て
お
れ
」

　

｢

東
昭
公
様
、
そ
れ
は
そ
れ
は
重
ね
て
恐
れ
入
っ
て
ご
ざ
い
ま
す

る｣

　
「
相
良
殿
、
そ
ち
の
此
度
の
大
垣
で
の
働
き
は
の
う
、
そ
れ
ほ

ど
の
価
値
が
あ
っ
た
と
い
う
事
よ
。
あ
っ
は
っ
は
」

　

十
月
一
日
、
京
都
六
条
河
原
に
お
い
て
石
田
三
成
、
小
西
行
長
、

長
束
正
家
ら
が
処
刑
さ
れ
三
条
河
原
に
晒
さ
れ
た
。
そ
れ
を
見

く
れ
れ
ば
安
泰
じ
ゃ
、
の
う
長
政
」。

　
「
仰
せ
の
と
お
り
に
ご
ざ
い
ま
す
る
。
相
良
殿
は
鎌
倉
よ
り
の

御
家
柄
、
頼
房
殿
期
待
し
て
お
り
ま
す
ぞ
」

　

｢

東
照
公
様
、
清
兵
衛
、
殿
に
な
り
替
わ
り
ま
し
て
誠
に
恐
縮

な
お
願
い
が
ご
ざ
い
ま
す
る｣

　

｢

如
何
し
た
清
兵
衛
、
何
な
り
と
申
す
が
良
い｣

　
「
実
は
、
朝
鮮
で
無
事
に
役
目
を
果
た
し
た
折
に
は
、
我
が
人

吉
の
守
り
神
青
井
社
を
立
派
に
建
て
直
す
と
お
誓
い
申
し
て
出
陣

い
た
し
ま
し
て
ご
ざ
い
ま
す
る
。
お
陰
を
持
ち
、
な
ん
と
か
此
度

の
戦
も
殿
と
共
に
無
事
に
生
き
延
び
ま
し
て
ご
ざ
る
。
そ
こ
で
お

願
い
で
ご
ざ
る
が
、
青
井
社
を
建
て
替
え
る
折
り
に
必
要
な
大
工

や
錺

か
ざ
り

職
人
、
漆

う
る
し

職
人
を
球
磨
に
遣
わ
し
て
は
戴
け
ま
せ
ぬ
か
と
。

さ
す
れ
ば
、
我
が
相
良
家
の
良
き
守
り
神
に
な
る
か
と
存
じ
上
げ

ま
す
る｣

　

｢

ほ
う
、
青
井
社
と
は
確
か
阿
蘇
社
の
末
社
で
ご
ざ
っ
た
か
な
。

あ
い
解
っ
た
。
そ
の
件
は
息
子
の
秀
忠
と
相
談
な
さ
れ
よ
。
余
の

方
か
ら
指
図
を
致
し
て
お
く
ゆ
え｣

　
「
有
り
難
き
幸
せ
に
ご
ざ
い
ま
す
る
。
こ
の
清
兵
衛
途
方
も
な

き
お
願
い
を
申
し
、
誠
に
恐
縮
至
極
に
御
座
り
ま
す
る
が
お
聞
き
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─ 6 月までの通常国会で安倍改憲発議！─
日米安全保障、安保法制。改憲によって「戦争できる国」へと
変貌する。安倍政権下での改憲に反対の声多し。

　text（テキスト・テクスト）は、一般的には書物などで註釈や挿絵などを除い
た本文のことですが、翻訳などに対する原文、討論などの題目の意でも使われ
ます。
　textだけで教科書の意で使うこともありますが、教科書は普通 textbook（テ
キストブック）といいます。「a textbook father（ファーザー）、申し分のない父」
のように「模範的な」の意で皮肉って使うこともあります。
　textの語源は、ラテン語「texere（テックセレ）、織る・編む」の過去分詞形「textus
（テックストゥス）、織られたもの・編まれたもの」で、textには文章が「編ま
れたもの」の意が含まれています。
　textの派生語「context（コンテクスト）、文脈・事柄・事件の前後関係」は、「con
（共に）＋ text（織る）」（織り合わせる）、「pretext（プリテクスト）、口実・
包み隠し」は、「pre（前に）＋ text（編む）」（前もって編んでおく）が原義です。
　390の「text・texture・textile・Tex」と関連します。

外来語から学ぶ英単語 （23）…… 藤原　宏

テキスト・テキストブック・コンテクスト・プリテクスト
text　　　textbook　　context　　　pretext　

（389）

今月の詩
う た

　㉒　最終回

 人吉球磨児童生徒文詩集「やまぎり」から
第 35 号（2009 年３月発行）　選・作文の会

今
年
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
あ
っ
た
か
い
気
持
ち
が

い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
た
ぜ
ん
ざ
い
を
食
べ
る

「
ち
ょ
っ
と
う
す
か
っ
た
か
な
。」
と

心
配
そ
う
に
差
し
出
す
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

で
も
と
て
も
お
い
し
い
味
だ

心
あ
っ
た
ま
る

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
族
み
ん
な
を
喜
ば
せ
る
気
持
ち
が

い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
て
い
る

来
年
も
い
つ
も
笑
顔
で
い
る

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
い
に
行
こ
う

日
本
一
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ぜ
ん
ざ
い
を
食
べ
に

行
こ
う

【
評
】
家
族
の
温
か
さ
が
読
み
手
に
ま
で
広
が
る
詩

で
す
。
現
在
形
の
言
い
切
り
で
語
尾
が
結
ば
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
お
い
し
い
ぜ
ん
ざ
い
を
た
べ
な
が

ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
想
う
高
場
さ
ん
の
気
持
ち

が
よ
り
強
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

地
域
文
詩
集
「
や
ま
ぎ
り
」
に
つ
い
て

　

１
９
７
４
年
に
創
刊
さ
れ
た
人
吉
球
磨
作

文
の
会
発
行
の
「
や
ま
ぎ
り
」
は
、
２
０
０
９

年
３
月
の
第
35
号
を
も
っ
て
休
刊
と
な
り
ま
し

た
。「
週
刊
ひ
と
よ
し
」
時
代
よ
り
長
き
に
わ

た
り
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
号
で
終
わ
り

ま
す
。
い
ず
れ
「
や
ま
ぎ
り
選
集
」
が
発
刊
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
本
連
載
を
閉
じ
ま
す
。

　
ぜ
ん
ざ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
吉
二
中  

二
年
　
高
場 

藍
加
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子
捨
（
コ
ス
テ
）

︱
人
吉
市
上
戸
越
町
︱

　

ム
ラ
区
域
の
先
端
を
表
現
す
る
地
名
の

中
に
は
球
磨
村
神
瀬
字
紫
野
の
よ
う
に
上

品
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
あ
る
一
方
で
は
、
人

吉
市
上
戸
越
町
字
上
子
捨
（
カ
ミ
コ
ス
テ
）

字
下
子
捨
（
シ
モ
コ
ス
テ
）
や
五
木
村
の

子
別
峠
（
コ
ベ
ッ
ト
ウ
）
な
ど
の
よ
う
に

悲
惨
な
漢
字
を
当
て
る
所
も
あ
る
。

　

人
吉
市
上
戸
越
町
字
上
・
下
子
捨
を
先

端
地
名
と
断
定
す
る
の
は
、
字
図
に
よ
っ

て
下
永
野
と
の
境
界
に
位
置
す
る
こ
と
が

明
白
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
名
の

子
捨
が
文
字
通
り
の
子
捨
場
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
境
界
地
に
名
付
け
ら
れ
た
子

捨
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
考
え
る
。

　

ふ
だ
ん
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
日
常
語

の
中
に
は
意
味
不
明
の
〝
子
〟
が
幾
つ
も

あ
る
。

　

帽
子
、障
子
、椅
子
、扇
子
、息
子
ン
子
、

娘
ン
子
、
隅
っ
コ
な
ど
の
子
や
コ
は
語
尾
の

付
け
た
り
で
あ
っ
て
、
無
く
て
も
よ
い
語
で

あ
る
。
東
北
の
人
た
ち
が
、
ド
ジ
ョ
ッ
コ
、

フ
ナ
ッ
コ
な
ど
と
い
う
コ
と
同
じ
で
あ
る
。

語
尾
と
は
反
対
に
語
頭
に
付
け
る
コ
も
似

た
よ
う
な
も
の
。
コ
し
ゃ
く
、
コ
ぎ
れ
い
、

コ
気
味
よ
い
、
な
ど
の
コ
は
小
が
当
て
ら

れ
る
。

　

地
名
用
語
の
場
合
は
小（
コ
）と
子（
コ
）

の
明
確
な
使
い
分
け
は
見
ら
れ
な
い
。
子

別
峠
を
小
別
当
の
当
て
字
と
推
理
す
る
の

は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
論
法
か
ら
す

れ
ば
子
捨
は
小
捨
に
置
き
換
え
る
こ
と
も

で
き
よ
う
。
間
引
き
や
捨
子
は
古
く
か
ら

行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
地
名
化
す
る

と
は
思
え
な
い
点
で
も
、
子
捨
は
小
捨
と

見
る
方
が
理
に
か
な
う
で
あ
ろ
う
。

　
字
図
で
見
る
球
磨
の
地
名 

㉒
　
上
村
重
次

復
刻

掲
載

【
お
こ
と
わ
り
】
本
連
載
は
平
成
６
年
か
ら

９
年
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
の
復
刻
版

で
す
。
あ
え
て
合
併
前
の
町
村
名
を
そ
の

ま
ま
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
推
理
の
糸
を
た
ぐ
っ
て
く
る

と
、
問
題
の
カ
ギ
は
〝
捨
〟
に
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
捨
銭
（
す
て
ぜ
に
）、捨
売
（
す

て
う
り
）、
捨
台
詞
（
す
て
ぜ
り
ふ
）
な

ど
捨
の
熟
語
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
地
名

用
語
に
な
じ
む
語
は
見
つ
か
ら
な
い
。「
地

名
を
知
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
地
名
に
聞
く
」

の
が
一
番
。
球
磨
地
区
の
捨
地
名
を
検
索

し
た
結
果
、人
吉
市
木
地
屋
町
字
捨
利（
ス

タ
リ
）
が
あ
っ
た
。
現
行
字
名
は
捨
り
（
ス

タ
リ
）
に
な
っ
て
い
る
。
字
図
を
見
る
と
大

字
古
仏
頂
と
の
境
に
位
置
す
る
。

　
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
を
見
る
と
、
球

磨
で
は
末
っ
子
を
ス
ッ
タ
イ
ゴ
と
言
う
。
南

九
州
で
は
先
端
の
こ
と
を
シ
ッ
タ
レ
、
ス
ッ

タ
レ
と
呼
ぶ
語
が
転
化
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
漢
字
は
尻
垂
（
し
り
た
れ
、
尻
肉
の

先
端
）
が
当
て
て
あ
る
。

　

木
地
屋
町
字
捨
利
は
ム
ラ
区
域
の
端
っ

こ
を
尻
垂（
し
り
た
れ
）と
表
現
し
た
の
が
、

ス
ッ
タ
レ
→
ス
タ
リ
と
変
化
し
た
経
緯
が

理
解
で
き
る
。
上
戸
越
町
字
上
・
下
子
捨

は
小
尻
垂
（
コ
ス
タ
リ
）
だ
っ
た
の
が
子

捨
に
当
て
字
さ
れ
、
コ
ス
テ
と
読
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
子
捨
に
向
か

い
合
う
下
永
野
町
字
地
蔵
平
（
ヂ
ゾ
ウ
ヒ

ラ
）
は
境
界
守
護
の
地
蔵
尊
に
ち
な
む
の

か
、
或
い
は
子
捨
に
対
応
し
て
子
供
救
済

の
地
蔵
尊
が
杷
ら
れ
て
地
名
化
し
た
こ
と

も
想
像
さ
れ
る
。

田
子
山
（
タ
ゴ
ヤ
マ
）︱

錦
町
木
上
︱

　

田
子
山
は
高
原
台
地
に
あ
る
小
字
で

あ
っ
て
山
の
名
称
で
は
な
い
。
田
子
地
名

に
つ
い
て
は
『
萬
葉
集
』
巻
三
・
３
１
８

の
有
名
な
歌
が
あ
る
。

　
た
ご
の
う
ら
ゆ　

う
ち
い
で
て
み
れ
ば　

ま
し
ろ
に
ぞ

　

田
児
之
浦
従　

打
出
而
見
者　

真
白
衣

　

ふ
じ
の
た
か
ね
に　

ゆ
き
は
ふ
り
け
る

　

不
盡
能
高
嶺
爾　

雪
波
零
家
留

　

こ
の
歌
は
山
部
宿
禰
赤
人
（
や
ま
べ
の

す
く
ね
あ
か
ひ
と
）
が
富
士
山
を
望
ん
で

詠
ん
だ
長
歌
の
反
歌
で
あ
り
、
田
児
之

浦
は
静
岡
県
富
士
市
の
海
浜
で
駿
河
湾

の
湾
奥
に
位
置
す
る
。
田
子
浦
と
木
上

の
田
子
山
の
〝
田
子
〟
は
共
通
し
た
地
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談
合
峰
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
天
草
郡

大
矢
野
町
湯
島
の
別
称
、
談
合
島
（
ダ

ン
ゴ
ジ
マ
）
で
あ
る
。
天
草
乱
の
前
、
一

揆
勢
が
談
合
し
た
島
と
伝
え
ら
れ
る
が

確
証
は
な
く
用
字
に
ち
な
ん
だ
俗
説
で

あ
ろ
う
。

　

談
合
は
談か

た

り
合
い
の
音
読
で
あ
る
。
タ

ゴ
地
名
は
談
合
場
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
そ

の
ル
ー
ツ
は
萬
葉
時
代
の
嬥
歌
（
か
が
い
、

歌
垣
）で
あ
ろ
う
。
古
代
の
人
々
が
ム
ラ
・

性
別
の
垣
根
を
超
越
し
て
自
由
行
動
が

で
き
た
と
こ
ろ
を
イ
ン
テ
リ
は
嬥
歌
場
と

称
し
、
民
衆
は
談
合
場
と
呼
ん
で
い
た
こ

と
か
ら
後
に
は
催
合
地
、
入
会
地
が
ダ
ゴ

（
談
合
）
に
な
り
、
田
子
の
字
が
当
て
ら

れ
た
の
だ
ろ
う
。
木
上
字
田
子
山
は
入

会
地
の
表
現
と
判
断
す
る
。

【
う
え
む
ら
・
し
げ
じ
／
宇
土
市
生
ま

れ
、
元
熊
本
日
日
新
聞
社
記
者
】

的
な
解
釈
は
錦
町
木
上
宇
田
子
山
に
あ

て
は
め
よ
う
も
な
い
。

　

視
野
を
広
げ
て
み
る
。
熊
本
県
内
の

字
名
で
は
玉
名
市
北
坂
門
宇
田
子
山（
タ

コ
ヤ
マ
）、
鹿
本
郡
菊
鹿
町
松
尾
宇
田
子

山
（
タ
ゴ
ヤ
マ
）、
同
郡
檀
木
町
轟
宇
田

子
山
（
タ
ネ
ヤ
マ
）、
八
代
市
野
田
崎
宇

田
子
崎
（
タ
ゴ
サ
キ
）、
阿
蘇
郡
蘇
陽
町

大
野
宇
田
子
水
（
タ
ゴ
ミ
ヅ
）
が
あ
り
、

熊
本
市
旧
島
崎
村
字
団
子
原
（
ダ
ゴ
バ

ル
）
も
同
系
地
名
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
タ
ゴ
地
名
は
ほ
と
ん
ど
ム
ラ

境
に
あ
る
。
そ
こ
で
県
境
の
タ
ゴ
地
名
を

探
し
た
ら
山
形
県
東
置
賜
郡
駄
子
町（
ダ

ン
ゴ
マ
チ
）
は
宮
城
県
境
に
位
置
し
、
新

潟
・
群
馬
県
境
の
丹
後
山
（
タ
ン
ゴ
ヤ

マ
、
１
８
０
９
㍍
）、
京
都
・
兵
庫
県

境
の
丹
後
山
地
（
タ
ン
ゴ
サ
ン
チ
）、
新

潟
・
福
島
県
境
の
談
合
峰
（
ダ
ン
ゴ
ミ
ネ
、

１
０
２
７
㍍
）
な
ど
が
あ
っ
た
。

名
で
あ
ろ
う
。
時
と
所
を
遠
く
隔
て
て
同

意
地
名
が
存
在
す
る
の
に
は
強
い
関
心
を

抱
か
ず
に
は
お
れ
な
い
。

　

田
子
地
名
は
萬
葉
の
歌
枕
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
昔
か
ら
種
々
の
説
が
発

表
さ
れ
て
い
る
が
、
納
得
で
き
る
論
考
に

出
合
っ
た
こ
と
が
な
い
。
静
岡
県
の
田
子

の
浦
に
限
れ
ば
、
諸
説
そ
れ
ぞ
れ
に
理
が

あ
る
も
の
の
、
全
国
的
に
散
在
す
る
田
子

地
名
を
カ
バ
ー
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
『
大
言
海
』
に
は
「
田
子　

た
ご
（
子

は
舟
子
、
馬
子
の
子
と
同
じ
）、
田
を
作

る
者
、
田
人
（
た
び
と
）　

農
民
」　
「
担

桶　

た
ご
（
田
籠
の
義
、
或
い
は
田
子

浦
の
義
で
田
子
の
浦
の
汐
汲
桶
に
起
こ

る
）　

に
な
い
桶
、
こ
え
た
ご
（
肥
桶
）

の
略
」　
「
団
子　

だ
ご
」
な
ど
が
あ
げ

て
あ
る
。
田
子
の
浦
の
地
名
解
説
は
農

民
、
田
舎
、
担
桶
（
た
ご
）
の
視
点
で

展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
近
視
眼

古
き
道
朽
ち
し
小
さ
き
祠
あ
り
誰た

が
手
に
な
り
て
何
を
祀
る
や

山
里
に
古
き
民
家
の
一
軒
家
み
だ
れ
咲
き
た
る
さ
ざ
ん
か
の
花

坂
本　

ケ
イ

廃
屋
の
庭
に
た
わ
わ
の
み
か
ん
熟
る
冬
の
陽
ざ
し
に
輝
き
お
り
ぬ

年
上
の
夫
に
引
か
れ
て
杖
を
つ
く
支
え
つ
づ
け
て
生
き
た
き
も
の
を

上
田　

廸
子

閉
じ
ら
れ
て
国
民
宿
舎
幾
日
に
程
よ
き
温お

ゆ泉
に
和
み
し
も
の
を

丸
ご
と
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
買
え
ぬ
か
な
し
み
を
君
は
知
る
ま
じ
畑
の
キ
ャ
ベ
ツ
よ

宮
原　

征
子

山
あ
い
の
里
に
伴
侶
を
見
送
り
し
寡
黙
な
る
父
卒
寿
を
生
き
る

寒
風
に
固
き
蕾
の
沈
丁
花
顔
近
づ
け
て
香
る
日
を
待
つ

宮
川
し
の
ぶ

沖
縄
の
怒
り
は
も
は
や
極
ま
れ
り
相
次
ぐ
不
時
着
部
品
落
下
に

落
ち
来
る
は
雨
だ
け
に
し
て
と
沖
縄
の
若
き
母
親
児
を
抱
き
咽む

せ

ぶ上
田　

精
一

く
ま
が
わ
春
秋
歌
壇

い
も
ご
短
歌
会 

話
題
を
追
っ
て

　
戦
争
を
考
え
る
講
演
会

24
日
、早
春
文
化
の
集
い

　

先
の
大
戦
の
際
、
自
由
を
奪
わ
れ
た
人
々

に
学
び
、
戦
争
と
は
何
か
を
考
え
る
講
演
会

「
２
０
１
８
年
多
喜
二
・
百
合
子
に
学
び
・
語

る
早
春
文
化
の
集
い
」
が
２
月
24
日
、
人
吉
市

の
中
小
企
業
大
学
人
吉
校
で
開
催
さ
れ
る
。

　

講
師
は
長
崎
新
聞
社
報
道
局
長
の
森
永
玲

り
ょ
う

氏
で
、「
反
戦
主
義
者
な
る
事
通
告
申
し
上
げ

ま
す
」
と
宣
言
し
、「
思
想
犯
」
に
仕
立
て
ら

れ
た
長
崎
県
出
身
の
結
核
医
、
末
永
敏び

ん

事じ

の

生
き
様
を
紹
介
し
、
治
安
維
持
法
体
制
下
で
の

思
想
監
視
と
は
何
か
を
学
び
、
現
政
権
の
政
策

を
検
証
す
る
。
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事
業
を
実
施
す
る
の
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
た
め
制
度
改
訂
に
い
た
っ
た
。
国
民
保

険
は
自
営
業
者
な
ど
に
適
用
さ
れ
る
保

険
で
、
被
用
者
に
適
用
さ
れ
る
健
康
保

険
と
は
異
な
る
。

　
平
均
所
得
の
順
位

　

順
番
を
つ
け
た
が
る
む
き
が
あ
る
。
特

に
所
得（
収
入
）は
話
題
に
な
り
や
す
く
、

職
業
別
ラ
ン
キ
ン
グ
は
雑
誌
の
目
玉
記
事

に
な
る
ほ
ど
。
そ
う
し
た
時
流
に
乗
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
く
ま
が
わ
流
域
の
所
得

水
準
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
無
意
味
で
は

な
か
ろ
う
。
他
地
域
と
比
較
す
る
と
き
、

自
己
の
位
置
も
明
確
に
な
る
。
そ
こ
で
、

引
用
度
の
高
い
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
（
年
収

サ
イ
ト
）
の
順
位
表
を
紹
介
す
る
。
同

サ
イ
ト
は
、
総
務
省
統
計
を
基
礎
に
全

さ
れ
る
。
県
は
、市
町
村
ご
と
の
医
療
費
・

所
得
水
準
を
参
考
に
し
て
算
定
。
保
険

料
の
徴
収
・
書
類
の
交
付
は
、
こ
れ
ま
で

通
り
、
市
町
村
が
お
こ
な
う
。

　

急
激
な
変
化
を
避
け
る
た
め
、
い
ま
の

と
こ
ろ
、
市
町
村
ご
と
に
保
険
料
に
格

差
が
存
在
す
る
が
、
今
後
し
だ
い
に
格

差
を
縮
小
さ
せ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

標
準
保
険
額
は
あ
く
ま
で
目
安
で
、

所
得
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
具
体
的
な
個
人

の
保
険
料
は
異
な
る
。
高
額
所
得
者
と

低
所
得
者
の
保
険
料
が
同
一
と
い
う
こ
と

に
な
ら
な
い
。　

国
保
料
を
税
金
方
式
で

課
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
が
、
名
称
が
異
な
る
だ

け
で
あ
る
。
過
疎
化
の
進

行
な
ど
に
と
も
な
い
、
自

治
体
が
単
独
で
健
康
保
険

　
４
月
か
ら
の
国
民
保
険
料

　

国
民
健
康
保
険
法
の
改
訂
に
と
も
な

い
、
都
道
府
県
が
財
政
の
運
営
主
体
に

な
る
こ
と
か
ら
、
熊
本
県
は
加
入
者
１

人
当
た
り
の
保
険
料
を
算
定
し
公
表
し

た
。
じ
っ
さ
い
の
保
険
料
は
県
の
算
定
額

を
も
と
に
市
町
村
が
決
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
大
半
の
市
町
村
は
県
の

算
定
額
を
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
と
予
想

今年度（2018 年度）
国保料

話
題
を
追
っ
て

幸
福
量
で
計
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
批

判
が
あ
る
。
そ
う
し
た
批
判
を
無
意
味

と
は
思
わ
な
い
が
、
数
量
的
側
面
も
重

要
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
そ
れ
を
無
視

す
る
よ
う
な
姿
勢
は
許
さ
れ
な
い
。
自
己

の
位
置
を
知
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
重
要

で
、
こ
こ
で
は
紹
介
で
き
な
い
が
、
県
北

と
県
南
と
の
「
格
差
」
も
順
位
表
に
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。

　

八
代
市
と
人
吉
市
の
順
位
に

疑
問
を
い
だ
く
読
者
も
い
る
だ

ろ
う
。
旧
八
代
市
と
平
成
の
合

併
後
の
八
代
市
の
ち
が
い
を
強

調
す
る
読
者
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
で
も
統
計
上
の
結

果
は
動
か
せ
な
い
。

　
「
年
収
サ
イ
ト
」
は

２
０
１
０
年
か
ら
運
用
を
開

始
し
て
い
る
。
７
年
間
の
変
動

国
１
万
７
４
１
７
の
市
町
村
の
平
均
所

得
を
ラ
ン
キ
ン
グ
化
し
、
そ
れ
を
公
表
し

て
い
る
。
球
磨
川
流
域
の
自
治
体
を
み
る

と
き
、
表
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
下
位
で

あ
る
。
上
位
は
東
京
都
港
区
、
千
代
田

区
な
ど
都
市
部
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
所
得
の
順
位
化
は
当
該
自

治
体
に
失
礼
で
あ
る
と
の
批
判
、
住
民
の

幸
福
度
は
所
得
で
な
く
、
住
み
や
す
さ
、

16 年度所得

に
つ
い
て
は
機
会
を
改
め
て
紹
介
す
る
。

２
０
１
７
年
の
統
計
結
果
は
発
表
さ
れ

て
い
な
い
。

幸
野
溝
・
百
太
郎
溝

水
路
群
を
活
か
す
会
発
足

　

２
０
１
６
年
11
月
に
「
世
界
か
ん
が

い
施
設
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
幸
野
溝

と
百
太
郎
溝
の
水
路
群
を
、
観
光
振
興

な
ど
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
活
か
す
会
」
が
発
足
し
、
１
月
31
日

に
県
球
磨
地
域
振
興
局
で
設
立
総
会
が

開
か
れ
た
。

　

土
地
改
良
区
、
関
係
４
町
、
観
光
関

係
、
県
な
ど
17
の
団
体
が
協
力
す
る
こ
と

を
確
認
。
今
後
は
、
世
界
か
ん
が
い
遺

産
を
活
用
し
た
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
活
用
し
て
い
く
と
い
う
。
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問１　日本の政党名とその党首名を書け（例：自由民主党　安倍晋三）
①（　　　　　　　　　　　　）
②（　　　　　　　　　　　　）
③（　　　　　　　　　　　　）
④（　　　　　　　　　　　　）
⑤（　　　　　　　　　　　　）
⑥（　　　　　　　　　　　　）
⑦（　　　　　　　　　　　　）
⑧（　　　　　　　　　　　　）
⑨（　　　　　　　　　　　　）
⑩（　　　　　　　　　　　　）

問２　国民栄誉賞の受賞者を書け
             （例：長島茂雄）

①（　　　　　　　　）
②（　　　　　　　　）
③（　　　　　　　　）
④（　　　　　　　　）
⑤（　　　　　　　　）
⑥（　　　　　　　　）
⑦（　　　　　　　　）
⑧（　　　　　　　　）
⑨（　　　　　　　　）
⑩（　　　　　　　　）

問３　トルストイ『イワンの馬鹿』の
                登場人物の名前を書け（例：イワン）

①（　　　　　　　　）
②（　　　　　　　　）
③（　　　　　　　　）
④（　　　　　　　　）
⑤（　　　　　　　　）

くまがわ学習塾　⓮

問４　写真をみて人物名を答えよ
　①須恵村を研究した人物

答（　　　　　　　）

　②相良村出身の作家

答（　　　　　　　）

※答え合わせは次号でおこないます。
　前回の答え合わせは87 頁で。
★全問正解者には抽選で弊社の書籍をプレゼン

トします。ハガキ又は封書で弊社まで解答を
お送りください。

その❹

か
ら
じ
に
ゃ
捕
ま
え
ん
ば
な
ん
じ
ゃ
っ

た
。

　

ネ
コ
ジ
ャ
ラ
シ
ん
ぐ
た
る
草
ん
穂
ば

す
ぐ
り
落
て
ぇ
て
、
そ
ん
先
ん
方
に

引
け
ば
絞
ま
る
ワ
ッ
サ
ば
作
っ
て
、
池

ん
中
き
ゃ
お
る
ア
カ
ハ
ラ
ん
首
ん
と

け
持
っ
て
い
た
ぁ
て
ワ
ッ
サ
ん
中
き
ゃ

首
ん
ひ
ゃ
れ
ば
、
ち
ょ
こ
っ
と
強
よ
う

引
っ
張
れ
ば
首
ん
引
っ
掛
か
っ
で
水
ん

中
か
ら
上
ぐ
れ
ば
ア
カ
ハ
ラ
は
、
ク

ル
ッ
て
ま
ん
丸
ひ
な
っ
て
動
か
じ
ゃ
っ

た
で
、
そ
ろ
っ
と
ワ
ッ
サ
ば
ゆ
る
ぅ
し

て
外
じ
ぃ
て
見
れ
ば
、
背
中
ん
方
に
ゃ

ブ
ッ
ブ
ッ
ん
あ
っ
て
ザ
ラ
ザ
ラ
し
と
っ

て
、
裏
返
や
あ
て
見
れ
ば
腹
ん
ほ
う

は
、
気
色
た
ん
の
悪
う
な
っ
ぐ
た
る

あ
っ
か
（
赤
）
色
し
と
っ
た
で
、
だ
っ

が
と
が
あ
っ
か
所
ん
の
う
う
か（
多
い
）

か
比
べ
や
ぁ
し
て
又
、
池
ん
中
き
ゃ
な

ん
く
う
で
逃
ぎ
ゃ
て
お
き
お
っ
た
。

　

寒
う
ひ
な
れ
ば
、
石
ん
下
て
ろ
ん

ゴ
モ
ク
ん
中
き
ゃ
何
匹
か
ず
つ
か
固

ま
っ
て
お
っ
た
で
、
そ
ぎ
ゃ
ん
時
に
ゃ

そ
ろ
っ
と
元
ん
ご
て
し
て
あ
つ
か
わ
じ

ん
お
っ
て
、
ア
カ
ハ
ラ
と
あ
す
ぶ
た
ぁ

水
ん
中
き
ゃ
お
っ
時
ば
っ
か
り
じ
ゃ
っ

た
。【

ま
つ
ふ
ね
・
ひ
ろ
み
つ
／
青
井
阿
蘇

神
社
・
文
化
苑
「
童
遊
館
」】

　
ア
カ
ハ
ラ
引
っ
掛
け

　

池
ん
中
き
ゃ
に
ゃ
イ
ヲ
ば
っ
か
っ

じ
ゃ
無
し
ん
、
ど
ぎ
ゃ
ん
と
で
ん
お
っ

て
お
も
し
か
っ
た
。
ア
メ
ン
ボ
じ
ゃ
ろ

ト
ン
ボ
ん
子
・
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ち
ゅ
ぐ

た
っ
ふ
ぅ
で
、
見
と
っ
て
ほ
っ
と
（
飽

き
る
）
せ
ん
じ
ゃ
っ
た
。
そ
ぎ
ゃ
ん
と

ど
ん
の
中
き
ゃ
池
ん
底
ば
あ
ゆ
ぅ
で
さ

く
と
ん
お
っ
た
。
ア
カ
ハ
ラ（
イ
モ
リ
）

ち
ゅ
う
と
で
、
上
か
ら
見
れ
ば
背
中

ん
方
は
、
真
っ
黒
し
て
裏
が
や
ぁ
て
見

れ
ば
腹
ん
ほ
う
は
、
黒
と
赤
の
斑
ん

な
っ
と
っ
て
一
ち
ょ
ず
つ
違
ご
う
と
っ
た

で
、
ひ
っ
捕
ま
え
て
見
く
ら
べ
や
ぁ
ば

し
お
っ
た
。

　

池
ん
中
き
ゃ
に
ゃ
木
の
葉
や
泥
の
溜

ま
っ
と
っ
た
で
中
さ
み
ゃ
ひ
ゃ
っ
て
捕

ま
ゆ
れ
ば
濁
っ
て
ど
こ
さ
み
ゃ
い
た
か

わ
か
ら
じ
ゃ
っ
た
で
、
池
ん
中
き
ゃ
浸

絵と文／松舟博満
おっとわっとあすび その⓬
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https://www.facebook.com/groups/1805562046390300/

永田満徳選評・向瀬美音訳

このコーナーは、「二行書きに
よる〈切れ〉と〈取り合わせ〉
を取り入れた Haiku」を提案し
ている『俳句大学』facebook
ページからの転載です。

【ながた・みつのり／俳人協会会員、熊本市】

【訂正】前回３番目の作者名を Morgane Denoyers に訂正いたします。

俳句大学
Haiku University

今月の秀句
Selected Haiku of this Month

Haiku Column⓬

Starry Starry
●
the shortest day of the year-
mother and daughter reunion in kitchen
【Commented by Mitsunori Nagata】
Toriawase of winter solstice, the 
shortest day of the year, one intimate 
scene with mother and daughter is cut 
and well described.

スターリー スターリー
●
冬至 -
母と娘はキッチンで仲良く
〔永田満徳評〕
一日中で最も日が短い特別な日
である「冬至」との取り合わせ
によって、仲睦まじい「母と娘」
の一情景が切り取られている。

Jean Baptiste Pelissier
●
galaxie d'Andromède ~
le chat dort en spirale 
【Commented by Mitsunori NAGATA】
Il y a toriawase entre la spirale de la 
galaxie  et l’image du chat qui dort 
en spirale. On voit ici l’étrangeté du 
toriawase.

ジャン パティスト ペィシエ
●
アンドロメダ星雲 ~
猫は螺旋状に寝る
〔永田満徳評〕
地上から宇宙へのイメージが拡
大するのは「螺旋状」の星雲
と猫の寝姿との取り合わせであ
る。ここに取り合わせの妙味が
ある。

Anne-Marie Joubert-Gaillard
●
Elle raconte une histoire~
La bougie fond lentement
【Commented by Mitsunori NAGATA】
Le long dialogue chaleureux exprimé par 
la fonte de la bougie est extraordinaire.
C’est l’exemple de haiku exprimé par 
un objet concret. 

アンヌ - マリー  ジュベール - ガヤール
●
話を始める
ろうそくはゆっくり溶ける
〔永田満徳評〕
熱を帯び、長話になっているこ
とを「ろうそく」の溶け具合で
表現しているところがいい。「も
の」で詠むことの見本である。

問３　江戸時代の熊本県内の「町名」を書け（例：八代町）
①（　人吉町　）
②（　熊本町　）
③（　高橋町　）
④（　川尻町　）
⑤（　高瀬町　）

問４　写真をみて問い答えよ。
　①八代市の教会名を書け

答（　日本基督教団八代教会　）
本誌 21 号 36 頁の森山学「建築みてある記⑯」参照

②球磨村の地蔵堂の名前を書け

答（　横井地蔵堂　）
本誌 21 号 12 頁の宮原信晃「くまがわの神さん仏さん⑯」参照

　人吉町についてはひとまず別にする。細川領の場合、解答例の５つの町は在方とはちが
い、郡奉行（郡代）の支配から外し、町奉行の支配のもとで商人に特権的商業活動を許した。
地理的にみれば、熊本を除き、すべて中世以来の商業都市で、近世になっても主要な港口
で、このかぎりで細川が重商主義的であった。同時に、在方に対しては農本主義的に対応し、
町との関係では、二元的であった。これは細川独自の方法といわれる。宝暦６年（1756 年）、
宇土・鶴崎（大分）の二町を五ヶ町に追加した。鶴崎は細川の飛び地で、いわゆる「関サ
バ」は細川のものであった。細川は参勤交代のさい鶴崎を経由する場合が少なくなかった。
宇土は宇土支藩（３石）内の町である。宇土支藩には城ではなく陣屋が置かれた。したがっ
て、宇土町は城下町ではない。坂本の製紙工場の創始者のひとりである上羽勝衛は宇土支
藩出身である。
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問２　肥薩線の川線の駅を書け（例：西人吉駅）
①（　段駅　）
②（　坂本駅　）
③（　葉木駅　）
④（　鎌瀬駅　）
⑤（　瀬戸石駅　）
⑥（　海路駅　）
⑦（　吉尾駅　）
⑧（　白石駅　）
⑨（　球泉洞駅　）
⑩（　一勝地駅　）

　球磨川流域の生活を考えるとき、肥薩線は重要
である。そこで創刊以来、本誌は肥薩線の各駅を
紹介してきた。生活との関係だけなく、観光的に
も優れた路線である。昨年 12 月、国際記念物遺
跡会議（イコモス）は、「後世に残したい〝日本の
20 世紀遺産 20 選〟」のひとつに肥薩線を選択した

（松本晋一「後世に残すべき〝鉄道産業遺産〟肥
薩線の意義」本誌 21 号 82 頁以下参照）。他方、
乗客数の大幅減少のなかで、ＪＲ九州は肥薩線の
運行便数を減らす旨を決めた。営利企業である以
上、赤字路線を縮小する方針を採用することは当
然である。すばらしい路線であり、そのすばらしさ
が国際的にも認知されているなかでの運行便数の
減少である。乗車すると分かるが、肥薩線は空席
がめだつ。沿線住民は利用することを通じてこれを
残すべきである（本誌 22 号巻頭言参照）

契りがかたく仲むつまじいこと。［補説］夫婦がともにむつまじく年を重ね、
死後は同じ墓に葬られる意。（新明解四字熟語辞典第２版）

⑤月下氷人（げっかひょうじん）。縁結びの神。転じて、男女の縁の仲立ち
をする人。仲人、媒酌人。［故事］唐の葦固（イコ）は若く、まだ結婚
していなかった。旅先で、月明かりにのもと袋によりかかって読書をして
いる不思議な老人に出会った。葦固が袋の中身を問うと、夫婦になる者
の足を結ぶ縄だという。その後、葦固は老人の言ったとおり都の長官の
娘と結婚した。（新明解四字熟語辞典第２版）

⑥相思相愛（そうしそうあい）男女がお互いに慕い合い、愛し合っている
こと。あいぼれ、相恋。（大辞林第３版）

⑦夫唱婦随（ふしょうふずい）。夫が言い出し、妻がそれに従うこと。（大
辞林第３版）★筒井康隆『現代語裏辞典』（文藝春秋）は「婦唱不随」
と揶揄する。

⑧海約山盟（かいやくさんめい）。海誓山盟（かいせいさんめい）と同じ。
海と山が永遠であるように、永久に変わらない、夫婦の固いに誓い。（改
訂新版漢字源）

⑨合縁奇縁（あいえんきえん）。人の交わりには互いに気がよく合う合わな
いがあって、それは不思議な縁によるものだということ。（岩波国語辞典
第７版）

⑩鶏鳴之助（けいめいのじょう）。内助の功があること。また、内助の功が
ある妻がいること。［故事］賢婦人が鶏の鳴くのを聞いて、もう朝になっ
たと思い、夫が出勤に遅れてはいけないと起き出し夫を起こそうとした
が、実は聞きちがいで、まだ夜は開けていなかったという故事に由来。（新
明解四字熟語辞典第２版）

問１　（　）を埋め四字熟語を完成させよ（例：「（　）助之功」⇒「内助之功」）
①（以）心伝心
②（一）心同体
③（寸）歩不離
④偕（老）同穴
⑤月下氷（人）
⑥相思（相）愛
⑦夫唱婦（随）
⑧海約山（盟）
⑨合縁（奇）縁
⑩鶏（鳴）之助

前号【くまがわ学習塾⑬の答え】

　〈四字熟語〉
　四字熟語は、それ自体として、1980 年代頃から使用されるようになった
新しい言葉である。それまでは「熟語」、「故事成語」という広い概念のな
かで捉えられていた。広辞苑第７版は「漢字四字で構成される成句や熟語」
と定義し、その例を示していない。大辞林第３版は同一の説明をし「一日
千秋」、傍若無人」を用例としてあげている。岩波国語辞典第７版はこれ
を掲載せず、三省堂国語辞典（三国）第７版は「漢字でできた熟語。ふ
つう、古くから言い習らわされている、音読みのものを言う。例、一心不乱、
温故知新」と解説している。「四字熟語」だけをとれば「三国」がもっとも
分かりやすい。けれども、「三国」だけで十分かといえば、そうではない。

「四字熟語」は成長しつつあって、新明解四字熟語辞典のように「四字熟語」
だけを対象にする辞典も登場するまでになっていて、今後も、四字熟語の
世界は広がるであろう。言葉の海は深く、広く、その世界をみたいと一日
千秋の思いもするが、だからといって傍若無人にならず、そのために一心
不乱に努力しつつ温故知新に努めるほかない。

　〈例示熟語の読みと意味〉
①以心伝心（いしんでんしん）。（禅宗で）言葉では説明できない深遠・微

妙な教理を無言のうちに弟子に伝えること。［俗に、無言のうちに相手に
分からせる意にも用いられる］（新明確国語辞典第４版）

②一心同体（いっしんどうたい）。ふたり以上の人の気持ちがっぴたりと一
致すること。（新明確国語辞典第４版）

③寸歩不離（すんぽふり）。距離をおかず、すぐそばにいること。また、非
常に密接な関係にあること、夫婦仲むつまじく、一歩も離れないこと。（新
明解四字熟語辞典第２版）

④偕老同穴（かいろどうけつ）。夫婦仲むつまじく添いとげること。夫婦の
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今
年
の
冬
は
、
な
ん
と
い
う
寒
さ
か
、

大
寒
波
の
居
座
り
で
、
人
吉
も
氷
点

下
の
日
が
続
い
た
。
★
そ
ん
な
日
曜
の

朝
、
宮
原
信
晃
さ
ん
と
「
く
ま
が
わ
の
神
さ
ん
仏
さ
ん
（
今
号
20

頁
）」
の
取
材
で
、
球
磨
村
の
川
島
集
落
に
向
か
っ
た
。
人
吉
を
出

る
時
は
雪
が
舞
っ
て
お
り
、
目
的
地
の
川
島
は
す
で
に
積
雪
し
て
い

て
、
マ
イ
ナ
ス
２
度
で
あ
っ
た
。
お
話
を
伺
っ
た
川
島
朝
男
さ
ん
は
、

元
気
な
笑
顔
で
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
昔
、
川
島
小
学
校
に

は
小
学
生
が
50
名
も
い
て
賑
や
か
で
あ
っ
た
と
聞
き
、
隔
世
の
感
一

入
。
今
は
老
人
の
一
人
暮
ら
し
が
多
く
、
限
界
集
落
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。日
本
の
多
く
の
地
域
が
こ
ん
な
状
況
に
あ
る
だ
ろ
う
と
思
っ

た
。
★
球
磨
川
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
会
の
桑
原
史
佳
さ
ん
か
ら
連
絡
が

あ
り
、「
手
作
り
故
郷
賞
」
で
ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
賞
を
い
た
だ
い
た

と
聞
く
。
急
き
ょ
、そ
の
報
告
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た（
６
頁
）。

★
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
て
も
人
間
が
手
を
か
け
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ

な
い
も
の
が
あ
る
。
人
間
も
自
然
の
一
部
、
共
生
を
心
が
け
る
時
代

な
の
で
あ
ろ
う
。（
ま
）

　
編
集
後
記

〒
８
６
８
─
０
０
１
５

熊
本
県
人
吉
市
下
城
本
町
１
４
３
６
︱
４
の
３
号

人
吉
中
央
出
版
社
「
く
ま
が
わ
春
秋
」
編
集
部

info@
hitoyoshi.co.jp

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス 

０
９
６
６
・
23
・
３
７
５
９

　イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

【
開
催
中
】

▽
「
人
吉
球
磨
は
、
ひ
な
ま
つ
り
」（
～
３
月
21
日
、
郡
市
一
帯
）

▽
「
ひ
な
ぐ
雛
祭
り
」（
～
３
月
４
日
、
日
奈
久
温
泉
街
一
帯
）

▽
必
勝  

合
格
祈
願
ノ
旅
（
～
３
月
５
日
、
球
磨
村
一
勝
地
地
区
）

２
月
16
日
（
金
）

▽
第
16
回
食
と
農
の
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム（
あ
さ
ぎ
り
町
深
田
せ
き
れ
い
館
）

２
月
17
日
（
土
）

▽
人
吉
ふ
れ
あ
い
１
０
０
円
商
店
街
（
人
吉
市
中
心
市
街
地
）

▽
第
15
回
ひ
と
よ
し
温
泉
春
風
マ
ラ
ソ
ン
開
会
式
（
人
吉
一
中
体
育
館
）

２
月
18
日
（
日
）

▽
第
15
回
ひ
と
よ
し
温
泉
春
風
マ
ラ
ソ
ン
（
人
吉
税
務
署
前
ス
タ
ー
ト
・

ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
ゴ
ー
ル
）

２
月
24
日
（
土
）

▽
人
吉
市
高
齢
者
作
品
展
（
～
26
日
、
同
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

▽
人
吉
市
東
西
コ
ミ
セ
ン
短
期
講
座「
人
権
教
育
講
演
会
」（
同
コ
ミ
セ
ン
）

▽
２
０
１
８
多
喜
二
・
百
合
子
に
学
び
語
る
「
早
春
文
化
の
集
い
」（
中
小

企
業
大
学
人
吉
校
）

２
月
25
日
（
日
）

▽
第
44
回
人
吉
梅
ま
つ
り
（
人
吉
市
大
畑
梅
園
）

▽
春
を
待
つ「
月
足
さ
お
り
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」（
ひ
と
よ
し
森
の
ホ
ー
ル
）

２
月
27
日
（
火
）

▽
ひ
と
よ
し
・
く
ま
市
民
劇
場
例
会
・
無
名
塾
「
肝
っ
玉
お
っ
母
と
子
供

た
ち
」（
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

３
月
３
日
（
土
）

▽
▽
八
代
市
立
博
物
館
特
別
講
演
会
「
こ
こ
ま
で
わ
か
る
！
熊
本
弁
の
歴

史
」（
同
博
物
館
講
義
室
）


